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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　私へのいじめが始まったのは、高校一年の二学期からでした。

　一学年先輩の、男子生徒の告白を断ったのが切っ掛けです。その先輩のことが好きだった女子のひとりが私に言いがかりをつけ始めました。

　彼女の気持ちは少しだけ理解できます。

　私にも好きな人がいました。

　その彼がもしも、他の女の子に告白して振られてしまったとしたら──。

　好きな人が悲しんでいる姿を見るなんて、想像するだけでつらいです。本当なら幸せになって欲しいのにどうしてって思うでしょう。その理り不ふ尽じんさに対する思いはひょっとしたら、彼を振った女の子に対する恨うらみへと変わるかもしれません。

　だから私は、相手の気が晴れるまで耐えようと決めました。

　彼女の好きな先輩が失恋から立ち直ってまた笑うようになれば、私のことも許してくれるかもしれない。そんな望みを抱いだきながら、いじめを受けていました。

　けれど、行為は、一カ月経たっても二カ月経っても、年が明けても収まりませんでした。

　いつからか、彼女の私に対するいじめに、別の人たちが加わり始めました。

　いつからでしょうか？　彼女たちの私を見る眼めが、恨みから嘲あざけりへと変わったのは。

　彼女たちはすっかり楽しんでいました。最初は突き飛ばしたり髪の毛を引っ張ったりするだけだったのが、私の教科書や、お母さんが作ってくれたお弁当をトイレへ捨てたり、ホースで水を掛けてきたり、お腹を蹴けったり、内うち腿ももを強く抓つねったり、それらを笑いながら──みっともなく泣き喚わめいている私を笑え顔がおで罵ののしってきます。誰にも見付からないように、証拠が残らないように、場所はいつも人のいないＬＬ教室や美術室でこっそりと。

　まるで、秘密の遊びみたいに。

　目的が変わってしまったのだな、と思いました。だからその時点で、先生に相談するなりしてやめてもらってもよかったのかもしれません。

　でも私は、そうしようとは思いませんでした。

　意地でも、負けたくなかったから。

　彼女たちからいじめられる度に、今まで自分がどれだけりりちゃんに寄り掛かって生きてきたかを思い知らされて、だから絶対に負けるもんか、って。先生に助けを求めたんじゃ、他人に頼ったんじゃ今までと同じです。それは、逃げているだけです。

　りりちゃん。

　私はずっと、彼女に──親友に、甘えていました。

　だからひとりでは弱くて、暗くて、可愛かわいくなる努力だってしなくて。りりちゃんがいればそれでいいやなんて、最低のことを考えていました。

　そんな一方的な関係に、いなくなって初めて気付くなんて。

　だから、りりちゃんが帰ってきた時のために私は強くなろうと思ったんです。彼女に寄り掛からずに、逆に支えてあげられるくらい強くならなくちゃ。

　後悔もしていました。私が強ければ、彼女の悩みを聞いてあげられるくらい頼れる友達だったら──りりちゃんは黙だまっていなくなってしまうこともなかったかもしれない、って。

　それと。

　私は、彼に似合う女の子にも、なりたかった。

　いつも優しくて、その優しさの照れ隠しみたいに軽口を言っている、私の好きなあの人。りりちゃんがいなくなってしまった私を心配して、たまに話し掛けてきてくれる彼。

　別に私のことを好きになってくれなくてもいい。そんな大それたことは望まない。ただ少なくとも今みたいに、彼の優しさに俯うつむいて目も合わせられないような、貸したノートに書いた自分の字の汚さをうじうじと気にするような、つまらない女の子でいたくはありません。

　それに、黙だまって耐えているだけじゃ、いつまで経たってもいじめも終わらないでしょう。私がもっと毅き然ぜんとして、やめてくださいって強く拒絶しないと、反抗しないといけない。

　勇気を出さなくちゃ。

　そうすればきっと私は、あの人に素直な笑え顔がおを向けられる。

　そうすればきっとりりちゃんだって、帰ってきてくれる。

　──きっと。




　　　　　　　　　　※




　けれど、そんな決心とは裏腹に、いじめはどんどん激しくなっていきました。

　勇気を出したいと願い、今度こそはと思い続け、それでもやっぱりできなくて、とうとう二月のある日、私──灰はい原はら吉よし乃のは。

　数分前に知った喜びを恐怖に変えて、ポケットの中で通話ボタンを押してしまいました。

　それが彼の未来を決めてしまうとも、知らずに。
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　　　　　　　　　　１




　あれから一週間が過ぎ、週末が再び来た。

　二月も終盤──あと一カ月と少しで訪れるクラス替えを前に、学校生活はすっかり様変わりしてしまっていた。霧きり沢さわ景けい介すけはまだ、そのことに慣れないでいる。

　クラスメイトが一気に三人も減ったのだから当然かもしれない。教室の雰囲気は浮うわついていて落ち着きがなく、皆が見えない何かを気にしているようだった。

　灰はい原はら吉よし乃のの失踪騒ぎと、その直後に起きた、秋あき津つ依い紗さ子こと日ひ崎ざき歩ほ摘づみの転校。

　両者はひょっとしたら関係あるのではないか、そんな憶測も囁ささやかれていた。

　もっとも事情を知る景介にとってみれば、関係あるどころではない。ふたつの事件は根を同じくしている。どちらも鈴すず鹿かの一いち族ぞくを名乗る存在──人間ではない『あやかし』たちが起こした諍いさかいによる余波、或あるいは結果なのだから。

　事実も噂うわさとはまったく違う。

　灰原は失しつ踪そうした訳ではなく、死んでしまった。

　秋津は転校などしていない。景介たちの敵となり、姿を消しただけだ。

　そして日崎は、その秋津に連れ去られた──。

　ただ、知っていたところで誰かに言えるはずもない。すべてのことはあまりに現実離れし過ぎていて、話しても一いつ笑しように付ふされるのがオチだ。

　だから景介はこの一週間、校内で流れる噂を耳にする度に心が痛む。勝手なことを言うなという怒いかりと、事実が明るみになることは決してないのだという虚むなしさで。

　五限を目前に控えた、昼休み。

　つい一週間前までは和気藹あい々あいと過ごしていたはずのその時間を、景介たちは最近、ただ机にへばりついて──勉学に励はげむでもなく楽しく会話するでもなく、だらだらと浪費している。

「おい、性しよう悪わるメガネ」

　景介の席に陣取り頬ほお杖づえをついて窓の外を眺ながめながら、クラスメイトの荒あら木き聡そう太たが気の抜けた声で景介の渾あだ名なを呼ぶ。なので眉まゆをしかめつつ、

「なんだアホの荒木」

　応えるが、荒木はつまらなさそうに言った。

「退屈だ。なにか面白い小こ咄ばなしでもしろ」

「知るかよ。なんで俺おれがお前ごときを楽しませなきゃならんのだ」

「…………そうか」

「やめなよ、荒木。景介だってそんな気分じゃないんだから」

　横から口を挟はさんだのは宮みや川かわ英えい。

「じゃあお前がしてくれ。こう、大笑いできてすっきりするようなのを」

「だからって僕に言われても困るよ」

　宮みや川かわの返答もじつにそっけなかった。手て許もとに開いた雑誌から目を離しもしない。が、実はこいつも自分たちと同じ。雑誌はさっきから、一ページたりともめくられていなかった。

　本来こういう落ち込んでいる時に頼るべきは、こいつら悪友どものはずだ。しかし彼らはふたりとも、現状、景けい介すけと同様に使い物にならない。

　荒あら木きの意気消沈は、秋あき津つ依い紗さ子このせいだ。

　入学以来ずっと秋津にべた惚ぼれだった荒木は、彼女の転校がよほどショックだったらしい。もうずっとこうした調子で溜ため息いきばかり吐ついている。おいアホ荒木安心しろ、あの女は別に転校したんじゃなくてだな、私は人間じゃないとカミングアウトした挙げ句に日ひ崎ざきを誘ゆう拐かいして行方ゆくえを眩くらましただけだ──なんてことは言えるはずもなかった。

　とはいえこいつに関しては、そう心配するものでもないだろう。どうせそのうち、別の美人にひと目惚れでもして元気を取り戻すに違いない。

　対して宮川の方の落ち込みは、一週間前の事件とは関係ない。

　なんでも幼おさな馴な染じみの女の子が病気で、ここ半月ほど連絡が取れずにいるそうだ。

　話を聞いた時は、まさかと焦あせった。鈴すず鹿かの一いち族ぞく、しかも『繁はん栄えい派は』の奴やつらが関係している可能性を考えた。それこそ──灰はい原はらのように身体からだを奪われてしまったのではないか、と。

　けれど話を詳しく尋きくと、彼女の親とは会えているし、本人の無事もわかっているという。

　宮川とその幼馴染みの娘こには悪いが、そういう意味では安心かもしれない。これ以上友人たちが鈴鹿の一族のいざこざに巻き込まれるのはごめんだ。

　……もっとも、半数は巻き込まれたのではなく最初から渦中にいたのだけれど。正確な意味で巻き込まれたのは、今のところ自分と灰原だけだ。

「で、幼馴染みはまだよくなんないのか？　英えい」

「うーん」

　少しだけ眉まゆをひそめた宮川は、中性的な顔と相まってまるで子供のように見えた。普段の、頻ひん繁ぱんに手鏡を見て角度まで変えつつ髪型を整えるといううざったらしいことこの上ない仕草がなければ、女子たちの言う通り美形ではある。

「どうなのかな……。そんなに心配することはないっておじさんは言ってたけど」

「つーかよ」

　机にへばりついて項うな垂だれたまま、荒木が恨うらめしそうに宮川を見た。

「その幼馴染みってのは、彼女なのか？　あ？」

「そんなんじゃないよ」

　宮川が呆あきれて首を振る。

「荒木さぁ……僕に当たるのはお門かど違いじゃない？　仮に秋津さんが転校してなかったとして、彼女がきみに振り向いてくれたと思ってんの？」

「なに言ってんだ。可能性はゼロじゃなかった」

　自信満々に言い切る荒あら木きに、景けい介すけは思わず唖あ然ぜんとした。

「聞いたか英えい。この無軌き道どうなポジティブっぷり、俺おれらも見習った方がいいかもしれん」

「そうだね。自分が見えないのはいいことなのかもしれないよ」

「あ？　少なくとも性しよう悪わるやナルシストよりは可能性が高かったっての！」

「……、そうか。ああ、まあ、そうかもな」

　一週間前、その秋あき津つが意味深に言い寄ってきたことを思い出し、苦く笑しようする。が、甘あま酸ずっぱい気分などにはとてもなれない。なにせ景介は、秋津依い紗さ子こという人間の本性を見てしまったのだ。教室にいた時と同じ笑え顔がおで日ひ崎ざきの首を切り落とし、去っていったあの姿──思い出しただけで怖おぞ気けが走る。できるならば二度と会いたくはない。

　そういう訳にはいかないんだろうなと薄く溜ため息いきを吐つき、教室の外へ目を向けた。

「ちょっと出てくるわ」

「なに、トイレ？」

「いや、荒木のアホ面づらにうんざりした。新鮮な空気が吸いたい」

「始業まであと五分もねえぞ」

　なんだかんだ言って荒木も、景介が灰はい原はらのことで落ち込んでいるのはわかってくれているらしい。軽口を叩たたいた景介に言い返さず、逆に親切な言葉を掛けてくる。

「わかってるよ」

　ありがたいが、申し訳なくもある。灰原が失しつ踪そうしたのではなく死んでしまっていることを内ない緒しよにしているのは、やはり後ろめたい。

　教室を一歩出ると、秘密を共有している奴やつの姿が目に入った。好都合だ。

「木こ陰かげ野の」

　声を掛ける。友人らしき女生徒と話をしていた木陰野棗なつめが、振り返った。

「どうしたの？　霧きり沢さわ」

「すまん、今、いいか？」

「あら棗さん、もしかして彼氏？」

　彼女と話していた女子生徒がこっちを見て薄く微笑ほほえむ。

「こんにちは」

「あ、はい。どうも」

　丁寧に頭を下げられて、思わず敬語になった。

　深窓のお嬢さま、という形容が相応ふさわしい雰囲気を持った少女だった。たおやかに伸びた髪は栗色で、仕草もおっとりとしている。ただ、背は高い。女子の中では平均以上な木陰野と比べても遜そん色しよくがなく、そのせいか妙みように大人おとなびて見えた。

「そんなんじゃないって、ヒナ。……霧きり沢さわ、あんたも否定しなさいよ」

「あ、ああすまん。お前の友達とは思えないほど美人だったから呆ぼう然ぜんとしちまった」

「……殴なぐるよあんた」

　胡う乱ろんな目になった木こ陰かげ野のは、それでも景けい介すけに、

「字あざ森もり雛ひな子こ。茶道部の友達だよ」

　目の前の少女を紹介してくる。

「よろしく、字森です。お名前は？」

「あ、ああ。景介。霧沢景介。……何組？」

　字森と名乗った彼女は、景介の社交辞令に「Ｄなの」と上品な笑え顔がおで返し、じゃあまた、と手を振って去っていく。どこかで聞いたことのある名前だと記憶を探さぐり、思い出した。月曜日に秋あき津つが──灰はい原はらをいじめていたという噂うわさがある、として名前を挙げていた娘こだ。

「……ったく、あれのどこがだ。全然そんな柄に見えねえ」

　ひとりごちると、木陰野が「何のこと？」と尋きいてきた。あの偽にせの情報で彼女を疑ってしまった負い目があるので気まずくなり、景介は答えずに誤ご魔ま化かす。

「よかったのか？　話、してたろ」

「あー、うん、大丈夫。ただの世せ間けん話。最近、部活に顔出せてないからさ」

「そうか」

「で、あんたは何の用？」

「いや、まあ……用事ってほどじゃないんだが」頬ほおを掻かきつつ、

「お前が部活サボり気味なこととも関係なくはない」

　そう付け足すと、木陰野の表情が硬くなった。

「あれから一週間だろ。なんか変わったこととかないのか」

　正確に言うと一週間というのは、灰原が死んでからだ。日ひ崎ざきが秋津に連れ去られてからは五日、鈴すず鹿かの一いち族ぞくの里が燃えた日を入れるともう十日近い。

「うーん」

　返事はすぐれなかった。

「それが、ないのよね。変わったことは何も。ここに通ってる繁はん栄えい派はの人たちもあの日以来姿を見せないし……それが逆に不気味」

「……そうか」

「学校に来ないっていうのは無理ないかと思うけど。この前も言ったけど、ここって実質、本ほん家け側のテリトリーみたいなもんだからさ」

　火曜日に迷まよい家がへ行った時、聞かされた。この私立白しら州す高等学校の理事のひとりに一族の者がいるそうだ。分ぶん家けのひとつ──『ひじり』とかいった──が、代々この学校に莫ばく大だいな出資をし、ある程度の権力を持っているらしい。それ故ゆえ、一族の者は慣習的にこの学校に通い、人間との間に問題が起きた際にもそれを内々に処理できる仕組みになっているという。

　秋あき津つや日ひ崎ざきが『転校』として手続きされたのはそういう理由だった。

「つか、その理事やってるって奴やつがどうにかしてくれりゃいいのにな」

「それは無理」

　至し極ごく当然な質問だったが、木こ陰かげ野のは首を振る。

「砂さ姫きさん、今、外国だもの」

「……使えねえなおい」

「旦だん那なさんがね、植物学者で。研究で南米の奥深くだかに行ってるのに付き添ってる。帰ってくるのにあと二カ月くらいかかるから、その間お前たちでどうにかしろってさ。歩ほ摘づみと秋津依い紗さ子こがいなくなったのの誤ご魔ま化かしは、砂姫さんの下で働いてる人たちがやってくれたんだけど……そっちは普通の人間だし、一いち族ぞくのことなんか何も知らない。当てにはできないよ」

「なんだそりゃ。子供に投げっ放しで大人おとなは知らん顔か？」

「十五を過ぎたら大人なのよ、鈴すず鹿かの里では。それ以下の年齢でも喪も着ぎを済ませたら大人。両方を満たせば、親はすっぱり引退してその娘が家や主ぬしになるし」

「……江戸時代かよ」

　基本的に前時代的なの、と苦く笑しようし、

「ともあれ『ひじり』は本ほん家けに次いで発言力のある家だから、あたしたちが学校にいる間はあいつらもおいそれと手は出せないと思う。……それだけでもよしとしなきゃ」

「幾いくら発言力があるからって、内乱が起きてるんじゃ意味ないんじゃないのか？」

　だいたい、奉たてまつるべき本家を襲おそっているのだ。本家の次に偉いというのが抑止力になるとも思えない。景介のそんな疑問に、木こ陰かげ野のは笑った。

「『ひじり』に発言力があるのはね、人間社会との接点を作ってるからだよ。この学校みたいにあたしたちが社会に溶け込む受け皿を用意してくれたり、喪着の必要な娘こに身寄りのない綺き麗れいな死体を探して持ってきてくれたりも。そういう意味で、繁はん栄えい派はだって下へ手たに『ひじり』の家を刺激できない。敵に回すどころか、味方に引き入れたいくらいだと思う」

「本家を内閣とすると、その『ひじり』ってのは国会みたいなもんか？」

「ちょっと違うけど……ま、わかりやすく言うとそんな感じ」

　──なるほどね。

　こいつらもいろいろと複雑らしい。

　考えてみれば当たり前だ。人数が少ないといっても、コミュニティは百人規模。維持していくためにはそれなりの仕組みや機構が必要になってくる。仮に革命が成ったからといって行政が司法や立法までを乗っ取るとろくなことにならないのは、人間の歴史を見れば瞭りよう然ぜんだ。

　とすると、繁栄派が叛はん乱らんを起こしたのも『ひじり』の留守を狙ねらったと見るのが自然だろう。

「長くなりそうだな」

　繁はん栄えい派はの動きが緩かん慢まんだと、内乱の決着がつくには時間がかかるに違いない。

「そうだね。……憂ゆう鬱うつだよ」

　僅わずかに俯うつむいた木こ陰かげ野のは溜ため息いきを吐ついた。ずっと一いち族ぞくから距離を置いてきたこいつにしてみれば、その立場上思うところがあるのだろう。

「そうだ、霧きり沢さわ」

　と、そんな表情から一転。不意に思い出したように、顔を上げる。

「あんた、明日あした、暇？」

「ああ、特に何もねえ」

　何気なく頷うなずいた景けい介すけ。

　が、木陰野は唐とう突とつに、

「だったら、泊まりに来ない？」

　そんなことを言ってきた。

「……は？」

　意図しない大胆発言。

　景介は、さっき字あざ森もり雛ひな子こに言われたことを思い出してしまった。

　──『もしかして彼氏？』

「おい、木陰野軍ぐん曹そう」

「なに？」

「……お前、その言い方はとてつもなく誤解を招くぞ」

　女が男に『泊まりに来ないか』なんて誘い──普通に考えると、連想することはたったひとつだ。誰かに聞かれていればもはや言い訳不能。きょとんとしていた木陰野は、三秒ほど経たってから意味に気付き、体温計もかくやというほど見る間に赤くなる。

「いや、そ、そそそそそんな意味じゃ、ないでしょっ……!?」

「んなことはわかってる。俺はな」

　どうしよう。こいつの狼狽うろたえぶりがとてつもなく面白い。もっとからかってやろう。

「でも、誰かが聞いてたらどうなるのかねえ。いや、心配するな。俺おれは別に構わないぞ？　たとえあらぬ噂うわさを立てられようが一向に気にしない。なんなら、ああ見えて夜はしおらしいとかそんな話をしてお前の女としての評判を上げてやっおぶっ」

「ふっ、ふざけたこと言ってんじゃないわよこの性しよう悪わるメガネ！」

　言葉の途中で、前蹴げりを腹部に食らった。

「ぐぇ……」

　景介はその場に踞うずくまる。かなり痛い。体育会系の男に蹴られたのと同じくらいの力だったような気がする。……こいつ、半分本気でやりやがった。

「なに、喧けん嘩か？」

「どしたの？　霧きり沢さわくん、まさか棗なつめちゃんに失礼なこと言ったんじゃないでしょうね？」

「なっつー、大丈夫？　この性しよう悪わるに何かされたの!?」

　近くにいたクラスメイトたちがこっちを見て声を掛けてくる。被害者であるはずの景けい介すけに味方する者は驚くほどいない。面倒見も人当たりもいい木こ陰かげ野のと、普段から軽口ばかり叩たたいている自分とは、学級内カーストにおいて天地の開きがあるというのをたった今身を以もつて知った。

　理り不ふ尽じんだ。苦しみつつようやく立ち上がると、木陰野が照れ笑いで「なんでもないから」とか「ふざけてただけだから」とか言い訳しつつ、群衆を追い払っているのが見えた。

「ごめん、大丈夫？　ちょっと手加減間違っちゃった……」

　申し訳なさそうにしつつも眇すがめにこっちを見てくる視線に、

「……なんとか」とだけ返した。

　金こん輪りん際ざい、木陰野を含めた一いち族ぞくの女たちをからかうのはやめようと思った。

　もしくはほどほどにしよう。一歩間違うと殺されかねない。

「っ痛……で、明日あしたって？」

「うん。枯かれ葉はがね、景介を呼べ、って。都合悪い？」

「枯葉が？」

　話し合いでもあるのだろうか。でも、泊まれというのは意味がわからない。

「まあ、いろいろあんたに用事もあるんだけど……たぶん一番の理由は、テレビ番組ね。この前、子供向けのアニメでパジャマパーティーやってるの見て目を輝かせてたから」

　頭が痛そうに眉み間けんを押さえる木陰野の仕草を、景介も真ま似ねしたくなった。

　パジャマパーティーて。

　なんというお子さまな本ほん家けの跡取りだ。一族の将来が危あやぶまれる。

「アホか。男の俺おれが行ってどうすんだよ。そういうのはお前らだけで……」

　言いかけて、景介はふと気付く。

「……明日？」

「うん、そうだよ」

「土曜……週末、か」

「そうじゃなきゃ泊まりだなんて言わないよ。なに？　厭いやなら別にいいんだけど……」

「いや」

　首を振った。

「行かせてもらう」

「え、そう？」

　木陰野は意外そうな顔で目を見開くと、だったら枯葉に伝えとく、と頷うなずいた。

　そこで予よ鈴れいが鳴る。会話は途中で打ち切られ、ふたりは踵きびすを返して教室へと向かった。

　木陰野と別れ自分の席へ向かいながら、景介は薄く溜ため息いきを吐つく。

　──あいつは……枯かれ葉はは、知ってるんだろうか。

　たぶん意識はしていないんだろう。もし知っていたら、意識していたら、たぶん土曜ではなく日曜に拘こだわるはずだ。でも──枯葉は灰はい原はらの感情や記憶を、朧おぼろげながら受け継いでいる。だったら、或あるいは枯葉の中の灰原がそうさせたのかもしれない。

　灰原が死んでしまってから一週間めの、休みの日。

　本来の予定は日曜で、正確に言えば一日ずれてはいる。それでも景けい介すけは、胸に感じる温かな痛みを抑おさえることができなかった。

　始まった授業から意識を逸そらし、窓の外の灰色の空を見ながら口の中だけで呟つぶやく。

「そうだよな。約束したもんな」

　メンバーも変わってしまったし一日前倒しになったけれど、その程度は些さ事じだ。

　計画を立てたのだから、ちゃんと果たさなければならない。

　──私……やっぱり、誘ってもらって、嬉うれしかった。

　携帯電話を手にしたあの姿と笑え顔がお。

　それを思い出し、景介は滲にじみかけた視界を我慢するために唇くちびるを咬かんだ。




　　　　　　　　　　２




　次の日の昼過ぎ。

　期末テストが近いから友人の家で泊まり込みで勉強をすると親には嘘うそを吐つき、家を出た。最近になって急に勉強熱心になったひとり息子に親は訝いぶかしむどころか、ようやくこのバカも自分の将来を真ま面じ目めに考えるようになったかと喜び、向こうさんのお家うちに何か手て土産みやげでも買って行きなさいと五千円札まで与えてくれた。正直申し訳ない。ごめん母さん、期末のことなんて言い訳を考えるまですっかりさっぱり忘れていました。

　ともあれ手土産くらいはあった方がいいかと思っていたから、小遣いはありがたく使わせてもらうことにする。一いつ旦たん街へ出て、デパートで菓子折りを買った。残りは夕食代の足しにすることにして、景介はバスに乗り、学校の近くまで戻る。

　バス停を降りると、木こ陰かげ野のと棺かん奈なが待っていた。

　木陰野は私服、棺奈はいつもの着物エプロンだ。どこをどう好意的に解釈しても意味不明な組み合わせにしか見えず、景介は苦く笑しようした。せめて木陰野が枯葉のように着物姿だったら、乗ってきたバスが実はタイムマシンだったと思い込むこともできただろうに。

「いらっしゃいませ、景介さま。お待ちして、おりました」

　棺奈が馬ば鹿か丁寧に頭を下げてくる。ただし無表情の棒読みで。

「ああ、これ土産だ」

　とはいえこの動く死体メイドにも、この一週間足らずですっかり慣れてしまった。手持ちの菓子折りを手渡すと、棺かん奈なは「ありがとう、ございます」と受け取る。

「お、珍しく気が利きくじゃん、霧きり沢さわ」

「中身は、なんでしょうか？」

「モロゾフのチョコレート」

　年頃の女の子が喜びそうなブランド菓子なんて、この街にはモロゾフしかない。

「お嬢さまは、チョコレートが、お好きで、ございます」

「そりゃよかった」

「ですが、先代の、頭首さまは、虫歯になるからと、あまり、食べさせませんでした」

「そうか。……煎せん餅べいとかの方がよかったか？」

「いえ。お嬢さまが、虫歯になったら、景けい介すけさまの、責任と、いうことです」

　死体メイドは見掛けによらず過保護だった。

「大丈夫だって棺奈。霧沢が責任とって、ちゃんと枯かれ葉はをもらってくれるから」

「……おい、木こ陰かげ野の？」

「昨日きのうの復ふく讐しゆう」

　べえ、と舌を出す木陰野を横目に、棺奈は我が道をゆく。

「でしたら、問題は、ありません」

「お前の基準がわからん。……虫歯はいいのかよ」

「歯磨きを、徹底するように、申します」

　噛かみ合っているんだか噛み合っていないんだかさっぱりわからない。頭が痛くなってきたので、景介は木陰野を促うながす。学校の裏手へと歩き、そのまま山道へ入った。

　そこから先はもう『一いち族ぞく』の領域だ。

　景介が迷まよい家がへ行くのはこれで三度めになるが、どうも前回と同じ道を通っていないような気がした。尋きくと『正しい道』は木陰野の意思で好きに変更できるらしい。こっそり後を尾つけでもしなければ、無関係な者が迷い家へ辿たどり着くことはできないだろう。

　それにしても、今が冬でよかったと思う。

　山の中に踏ふみ入ってはいるが、足あし許もとに道らしき道はない。これが夏なら、藪やぶ蚊かやら蛇へびやら、挙げ句は猪いのししなんかとばったり出くわしそうだ。それに、暑くて堪たまらないだろう。

　いずれ夏に赴おもむかなければならなくなった時のことを考えて少し憂ゆう鬱うつになりつつ、木々をかい潜くぐり茂みを掻かき分けて二十分ほど。林が途切れ、やや開けた空間に木製の門が出現する。

　そこを潜ると、純和風の藁わら葺ぶき屋根──『迷い家』に、辿り着いた。

「おお、遅かったな」

　上から声がした。

「枯葉、あんた、なんてとこにいるのよ……」

　木陰野の声につられて見上げると、その藁葺き屋根の天てつ辺ぺん。

　着物姿の少女が、棟むねに腰掛けて景けい介すけたちを見下ろしていた。

「よく来た、景介。今日きようはゆっくりしていけ。ぱじゃまぱーてーだ」

「……ぱじゃまぱーてーはいいけど、お前、どうやって登のぼったんだ」

「ここは眺ながめがいい。景介も来るか？」

「俺おれは高所恐怖症なんだよ」

　苦く笑しようしつつ断ると「そうか」と残念そうに唇くちびるを尖らせる枯かれ葉は。

　いつもの調子で、馬ば鹿かと煙は……と言いかけてやめる。一いち族ぞくの奴やつらを極力怒らせないようにしようとつい昨日きのう決めたばかりなのを思い出したのだった。

　それに、今日の主役はこいつだ。機き嫌げんを悪くさせずにおこう。

　枯葉を楽しませたところで灰はい原はらが楽しんでくれる訳ではない。彼女の供く養ようになるのかもわからない。それでも、枯葉の中の灰原に──厭いやな思いはできるだけさせたくなかった。

「よ、っと」

　そんなことを思っていると、枯葉がいきなり屋根から跳ちよう躍やくした。

「……って、おい!?」

　驚いたのは景介だけだった。跳とんだ小さな身体からだは、羽根でも生えているのかと錯覚しそうなほど軽かろやかに、庭へと着地する。

「さ、入れ。まずは優ゆう雅がな昼下がりを満まん喫きつするとしよう」

　立ち上がった枯葉は玄関の戸を開き、嬉うれしそうな顔で踵きびすを返す。

「あ、ああ」

　まったく、人間の常識で付き合っていると調子が狂う。

　本当にこいつの身体は灰原のものなのかと呆あきれつつ、景介はその後に続いた。




　居間へ通された早々「紹介したい者がいる」と、枯葉はどこかへ行ってしまった。

　そういえば昨日、用事もあるとか木こ陰かげ野のが言っていたのを思い出しつつ、景介は炬こ燵たつへと入る。棺かん奈ながお茶の入った湯ゆ呑のみを差し出してくるのを受け取り、木陰野に問うた。

「誰だ？　紹介したい人ってのは」

「本ほん家け側の仲間だよ」

「あー、そういや、他にも誰かいるような口振りだったな」

「うん。本当はふたり紹介するはずだったんだけど、片方が都合悪くなっちゃって」

「そうか。でも、なんで今頃なんだ？」

　火曜日にもここへ来たのだから、その時にでも紹介してくれればよかったのに。

「うーん。ちょっとね……両方ともいろいろと訳ありでさ」

　木陰野は何な故ぜか苦く笑しようして、

「ま、会えばわかるよ」

　妙みように思わせぶりなことを言った。

「なんだそりゃ」

　怪け訝げんな顔で、そのまま茶をひと口啜すする。

　どんな奴やつだろう。以前に名前を聞いた気がする。そいつか、それとも別の奴か。

　ややあって廊下から静かな足音が聞こえてきた。障しよう子じが開かれる。

「待たせたな」

　景けい介すけは振り返った。が、見たところ枯かれ葉はひとりしかいない。

「……ん？」

　炬こ燵たつから出、身体からだごと枯葉の方へ向き直り、まじまじと見る。

　と、その背後──着物の帯に隠れて、白い布がちらりとした。

「ほら、挨あい拶さつをせんか、型かた羽は」

　型羽。

　聞いて、ああそういう名前だったなと思い出す。

　名を呼ばれ、枯葉の向こうの白い布が、ひょこん、と姿を現した。

「……え？」

　景介は反応に困った。

　まず、小さい。

　というよりも、幼い。外見から察するに、年齢は十を越えるかどうか。顔立ちだけを見れば小学校中学年くらいという印象だ。

　髪は伸び放題に長かった。波打っていてまるで茂みのようで、上目遣いな視線も手伝って大きな両目を半分ほど覆い隠しているように見える。
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　しかし、何より。

　着ているものが、妙だった。

　全身真っ白。足どころか両手まで隠れただぶだぶのそれは、

「なんだそれ。病院着か？」

　思わず口にすると、少女──型羽はびくりと身を竦すくませる。

「大丈夫だと言ったろう、型羽。……すまんな景介。こいつは猜さい疑ぎ心が人一倍強くてな」

「……はあ」

　恥ずかしがり屋とか人見知りとか、そういうんじゃなくて、猜疑心？

「あ、あの」

　型羽が恐る恐る、景介に口を開いた。

「はじめまして、かたはです。けいすけ……おにいさま」

　見た目通りの、やや舌足らずな喋しやべり方だった。

「ああ、霧きり沢さわ景介だ。よろしく」

　子供の相手なんかしたことがない。どう反応していいのかわからなくなって、景けい介すけは普段通りに言った。すると型かた羽はは少し上目遣いに枯かれ葉はを見み遣やり、おどおどと、

「このひとが、かれはおねえさまのおっとになるのですか？」

「ああ、そうだ」

「いや、だからそれはお前が勝手に……」

　自信満々に答えた枯葉に思わずつっこむ。

　と、

「ちがうのですか？」

　不意に型羽が視線を鋭くさせた。

「ちがうのならば、けいすけおにいさまは、かれはおねえさまのてきですか？」

「いや、敵じゃねえけど……」

　言葉を濁にごすと、目の前の少女の口が僅わずかに動き、

「しんようならん」

　続いて、ぽつりと、まるで口の中で呟つぶやくように。

「やっぱり、ころすか」

「……ってちょっと待てお前今なんて言った!?」

　聞こえた。確かに聞こえた。

「……、なにもいっていません」

「なんだその一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくは!?　確かに言っただろ、殺すって！」

「型かた羽は。景けい介すけは敵ではない。妾わたしのことが信用できんか？」

「いえ、はい……わかりました。けいすけおにいさまはてきではありません。ころしません。なぐりません。なにもしません。いまのところは」

「いや、今のところって……」

　枯かれ葉はが猜さい疑ぎ心が強いと言った理由が景介にもわかった。確かにこれは猜疑心だ。猜疑心以外の何ものでもない。恥ずかしがり屋とか人見知りとは、もう全然違う。同時に、木こ陰かげ野のがいろいろと訳ありだと口を濁にごした理由もわかった。要するにこいつは今まで自分のことをまるで信用していなかったのだ。ようやく顔を見せたのは、つまり枯葉に説得されてのことか。

　──でもこれ、人一倍とかそういうレベルじゃねえよ。

「よろしくおねがいします、けいすけおにいさま」

　ぺこりと頭を下げてくるが、景介の頬ほおは引き攣つったまま戻らなかった。

「型羽、お茶あるけど、飲む？」

　挨あい拶さつが済んだと同時、固まった空気を和なごませようとしたのか、木陰野が型羽へ声をかける。

　型羽は僅わずかに年相応の笑えみを浮かべ、枯葉から離れてとてとてと歩き、居間の奥で正座している棺かん奈なの方へ行くと──その太ふと腿ももに、遠慮なく座った。

「かんな、かんな。おちゃ」

「はい、型羽さま」

　型羽を抱き止め、棺奈は木陰野からお茶を受け取る。そうして目の前に差し出された湯ゆ呑のみに対して、型羽は棺奈の手ずから口をつけ、ひと口飲んでから呟つぶやいた。

「どくははいっていない」

「入ってないわよ、そんなの」

　もはや慣れっこなのだろうか。木陰野が苦く笑しようしてそれに応える。

「型羽は棺奈が大好きなのだ」

　微笑ほほえましいものを見るような表情で、炬こ燵たつに入った枯葉がおっとりと言った。

　型羽は頷うなずく。

「うん。かんなはだいすき。……したいはうそをつかないから」

　景介は、もう開あいた口が塞ふさがらない。

　美お味いしそうに、自分の手も使わず棺奈に湯呑みを傾けさせる型羽。だぶだぶの白装しよう束ぞくは病院着なんだろうかという当初の疑問がとてつもなくどうでもいいことのように思えた。




　かくして疑ぎ心しん暗あん鬼き少女の登場で、すっかり景介は心を乱されてしまう。三回めということもありそろそろくつろげるかと思っていた迷まよい家がの居間は、型羽の存在だけで一気に初めて来た時と同じ緊張すべき異空間へと変へん貌ぼうした。

　しかも、そんな微び妙みような雰囲気のままなし崩しに始まったのは、何な故ぜか人生ゲームだった。

　レトロなことにボードで。この家にゲーム機はないらしい。仮にあっても、違い棚に置かれた小さなテレビではこの人数でプレイするのはきつかっただろうけれど。

「はい、霧きり沢さわの転職ルーレットね」

「おお、どんな職につくのだ？　早くしろ、景けい介すけ」

　適当に回すと『デイトレーダー』で止まった。

「ん？　でいとれーだーとは何だ？」

「あー、えーとだな……」

　正直、世せ間けん知らずの枯かれ葉はに説明するのが面倒だった。というかデイトレーダーって職なのか。給料のルーレットに極端なプラスと極端なマイナスしかないのだが。

「はさんしろ」

　景介の隣、棺かん奈なの膝ひざの上で、型かた羽はがぼそっと呟つぶやいた。いや、確かに現在一位の自分が破産すれば二位のこいつが先頭になる訳だけど、それにしてもこんな呪じゆ詛そのように。

「だいたい人生ゲームって互いの親交を深めるもんじゃねえだろ……」

　どちらかというと互いの心の溝を深める遊ゆう戯ぎだ。

「あ、あたし宝くじ当たった。プラス一億円だって。一気にトップだ」

「けいすけおにいさま」

「なんだ」

「なつめおねえさまをけおとしてください」

「……なんで俺おれ任せなんだよ」

「あしのひっぱりあいで、わたしがせんとうにおどりでます」

　疑ぎ心しん暗あん鬼きに加えて腹黒な思考だった。

　──てか、お前はさっきから何様だ。

「かんな、わたしのばん」

「畏かしこまりました」

　型羽はずっと、ルーレットはおろか、自分の駒の移動すら棺奈に任せっきりだった。それを彼女の膝ひざの上でじっと見ているだけ。姫さま気取りにもほどがある。

「ところで景介」

「ん、なんだ？」

　呆あきれている景介に、枯葉が憮ぶ然ぜんとした顔で声を掛けてきた。

「さっきから妾わたしがずっと最下位なのだが」

「ああ、そうだな。頑張れよ」

　何気なく応える。が、

「……景けい介すけ」

　再び返ってきた声は、さっきより更に棘とげがある。

「夫というのは、妻をたてるものだ。違うか？」

「俺おれとお前が夫婦じゃないということと、その考えは人間社会じゃ欧米も首を傾かしげるほど先進的ということに目を瞑つぶれば、まあ概おおむねその通りだ」

「鈴すず鹿かは女性上位なの。妻が家や主ぬし」

　木こ陰かげ野のが補足する。女しか生まれないが故ゆえに、男は全員婿むこ養子という訳か。

「ああ、まあそうなんだろうな。……で、何が言いたい？」

「最下位は厭いやだ。駒を交換しろ」

　こっちの姫さまも横暴だった。

「……ルールわかってんのか、お前？」

「妾わたしは曲りなりにも次期頭首だぞ。それなのにどうして最下位の人生を送らなければならんのだ？　……だいたいなんだこの妾の職業は。『小説家』？　給金の振れ幅がばらばらなくせに上限額もたいしたことがない。これでは家族を養えないではないか」

「あー、それハズレの職業だしね。あたしみたいなサラリーマンが一番いいよ」

「ルーレットで出したのはお前だ。諦あきらめろ」

　子供のように剥むくれている枯かれ葉はが面白くて、景介は思わず破は顔がんする。

「何を笑う！　お前は妻の不幸がそんなに楽しいかっ」

「だから妻じゃねえっての」

「ああ、こんなことではきっと結婚生活は真っ暗だ。妾は家の隅にでも閉じ込められて、愛する夫に淫いん蕩とう放ほう蕩とうの限りを尽くされ毎夜枕を濡ぬらすに違いない」

「人聞きの悪いことを言うな……」

「かれはおねえさま、やはりここでころしておきますか？」

「いや、殺すなよ！　たかがゲームで！」

　何なんだこいつらは。俺が何をした。ゲームしかしてない。

　だいたい、型かた羽はという非常識な存在が増えた分、以前よりも不利になった気がする。せめて常識人の木陰野が場を取りまとめてくれればいいのだが、

「はい、資産五億円突破ー」

　景介が嘆なげかれたり命を狙ねらわれたりしている間に、当の木陰野はしれっと二位以下を大きく引き離していた。一番腹黒いの、実はこいつなんじゃなかろうか。

　続く景介が給料ルーレットを回すとマイナス二億円と出る。一気に最下位。

「ああ、株の魔力にやられた……」

「おお、やはり駒は交換しなくてよいぞ、景介。なに案じるな。お前が如い何かに駄だ目めな甲か斐い性しようなしであろうと、妾がちゃんと養ってやるからな」

「小説家は収入が不安定だったんじゃないのかよ」

　掌てのひらを返したように上じよう機き嫌げんになった枯かれ葉はに呆あきれつつ、景けい介すけは溜ため息いきを吐ついた。

「もういいよ何でも。お前らが楽しけりゃそれで……。俺おれの代わりに幸せになってくれ」

　土曜の昼下がりは、それなりに和気藹あい々あいと過ぎていく。




　　　　　　　　　　３




　冬の日は短い。

　暗くなったところで夕食。鍋をつつき、それから風呂をもらい、のんびりとくつろぎ──気付けばあっという間に、午後十時を回っていた。

　思いの外早く流れた時間に、なんだかんだ言ってけっこう楽しんでいたんだなと気付く。

　灰はい原はらと遊ぶという計画の代わりになったのかはわからない。彼女はもう死んでしまってどこにもいない以上、そんなことを考えるのはただの自己満足だとも思う。

　けれど、少なくとも──つらい記憶を一いつ時ときでも忘れられるのであれば、それに越したことはないだろう。人間はそうして生きていくものだと景介は思っている。

　姉がいなくなった時と同じだ。そのことばかり考えていたら前には進めないし、思い詰めてしまえば忘却すらも罪悪感へと変わる。自分がどんなに悲しんでも姉は喜びはしない、そんな当たり前の事実に気付いたのはいつからだろう。

　ともあれやはり、姉の時のようにはいかない部分もあった。あの頃、失しつ踪そうした姉はどこかで生きていると信じていて、たぶんそれはある種の救いだったのだろう。

　失踪よりも死んでくれた方がマシだ──つい一週間前まではそう考えていたが、どっちもどっちだと痛感した。死は、重い。死んだ後に人がどうなってしまうかなんてわからないから、その分だけ遺のこされた者を、生者を縛しばる。

　夜の静けさの中で、炬こ燵たつに頬ほお杖づえを突いたまま目を閉じる。

　居間には景介以外誰もいない。型かた羽はは九時前には「ねむい」と言い始めたので寝かせられた。当の枯かれ葉はは、はしゃぎ過ぎて疲れたのかついさっきまで炬燵で舟を漕こいでいて、棺かん奈なに寝室へと誘われていった。というか、去り際ぎわに「楽しいぱじゃまぱーてーだったな」などと満足げに笑っていたのには呆あきれを通り越して戦せん慄りつした。どうやら恐ろしいことに発案者さまは、パジャマパーティーとは何かをまったく理解していなかったらしい。

「……まったく、どいつもこいつもお子さまだ」

　かろうじて一般に近い感覚を持った木こ陰かげ野のは現在入浴中。そろそろ出てくるだろう。

　ごく普通の高校生である景介にとって、十時など夜のうちに入らない。というより今寝ると間違いなく夜明け前に目を醒さましてしまう。

　それにせっかくの週末に早く寝るなんて、どうにも勿もつ体たいない気もした。

「とはいえ、どうすっかな」

　純和風建築な上に超常現象そのものなこの家は電気があること自体が既に奇跡で、さすがにネット環境まであるとは思えない。テレビを見てもいいが、正直なところ最近のテレビ番組はあまり好きではない。こんなことなら本の一冊でも持ってくればよかった。何もすることがないと、どうしてもうじうじと、後ろ向きな思考ばかりが頭に巡めぐる──。

「霧きり沢さわ、何してんのよ、ひとりでぼーっと」

　湯から上がってきた木こ陰かげ野のが、いつの間にか背後に立っていた。

「あー、いや」

　曖あい昧まいに返事をしつつ、向かいの炬こ燵たつに入ってくる彼女を見る。

　よくよく考えると、クラスメイトの湯上がり姿というのは滅多に見られる光景ではない。僅わずかに上気した頬ほおがちょっと色っぽかった。
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　浴衣ゆかたを着ているのも関係あるのかもしれない。普段はあまり異性として見ていないが、こうしてふたりきりでいると、やっぱりこいつも女の子なんだなと意識してしまう。

「お茶飲む？」

「いや、俺おれはいいや」

「そ」

　言って、自分の湯ゆ呑のみに急須から茶を注ぐ。出で涸がらしだが喉のどが潤うるおせればどうでもいいらしい。彼女のそういうがさつなところが、景けい介すけは気に入っていた。

「……なんか暗いことでも考えてたの？」

　と、不意に。

　木こ陰かげ野のが、湯ゆ呑のみを炬こ燵たつの上に置きつつ問うてきた。

「あー……」

　そういう世話焼きなところは、気に食わない。

「ま、そうだな。いろいろと」

　女の子に弱音を吐はくなんて情けないと思うのに、どうにも意地を張れなくなるからだ。

「灰はい原はらさんのこと？　それとも、歩ほ摘づみのこと？」

「両方だよ。過去にも未来にも問題が山積みだね、まったく」

　灰原の死。そして、連れ去られた日ひ崎ざき。灰原には、姉がもうこの世にいないだろうと悟さとった数日前のことを重ねてしまう。対して日崎には、姉がいなくなってしまった時のことを重ねてしまう。考えれば考えるほど、今の自分がどうしていいかわからなくなる。

「あたしもだよ」

　木陰野は寂さびしそうに笑った。

「日崎、生きてるかな」

「たぶんね。殺されたりはしてないと思う。あの娘こ、強いから」

「強い……？」

「枯かれ葉はと戦ってるところ見てわかんなかった？　歩摘はね、一族の中でも指折りだったんだ。他の娘たちと頭ひとつ違ってた。稽けい古こじゃ負けなし。……ま、あたしは里の外にいて、あんまり稽古出なかったから実感ないんだけど。互ご角かくに渡り合えてた娘は数えるほどだよ」

「そりゃ意外だ」

　そもそも景介は格闘技すらかじっていない素人しろうとだ。実際に戦っているところを見たが、あいつがどれほど強いかなんてさっぱりわからなかった。

「皮肉だよね。切った張ったが一番嫌いなのに、それが一番得意だなんて」

「枯葉は互角に戦ってたぞ」

「そうね。誰かを殺すって話になると、歩摘は剣けんが鈍にぶるんだと思う。稽古で死ぬことはないけど、真剣じゃ違うから。よく大人おとなたちから言われてたよ。素質があるだけに惜おしいって」

「繁はん栄えい派はの連中も、日崎の腕が欲しい。だから殺さない、か？」

「たぶんね。推測でしかないけど」

　確証はないのであれば、話を聞いても不安しか残らなかった。

　日崎があれから思い止とどまっていて──繁栄派への協力を頑かたくなに拒こばんだら、逆の結果にだってなり兼ねないのだ。味方にすれば心強いということは、敵にすれば脅きよう威いということでもある。だったらそうならないうちに殺してしまうのが賢明だろう。

　そんなことを考えて気分を沈めていた景けい介すけに、木こ陰かげ野のの硬い声があった。

「ねえ、霧きり沢さわ」

　なんだ、と返事をするよりも早く、

「あんた……本当に、いいの？」

「……、どうだろうな」

　彼女の質問、その意味は、わかり過ぎるほどにわかる。

「覚悟を決めてるかっていや、嘘うそになるか。俺おれはたぶん、このまま引き下がりたくないってだけだからな。要するにちっぽけな意地だ。くだらんね」

　自じ嘲ちよう気味に吐はき捨てる。そこに韜とう晦かいはない。

　その意地は、本当に──くだらない。

「このままだとあんた、繁はん栄えい派はの連中に確実に狙ねらわれる。なにせ本ほん家け跡取りの婿むこ候補だし。向こうにしてみれば、殺す理由はそれだけで充分だよ」

「正直、婿になるつもりはないんだけどな」

　笑った景介に、しかし木陰野は語気を強めた。

「霧沢。あたしはね、そのことを言ってるの」

「……っ」

　痛いところを突かれ、景介は唇くちびるを咬かむ。

「この際だからはっきり言うよ。もしお姉ねえさんのことや、灰はい原はらさんのことを考えてるんだったら、今からでも遅くない。……引き返しなさい」

「待てよ、俺は……」

「あんたのその意地とこだわりは、無む駄だよ」

「おい、無駄ってなんだよ。ふざけんな」

　思わず声を荒げた景介だが、相手に動じる様子はない。

「ふざけてなんかない。お姉さんのことはともかく……あんたは今、枯かれ葉はの中に灰原さんを見てる。灰原さんにできなかったことを枯葉にしようとしてる。そりゃ、人間にしてみればその感情は自然かもしれないよ。でも、そのことはね、枯葉にとって残ざん酷こくでしかないんだ」

　木陰野はこの上なく真剣で、言葉が返せなかった。

「あんたはただ、灰原さんを振るのが恐いだけでしょ？　死んだ人を見捨てるのが恐いだけでしょ？　それって、生きてる枯葉のことなんか全然見てないってことだよ」

　冷たいほどにはっきりと図星を突かれ、景介は沈ちん黙もくした。

　木陰野の言いたいこともわかる。こいつは灰原と殆ほとんど話したこともなくて、対して枯葉のことは幼い頃からよく知っているのだから。疎そ遠えんだったクラスメイトよりも親しい幼おさな馴な染じみを優先して大事に考えるのは当然だし、至し極ごくもっともだ。

　けれど。

　ああ──けれど。




　確かにそれは、こいつらの言い分としては正しい。

　そして正しいが故ゆえに、間違っている。




「俺おれに、枯かれ葉はを見ろってのか？　あいつとちゃんと付き合えって？」

　──ふざけるな。

「灰はい原はらの感情や記憶を受け継いでるあいつを前に、灰原のことなんか綺き麗れいさっぱり忘れて、か？　冗談じゃねえ！　……冗談じゃ、ねえんだよ」

　そんなことができる奴やつがいたら、是ぜ非ひともお目にかかりたい。

　お目にかかって、力一杯殴り飛ばしてやる。

　こいつが優しいのは知っている。景けい介すけのことを心配して、枯葉のことも心配して、その上でわざと厳しい言葉で尋きいてきたのだというのもわかる。

　でも、理解はできても納得などできるものか。

　木こ陰かげ野のの優しさは前向きで、未来を向いていて、だからこそ今の──過去のことしか考えられない景介の感情は、踏ふみにじられるのに。

「あいつの……枯葉の首から下は、灰原のものだ！　それをどうやって忘れられる？　俺は、灰原のことを無視して……灰原と手を繋つないだり……灰原の身体からだを抱くのか？」

「待って霧きり沢さわ、あたし、そこまでは」

　はっとした木陰野が血相を変える。

「そういうことなんだよ。結局！」

　景介はそれでも止まらなかった。

　それはたぶん、人間と一いち族ぞくとの考え方の違いではない。

「俺に……男にとっちゃ、そういうことだろうが！」

　男と女の──思考の違いだ。

「は、結婚？　将来ガキでもできた日には誰に似るんだろうな。俺か？　枯葉か？　それとも灰原か？　俺は灰原に似た子供を、灰原のことなんて思い出しもせずに可愛かわいがれってのかよ！　……こんな俺を好きになってくれた奴やつを……いなかったことにして……っ」

　激げつ昂こうは悲しみに変わり、視界が滲にじむ。

　みっともないなどと考える余裕はなかった。

「あいつは……俺のことが、好きだって……。それなのに……助けられなかった。枯葉のこと、まともに見られるはずがねえよ。だって」

「ごめん、もういい、霧沢。もういいから……あたしが悪かったからっ！」

　いつの間にか、木陰野まで涙声になっていた。

　炬こ燵たつから立ち上がり、景けい介すけの手を握って頭を抱いてくる。

　それに縋すがり付くように、まるで子供のように、景介は声を詰まらせた。

「だって、俺おれ……未だに、あいつの、携帯。電源……入れる勇気も、ない……のに」

　ああ、そうだ。

　木こ陰かげ野のの言う通り、自分は逃避している。

　枯かれ葉はたち一いち族ぞくに関わることで、灰はい原はらと向き合えない自分を隠していた。いっそ枯葉を守って死にでもすればその方が楽だなんて考えていた。

　姉がどうなったか突き止める？

　日ひ崎ざきのことを助ける？

　まったく、大義名分があると楽でいい。

　──大義名分でもないと、耐えきれない。

「畜ちく……生しようっ！」

　自分を抱き締めていた木陰野の身体からだを無理矢理引き剥はがす。

「霧きり沢さわ……」

「悪い、木陰野。俺は……俺には、無理だ」

　立ち上がった。木陰野の顔を見ることはできなかった。きっと罪悪感を持たせてしまっただろうなと思うが「気にすんな」とひと声かける余裕もなかった。

　もう寝よう。踵きびすを返し、用意された寝室へと行こうと障しよう子じを開ける。

　そこで、

「……え」

　景介の思考と表情が、泣き顔のまま、止まった。

　気付いた木陰野が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「枯……葉」

　廊下、景介の目の前に。

　話題の本人が──立っていた。




「棗なつめ、席を外してくれ」

　開かい口こう一番そう告げられ、気まずさからか木陰野は言う通りに居間を出て行く。

　景介は、居間へと入った枯葉に「座れ」と声を掛けられた。が、動けない。開け放たれた障子の前で棒立ちになっていた。しばらくそのままにしていると、背後で溜ため息いきが聞こえる。

　気配が近付き、そのまま──寄りかかってくる感触があった。

「景介」

　背と背を合わせ、互いの顔が見えない状態で、枯葉は名を呼んでくる。

　返事をすることはできなかった。

　頭の中がぐちゃぐちゃで、言葉も出てこなければ思考もまとまらない。

　枯かれ葉はに対して申し訳ないという気持ちがある。勢いとはいえ、彼女にとって酷ひどいことを言ってしまったのだ。同時に、自分の背中に触ふれている枯葉の身体からだは灰はい原はらのものなのだと思うとやりきれなかった。もちろん枯葉に責任はない。灰原を殺したのはこいつではないし、むしろ灰原のことを大事に思ってくれているのには感謝してもいいくらいだ。

　そう思えるくらいには整理できている。でもやはり、そこから先が──割り切れない。

　枯葉が、ぽつりと言った。

「難儀なものだ。妾わたしも……お前も」

　大人おとなびた喋しやべり方に似合わない幼い声のせいで、感情は窺うかがえない。

　そういう意味では灰原と同じだと思う。あいつも、おどおどとした喋り方とすぐに真っ赤になって俯うつむいていたせいで、何を考えているのか今ひとつわからなかった。

　──なに比べてんだよ。最低だ。

　景けい介すけが自己嫌けん悪おに陥おちいっていることを知ってか知らずか、枯葉は続ける。

「……妾は」

　最初は、ひとりごとのように。

「喪も着ぎを行なった時、受け入れようと決めた。この娘むすめの……吉よし乃のの感情を、記憶を。だから妾は、お前のことが好きだ。夫にしたいと思う」

　次いで、景介に向けて。

「それが、どういうことかわかるか？」

　答えられずにいると、返事など最初から期待していなかったふうに、

「妾はな、お前のことを何も知らん。はっきり言えば、どこの馬の骨かもわからん」

　少し、笑う。

「……だったら」

　ようやく、声が出た。

「だったらやめちまえ。俺おれのことなんて忘れろ」

　そうしてくれた方がどんなに楽か。

　枯葉が景介のことなど無視していれば、お互い苦しまずに済むのだ。景介は灰原のことだけを考えていられる。枯葉の持つ想いとの間で悩まずに済む。枯葉だって同じだろう。昔の身体が好きだった奴やつのことなんか考えなければ、好きに生きられる。

「死人に義理立てすることなんか、ねえよ」

　自じ嘲ちよう気味に言った科白せりふだったが、枯葉はあっさりとその欺ぎ瞞まんを見抜いた。

「己にできぬことを人に強要するものではない」

「……っ」

　唇くちびるを咬かんだ景介に、再び言う。

「妾わたしはお前のことを知らん。だがな……それでも妾は、お前のことが好きだ」

「それはお前が、灰はい原はらに義理立てしてるからだ！」

　たまらずに叫さけんだ。

「もうやめろよ！　俺おれもつらいんだ、やりきれねえんだ！　お前から好意を向けられても……それに応えることなんてできない、だって、お前は……」

「わかっている。妾は吉よし乃のではない」

「だったら……」

「お前と棗なつめの話は、全部聞いていた」

「尚更じゃねえかっ！　俺はな、」

　お前のことなんてこれっぽっちも考えてないんだ。

　そう続けようとした景けい介すけの耳に、意外な言葉が入ってくる。

「……嬉うれしかったぞ、妾は」

「え……？」

「妾はずっと、心のどこかで不安だった。吉乃は妾が選んだ娘むすめだし、遺のこされた想いがあるのならどうやっても成し遂げてやろうと覚悟はしていたが、それでも恐かった。自分はこの男を、霧きり沢さわ景介を……本当に好きになれるのだろうか、とな」

　景介は息を呑のむ。

　今更ながらに気付いた。

　灰原の影響とは関係ない──枯葉自身の気持ちを聞くのは、初めてだということに。

　そしてそれは、厳しくもなく、冷たくもなく、

　むしろ、涼やかな声で。

「お前はずっと、苦く悩のうしてくれているのだな。灰原のことを忘れることもなく、同時に妾のこともちゃんと考えてくれていた。だから、嬉しかった。お前はやはり吉乃が惚ほれるに足る男だったのだ、と。それに、何より……妾が惚れるに足る男でもある」

「違、俺、は……」

「何が違う？　妾の喜びに水を差すな。妾はな、本当に嬉しいのだぞ？　こんないい男に惚れた娘と一いつ緒しよになれたことに。一緒になった娘が幸せ者だったことに。そして妾が……吉乃と同じ男を、ちゃんと好きになれたことに。安心した。愛のない結婚生活はお先が真っ暗だからな。新婚から冷えきった夫婦に待っているのは酒と浮気と博打ばくちの三重苦だ」

「……茶化すなよ」

　言いつつ、景介にはもうわかっていた。

　枯かれ葉ははふざけてなどいない。どこまでも大おお真ま面じ目めなのだ。

　大真面目に、景介を夫に迎えることを考えている──。

「だからここからは、妾の問題だ」

　枯かれ葉はの気配が変わったのが、背中越しにわかった。

「吉よし乃のの想いに囚とらわれているお前に、妾わたしのことをちゃんと好きになってもらわねばならん。まったく骨が折れるぞ。なにせ死者と、自分の首から下が恋敵だ。この四し面めん楚そ歌かを八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍で乗り切らねば、お前の前にすら立てん」

　口調にはこの上ない清せい冽れつさを孕はらんでいる。

　それは覚悟だ。

　枯葉の、景けい介すけと灰はい原はらに対する──覚悟。

　景介はどこか安あん堵どを覚え、同時に背筋には緊張が走る。

　何な故ぜなら、枯葉のその覚悟は、

「さりとて景介、灰原のことを忘れるなど許さんぞ」

　景介にものしかかってくるほど、大きなものなのだから。

「幾ら傾けい城せい傾けい国こくが想いを寄せてきたとて、己を好いた女のことを裏切るような真ま似ねはするな。そんな薄情な男に惚ほれたとあっては本ほん家けの名折れだ。吉乃への侮ぶ辱じよくだ」

　緊張のあまり、思わず笑った。

　感情が飽和して一周回ったのだろうか。いつもの軽口が顔を出す。

「言うに事欠いて誰が傾城傾国だ、このちんちくりん」

「な……誰がちんちくりんだっ」

　枯葉が背を離し、振り返る気配がある。景介も背後を向き、枯葉の顔を見た。

　思わぬ反撃に悔くやしかったのか、唇くちびるを尖とがらせている。

「この美人を捕まえて……お前の目は節穴か？　それとも眼鏡めがねの度が合っていないのか？」

「残念ながら俺おれの審しん美び眼がんは確かだし、これでも眼鏡付きの視力は一・〇なんだよ。お前はどこからどう見てもちんちくりんだ。少しは灰原を見習え。あいつは可愛かわいかったぞ」

「吉乃が美しいのは当たり前ではないか。比べるのは卑ひ怯きようだぞ！」

「いいや比べるね。これからも比べまくってやる」

「ええい、この性しよう悪わるめ」

「ああ、性悪なんだよ俺は」

　景介はそっぽを向き、枯葉を眇すがめる。

　対する枯葉は腕を組んで上目遣いにこっちを睨にらんでくる。

　やがて──ふたりとも、表情を笑えみに変えた。

「ふふ……すまんな。お前には酷こくなことを言う。なにせ、ふたりを同時に愛してくれと言っているようなものだからな」

「ああ、まったくだ。無茶にもほどがある」

「でも、そのくらいはしてもらわねば困るぞ。お前は本はん家けの婿むこになる男だ」

「なんねえっつってんだろうが、まったく……」

　問題が解決した訳ではない。状況が進展した訳でもない。客観的に見れば、ただ現実を、これからのことを思い知らされただけだ。けれど、それでも──いつの間にか気は楽になっていた。灰はい原はらに対する後悔も、枯かれ葉はに対する罪悪感も、今はそれでいいと思えた。

「たいした奴やつだよ」

　素直に礼を言うのは悔くやしかったので、景けい介すけは再び踵きびすを返し、そのまま廊下へと出る。

「……強いな、お前は。敵かなわねえ」

　口に出た言葉に、しかし枯葉は背後で首を振った。

「妾わたしは強くなどない。……弱いよ」

「そんなことねえだろ。現に……」

「いいや」

　景介を遮さえぎって、再度の否定。
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「弱いのだ、妾は。お前にはできれば、見せたくないがな」

　謙けん遜そんではないように思えた。

　何な故ぜそうまで頑かたくなに言い張るのかはわからなかった。ひょっとしたら──こいつの理想が、求める『強さ』というのは、それほどまでに高いのかもしれない。

　灰原の想いを受け止めた上で、自らの想いとする。枯葉が当たり前のことのようにやっているそれだけでも、いったいどれほどの強さが必要だろう。今の景介には想像もつかない。

　たぶんこいつの理想とする自分の姿は、ここよりも遙はるかに高い場所にあるんだ。

　大きく息を吐つき、景介は言った。

「……俺おれはもう寝る」

　今日きようは、このまま布団に入ろう。余計なことを考えずに済みそうだ。

「ああ、ゆっくり休め」

　幼い声で発せられる大人おとなのような口調は、ちょっと生意気で可愛かわいらしい。

　自分は今日、初めてこいつのことをまともに見たんだなと改めて思った。




　　　　　　　　　　※




　霧きり沢さわ景けい介すけの足音が遠ざかるのに続いて、枯かれ葉はらしき気配も廊下の奥へ消えていく。

　あとには深とした静せい寂じやくが残り、そうしてようやく──木こ陰かげ野の棗なつめは、硬くしていた身体からだから力を抜き、まるで崩れ落ちるようにその場へと座り込んだ。

　居間の横、縁側の廊下を曲がった角。

　席を外せと言われたが、ずっとふたりの会話を隠れて聞いていた。

　踞うずくまり、膝ひざを抱える。冬の刺すような寒さに身体からだを震わせながら、縮こまる。

　目め尻じりに涙が滲にじんでいた。前歯は唇くちびるを咬かんでいた。膝ひざには爪つめを立てていた。

「バカじゃないの……あたし」

　愚ぐ痴ちのように発せられた小さな声。誰に言うでもなく、自分自身に向けてのもの。

　と、足音もなく近付いてきた気配に、顔を上げる。

「棗さま？」

　暗くら闇やみの中、棺かん奈なが燭しよく台だいを持って立っていた。

「……見回り？」

「はい。この後、お嬢さまの、寝室に、戻ります。……棗さま、どうか、なさいましたか」

「ううん、なんでもない」

　慌あわてて涙を拭ふき、作り笑え顔がおで立ち上がる。が、棗はすぐに虚勢をやめた。

「ねえ、棺奈」

「はい」

「自分にできもしないことを人にお説教するなんて、最低よね」

　まるで他人の悪口でも言うかのように、自じ嘲ちようを吐はき捨てる。

「なにを偉そうに覚悟を問い詰めてるのよ。ううん、霧きり沢さわにだけじゃない……以前は、灰はい原はらさんにだって同じこと思ってた。自分の問題を他人に重ねて、踏ふん切りがつかない人を見て苛いら々いらして……ただの八つ当たりじゃない、そんなの」

「何の、ことでしょう？」

「ごめん。いいの、誰かに愚ぐ痴ちりたかっただけだから」

　きょとんとした棺かん奈なの肩を軽く叩たたき、彼女から背を向けた。

「もうあたしも寝るわ。おやすみ」

　ひらひらと手を振り、足を踏ふみ出す。

　と、そうしたところで。

　背後から、

「棗なつめさま」

　生き死人の、感情のない平へい坦たんな声があった。

「棺奈には、棗さまが、何を、仰おつしやっているのか、わかりません」

　言葉を選ぶふうでもなく、言い淀よどむふうでもなく、

「ですが、お嬢さまや、景けい介すけさまたちは、棗さまの、ことが、好きで、ございます。棗さまが、何か、お困りで、あれば、皆さま、我がことのように、ご心配、なさるでしょう」

　ただ──まるで事実を指摘するかのように。

　棗は一いつ瞬しゆんだけ立ち止まり、

「……ありがと」

　小さく、そう呟つぶやいた。

　そのまま廊下の奥へと消えていく彼女を、棺奈は僅わずかに頭を下げて見送る。




　　　　　　　　　　４




　結局、早くに寝たせいかまだ外が暗いうちに目を覚ましてしまった。とはいえそれは景介だけではなく、他の者も同じだったようで──朝五時という、休日どころか平日でもあり得ないような時間に朝食を摂る羽目になり、自然、退去の時間も早まった。

　枯かれ葉はは昼も食べていけと言ってくれたのだが、さすがになんだか悪い気がするし、どっちみち今後もちょくちょく来ることになるだろうからあまり入り浸びたるのも申し訳ない。

　そうして、朝九時過ぎ。景介は案内と一いつ緒しよに山を下りることにした。

　が、しかし。

　その案内人が、少々、というか、かなり意外なことになった。

「……大丈夫なのか？」

　胡う乱ろんな目で隣を歩く矮わい躯くを見る。彼女はこちらを見上げ、

「やまのなかでころしたりはしません、たぶん」

　とてつもなく不安になることを言う。

「いや、たぶんて。そこは断言しろよ……」

　行きと同じく木こ陰かげ野のか、もしくは棺奈が付き添ってくれるとばかり思っていた。それなのに、どういう訳か蓋ふたを開けてみればこいつ──型かた羽は。

　枯かれ葉はが当たり前のように彼女に任せていたから、異論を唱える機会もなかった。木こ陰かげ野のは木陰野で、やはり昨夜の言い争いがちょっと気まずかったらしい。一いつ緒しよに行くとも言わず、どこか申し訳なさそうな表情で「また月曜日ね」と笑っていた。

　まあ、仕方ない。

　それにこれから先も一いち族ぞくと付き合っていくのであれば、この疑ぎ心しん暗あん鬼き少女ともどうにか上う手まくやっていく必要がある。……上手くやれるかどうかはどちらかといえば景けい介すけではなく型羽の側の問題な気がしなくもないが。

「こっちです」

　木の間を縫いつつ、指差されて先に進んでいく。こんな幼い娘こに先導されている高校生男子というのも傍はた目めから見れば情けないだろうなと思う。まあ、見ている者もないし、いいか。

「そういやさ、ええと……型羽ちゃん？」

「かたはでけっこうです、けいすけおにいさま」

　そうか。なら、素直に呼び捨てにすることにする。

「型羽は、幾つなんだ？」

　言うと彼女は立ち止まり、振り返った。

「れでぃーにとしをきいてなんとするのですか。けいすけおにいさまのしょぞくするじんしんばいばいしんじげーとでうりものになるかどうかぎんみしようとしているのですか？」

「そんなもんに所属してねえよ！　ただの世せ間けん話だ。言いたくないなら言わなくていい」

「じゅういちです」

「言うのかよ……まだ小学生か」

　一応、二桁ではあるらしい。

「がっこうには、かよっていません」

「そうか」

　確か、木陰野も中学に通っていなかったと言っていた。枯葉も同様だろう。

「中学からは行く予定なのか？」

「……けいすけおにいさま」

「なんだ」

　再び型羽が、こっちを見る。心なしか視線が厳しい。

　尋きき返してきた。

「けいすけおにいさまは、ぺどふぃりあですか？」

「は？」

　ぺどふぃりあってなんだっけ。記憶から単語の意味を探さぐり、ええと、確か──、

「ろりこんですか？」

　思い出そうとしている間に、わざわざ言い直された。

「ちげえよ！　なんでそうなるんだよ!?」

「そうですか。ちがうのですか……。わたしはてっきり、わたしのことをねほりはほりきいて、こころのうちできたないよくぼうをたぎらせているのかと」

「お前の思考回路がわかんねえ！　世せ間けん話だよ、ただの！　間まを持たせようとしてんだよ！　まだ会ったばっかの堅い雰囲気を和なごませようとしてんだよ！」

「でしたら、けいかいなとーくでもしてわたしをたのしませてください」

「なんか週末にも他の奴やつに似たようなこと言われたぞ俺おれは……」

「ひごろ、いかにつまらないとーくをしているかのあらわれではないですか？」

　疑ぎ心しん暗あん鬼きに加えて毒舌だった。なんてイヤなガキだ。

「そうかよ。すまなかったな、つまらなくて」

　ただ正直、性しよう悪わるだの言われている自分にとってはなんだか親近感がある。

　苦く笑しようして肩を竦すくめ、再び歩みを再開しようとする。が、

「ん？」

　型かた羽はが立ち止まったまま、視線を景けい介すけから離さない。

「え……俺、なんかしたか？」

　慌あわてて周囲をきょろきょろとするが、景介自身にも周囲の景色にも変わったところはなかった。怪け訝げんに思い型羽を見ると、彼女は微かすかに溜ため息いきを吐ついて、ぼそりと呟つぶやいた。

「このおとこのどこがいいのやら」

「……今、俺はなんか凄すごく失礼なことを言われた気がしたんだが」

「まあ、しかたないです。かれはおねえさまのせんたくですから」

「しかも諦あきらめ気味かよ……」

「はい。はっきりいってわたしじしんは、おにいさまをしんようしていません」

　そこまで言われるといっそ清すが々すがしい。

　こりゃ何をどうやったって無理かもなと景介は溜息を吐き、

「ったく。疑心暗鬼も大概だな。これでもこっちはお前と仲良くしようと思ってんだぞ？　少しは歩み寄れよ。なんかトラウマでもあるのか、人間に対して」

　何気なく口にした言葉だった。

　しかし、瞬しゆん間かん。

「けいすけおにいさま」

「型……羽？」

　ひと目見て明らかに、彼女の表情が、変わる。

「しりたいですか？」

　型羽は──笑っていた。

「……え」

「しりたいのなら、おしえてさしあげましょうか？」

　どこか楽しそうに、同時に、残ざん酷こくに。なにか底知れないものを感じ、景けい介すけは眉まゆをひそめる。その反応を見て更に可お笑かしそうに破は顔がんした型かた羽はは、そのまま僅わずかに俯うつむき、

「これを、みてください」

　言うと、同時。

　型羽が、す、と、ばんざいをした。だぶだぶの白装しよう束ぞくの袖がめくれる。彼女はそのまま景介に向けて、露あらわになった腕を下げ、真っ直ぐ突き出してきた。

　景介の表情が、凍る。

「……っ……！」




　無む惨ざん過ぎて──目を背そむけることすら、できなかった。




　まず目に入ったのは、左腕、手の甲から肘ひじにかけて走る切り傷の痕あと。恐らくは満足な治療もないまま放置していたのだろう、皮ひ膚ふは歪ゆがんでくっ付き、盛り上がった線を作っている。

　それだけではなかった。

　幾つもつけられた、恐らくは内出血を何度も繰り返したせいで染みになってしまった黒ずみ。僅かに皮膚が抉えぐれるほど重ねられた擦さつ過か傷しようの痕。それらが両腕、ところ狭せましと、まるで陣取りでもしているかのように皮膚を覆っている。

　更に、右手の手首から先がない。左手は左手で五指が妙みように歪いびつな形をしている。何度も不自然な骨折を繰り返せばこういうふうになるのだろうか？　用を為なすとは思えなかった。

「それ……は」

「うでだけではないです。あしも、おなかも、くびからしたはぜんぶです」

　吐はき気がした。

　傷の醜みにくさからではない。想像してしまったのだ。

　幼い身体からだに刻み込まれた傷は、不ふ慮りよの事故か？

　違う。どう見ても違う。

　これは──これは。

　どうしようもなく最低な、悪意の痕跡だ。

　口を手で押さえつつ、思い出す。

　こいつはずっと棺かん奈なの膝ひざの上で、まるでお姫さまのようにすべてを彼女にさせていた。お茶を飲むのも、人生ゲームのルーレットも、駒を動かすのも。夕食や朝食の時ですら、手ずから食べさせてもらっていた。どこまで甘やかされた我わが儘ままっ子なんだよと呆あきれていたが、そうではない。やってもらっていたのではない──自分では、できなかったのだ。

　湯ゆ呑のみを持つことも。ルーレットや駒を摘つまむことも。食事を、口に運ぶことも。

　腕を再び下げ、型かた羽はは値ね踏ぶみするような目で景けい介すけを射抜く。

「これが、にんげんです。わたしはだから、にんげんがしんようできません」

　陰いん惨さんな暴力。

　大人おとなによるものか、それとも同じ子供にされたのか。いずれにせよそれは、本来なら社会から庇ひ護ごされるべきはずの存在に対して振るわれた、悪意に他ならない。

「それは、元々のお前の身体からだ、か？」

　ようやくのことで尋ねると、彼女は首を振った。

「にねんまえに、もぎをおこないました」

「お前……じゃあ」

　まともな身体を捨てて、その傷だらけの──両手も使えない身体になったというのか。

「こわいですか？」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおで、型羽は尋ねてくる。

「わたしのことが？　それとも、このからだが？　あるいは、このきずをつけたものが？」

　景介は答えられない。

　それを答えれば、認めたことになる。

　人間の恐ろしさを──こういうことができるのが人間だ、と。

「……勘弁してくれ」

　やっとのことで、景介は声を絞しぼり出した。

「お前、俺おれのこと……いや……灰はい原はらのこと、知ってんだろ？」

　灰原も同じだ。女子生徒からいじめを受けていた。悪意という形のないものを、形として与えられてきた。型羽の傷を見ると厭いやが上にもそれを思い出す。彼女を助けることのできなかった自分に対して、どうしようもない無力感が湧わきあがってくる。

「今の俺には、気の利きいたことなんか言えねえよ」

「そうですね。そうでしょうね」

　型羽は笑顔をやめない。

　やめず、どこまでも残ざん酷こくに、告げてくる。

「ですから、おぼえておいてください、けいすけおにいさま。わたしはけっして、あなたをしんようしません。にんげんをしんようしません。いくらかれはおねえさまのむこになるひとであっても、あなたがにんげんであるかぎりは、けっして」

　それは宣告だった。

　即すなわち、私を籠ろう絡らくしようと思うな、と。

　私と仲良くなれるなどと思うな、と──。

「では、いきましょうか」

　言いたいことを言うと、再び型かた羽はは景けい介すけに背を向け歩みを始める。

　その距離が遠い。

　景介は後を追うことしかできない。肩を叩たたくことも、頭を撫なでてやることも、声を掛けることすらも。何をしようが何を言おうが、すべてがただの偽善であり欺ぎ瞞まんであるように思えた。

　人間と、鈴すず鹿かの一いち族ぞく。

　種族の差など些さ細さいなものだと思い始めていた景介にとっての、それは戒いましめだった。
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　　　　　　　　　　１




　やがて気まずい雰囲気のまま、下る山道の先にアスファルトの道路が見えてくる。

　迷い路みちを抜け、人間の領域へと辿たどり着いたことに景けい介すけは心中で胸を撫なで下ろした。

　無言で山を下っている間に、多少思考の整理もできていた。型かた羽はの身体からだに面食らってしまったが、よくよく考えてみると別にあの傷は景介がつけたという訳でもないのだ。同じ人間の仕し業わざだからといって、自分が過剰に罪悪感を持つ必要はない。

「ありがとな」

　だから前を歩く少女に向かって、できるだけ明るく言う。

「……なにがですか？」

「いや、送ってくれて」

「かれはおねえさまにたのまれたからです」

「でも、送ってくれたじゃねえか。礼を言っちゃ駄だ目めってことはないだろ」

「……、そうですか。では、きもちだけ」

　声だけでは何を考えているのかよくわからなかった。

　まあ、今日きよう明あ日すで打ち解ける必要もない。時間をかければ少しは距離も縮まるだろう。好きになってまでもらわなくていいのだ。警戒されない程度に信用してくれれば、それで。

「そろそろいいぞ。あとはそこの道路に出れば、バス停まではわかるから」

「いえ、どうろまではおつきあいします。なぜなら、ちいさなおんなのこをやまからつれておりてくるおとこというずをだれかがもくげきしたときにたいへんなことになりそうだから」

「客観的に見て弁明の余地なしじゃねえか！」

　言われるまで気付かなかった。どう解釈しても犯罪だ。

「ぜんこくくでほうどうされるがいい」

「されたくねえよ！　って、おい、待て……」

　鼻歌混じりに道路へ出る型羽を追い掛けながら思う。前ぜん言げん撤てつ回かい。なんとしてでも信用されるようにならなければ自分の未来はない。このままではいずれ、盛大な罠わなに掛けられそうだ。

　木々の切れ目から、型羽に続いてアスファルトへ降り立つ。

「ほんと、誰もいねえだろうな……」

　言いかけて辺りを見渡し、言葉が止まった。

「……あ」

　いた。

　人が──ふたり。

　両方とも、少女だ。

　ひとりは、景けい介すけと同じ学校の制服姿だった。肩口で切り揃そろえたストレートヘアと、細い眼鏡めがね。道の端はしに立ったまま片手で文庫本を開き、読んでいる。ただ、文章を追う視線は妙みように鋭く、図書委員というよりも風紀委員という形容が似合いそうだ。

　そして、もうひとり。背を向けていた方が、

「……ん？」

　景介たちに気付いたのか、こちらに振り返る。

　──まずいな。不審者と思われなければいいけど。

　そんな懸け念ねんが、次の瞬しゆん間かん。

「……おやおや」

　交差した視線で、一気に吹っ飛んだ。




「見ぃつけた」




　そいつは──。

　ひと言で表現するなら、異常、だった。

　服装はとんでもなく奇き抜ばつだ。三段重ねの装飾過多なスカートに、原色縞しま々しまの毒々しいストッキング。臍へそと胸むな許もとの開いたキャミソールの上に羽織っているのは胸に十字の入った細身のパーカー。チョーカーは首輪型。纏まとめ上げられた髪は目に痛いショッキングピンク。更には明らかに帽子の体を成していない小さなシルクハットの横から、兎うさぎの耳が長く伸びている。ついでに右目には、ハートマークの入った眼帯アイパツチ。

　もうまったく訳がわからない。コンセプトは何だろう。セックス・ピストルズにかぶれた不思議の国のアリス、なんてふざけた形容しか思い付かない。

　こんな奴やつがいて違和感がないのは、メルヘンの世界かライブハウスか原宿くらいだ。少なくとも田舎いなかの朝、山道のバス停で見掛けていいような服装ではない。

　しかしそんな、風景を掻かき乱している容姿以上に。

　景介を射抜いている片目、その視線が──明らかに、やばかった。

　兎の耳なんてカモフラージュにもならない。

　むしろ、兎を食う方だ。

　まるでそれは、獲え物ものを丸呑のみにする直前の大だい蛇じやのような。

　或あるいは牙きばを突き立てる寸前の毒どく蛇へびのような。

　無機質で鋭い、捕食者の眼まなこ──。

「……っ」

　意識せず、一歩後じさる。

　そいつは景介の恐怖に頓とん着ちやくせず、笑え顔がおで手を挙げた。

「おっはよー。いい朝ね。本当にいい、爽さわやかな朝」

　やけに陽気な、わざとらしいほどに馴なれ馴れしい挨あい拶さつ。

　同時にもう片方の少女も、読んでいた文庫本から目を離し顔を上げた。こちらはまだ人間らしい目付きをしていたが、それでも明らかな敵意を持って景けい介すけたちを睨にらんでくる。
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　隣で身構えた型かた羽はの気配の強こわ張ばりを見るまでもなく、理解した。

　こいつらは、一いち族ぞく。それも、繁はん栄えい派はだ。

　アリスパンクな女が言った。

「こういう寒い冬の朝には、散歩なんかしたくなるねっ。道みち端ばたに咲いた雪割草を踏ふみにじりながら、朝あさ靄もやの中を歩くの。素敵だね。ロマンティックだね」

「巳み代よ」

　次いで、眼鏡めがねの方も口を開く──その女に向かって。

「うるさい」

「なによ通つ夜や子こったら。いいじゃない、少しははしゃいでも」

「あなたの金切り声は耳に障さわる」

「それを言うなら通夜子の陰気くさい顔も勘に障るよ？　あはは、お互いさまだ」

　やはり間違いない。『巳代』に『通夜子』。

　どちらも、木こ陰かげ野のから渡されたリストに、繁栄派として載っていた名前だった。

「型かた羽はちゃーん、久しぶりぃ。相変わらず？」

　巳み代よがひらひらと手を振るが、型羽は応えない。

「……相変わらずみたい。巳代ちゃん、悲しいなあ」

「あんた、ら」

　景けい介すけは震える喉のどから声を絞しぼり出した。このまま黙だまっていると、相手の喋しやべるがままに任せていると、何か取り返しのつかないことになるような気がした。

「なんの、用だ？」

「あー、よくないんだぁ。先輩に向かってそんな口」

　腰に手を当て、唇くちびるを尖とがらせ、片手の指を左右に振る巳代。すべてがわざとらしい。

「私、黒くろ浜はま巳代。三年Ｂ組よ？　こっちは小こ折おり谷や通つ夜や子こ。二年Ｄ組ね」

　もうわかりきっているのに、敢あえて人間としての名前を名乗る厭いやらしさ。

「みよおねえさま。つやこおねえさま」

　重圧に切り込むように、型羽が口を開いた。

「なにをしにきたのですか」

　詰きつ問もんに対して、しかし巳代は動じない。

「もうね、大変だったのよ？　火曜日だっけ？　歩ほ摘づみが負けちゃった次の日から毎日毎日、この辺をうろうろうろうろ。しち面倒くさいったらありゃしなかったわぁ」

「だから、なにを……」

「でももう、いいんじゃないかと思うのよぉ。巳代ちゃん限界。まどろっこしいことは疲れちゃった。だいたい最終目標をいきなり達成しようっていうのが一見近道に見えて実はちょー遠回りな訳ね。こういうのは地道に一歩ずつ行った方がいいって、ぜーったい」

　大おお袈げ裟さな身振りを交えて意味のわからないことを言う巳代に、景介はたまらず、

「何が言いたいんだよ、あんた」

　と、同時。

「だからさ」

　巳代の口調が、変へん貌ぼうする。

「……枯かれ葉はより先にてめえらぶっ殺せばいいんじゃねえのってことだよ、このグズども」

「な……っ!?」

　さっきまでの演技じみた表情から一転、残ざん酷こくな笑えみ。舌した舐なめずりをし、こちらへ一歩を踏ふみ出す。それに呼応するかのように、もうひとりの娘むすめ──通夜子が、呟つぶやいた。

「『きしみ』の娘と、本ほん家けの婿むこ候補。そのふたりに危害を加えれば、枯葉は怒って姿を現す」

「そういうことだ。大人おとなしく死んじゃいな」

　巳代が、右腕を軽く振った。

　パーカーの袖口から飛び出てきたそれは、細長い棒のような物体。そのまま手に握ると、景介たちに向けて突き付ける。先端が柳のように垂たれ、そのままゆるゆると伸び始めた。

　通つ夜や子こもまた、左腕に妙みようなものを着けていた。幾多の珠たま、細い紐ひも、勾まが玉たま、それら雑多なものがごちゃごちゃと絡からまり、腕輪と手袋の間あいの子のような形状になっている。

　恐らくはどちらも超常の力を持った、鈴すず鹿かの一いち族ぞくの道具──『蔵ぞう物ぶつ』。

「ふざ……っけんな！」

　咄とつ嗟さに景けい介すけは、隣の型かた羽はを抱きかかえた。

　そのまま踵きびすを返し、再び山の中へと身を飛び込ませる。

　確たるものがあった訳ではない。勘だった。けれど正しかったらしく、型羽も逆らう様子はない。殆ほとんど転ぶようにして山中へ入ると、起きあがって、

「走れるか!?」

「おにいさまにてをひかれなくても」

「あら。あらあらあら。追いかけっこするのー？　たっのしそぉー」

　木の向こう、背後に巳み代よの声がある。呑のん気きな口調なのはわざとか、それとも本当に余裕なのか。どっちみちこういう切った張ったに関しては、悲しいほど景介に勝ち目はない。

　景介と型羽は、走り出した。

　逃げながらコートの中、腰に手を遣やる。ベルトに結ゆわえ付けていた革製の袋を開け、中身を確かめる。『かみらの枝えだ』──あれ以来、一応肌身離さないようにしていた。

「……どうする!?」

　山中を、木々の間を縫いつつ闇やみ雲くもに進みながら、隣の型羽に問うた。必死な景介よりも速い。走るのではなく、大きな跳ちよう躍やくを繰り返していた。……まるで小こ猿ざるみたいだ。

　ともあれ身体能力に関しては自分より高いようで、心配しなくていいだろう。

「ふたりをまいて、まよいがにもどるというてもありますが……」

「万が一でも後を尾つけられたら、あいつらに辿たどり着かれる、か？」

「……はい、そうです」

「二手に別れるのは？　目標がばらければ……」

「いえ。わたしはいいとして、けいすけおにいさまはしゅんさつです」

「は、一応俺おれのことも気遣ってくれてんだな」

「かれはおねえさまのむこでなければ、すておくところです」

　目前にある岩に駆かけ上がり、飛び下り、そのまま勢いで斜面を滑すべる。コートとジーンズが見る間に汚れていくがそれどころではない。

「少しは引き離せたか？」

　ちらりと背後を窺うかがう。

「はい。むこうはよゆうしゃくしゃくです。たのしんでいるとおもいます。……つやこおねえさまはともかく、みよおねえさまはそういうひとです」

「……最悪だな。でも、助かる」

　真ま面じ目めな性格であれば、型かた羽ははともかく景けい介すけなど逃げる暇いとまも与えてもらえないだろう。

　そのまま、五分ほども走っただろうか。幾つめかの茂みを掻かき分けて進んだ先に小川が流れていた。そのほとりで立ち止まり、周囲を見渡しつつ景介は言う。

「今のうちに救援を要請しよう」

「だめです。あのひとたちのさいしゅうもくてきは、かれはおねえさまです」

「それでも、このままじゃどうにもならん」

　厳しい顔で首を振った型羽だが、景介は引き下がらなかった。

「上う手まいこと逃げ仰おおせればそれが一番いいとは思う。でも、できるか？」

　問うと、無言が返ってくる。

「とりあえずでもどうにかするには、味方増やすしかねえだろ」

「あいてのおもうつぼです」

　確かにそうかもしれない。それでも、

「いや……やっぱり、呼んだ方がいい。いいな？　呼ぶぞ」

　景介はポケットから携帯電話を取り出した。

　どう考えても、このまま追いかけっこをしていては埒らちが開かない。

　しかし景介が携帯を開き、木こ陰かげ野のの番号を呼び出そうとしたと同時。

「あれ？　……もう休きゆう憩けい？　はっやいなー」

　背後から、粘着質で大おお袈げ裟さな──敵の声がする。

「……っ!?」

　振り返ると、僅わずか数メートル先の、葉が落ちた広葉樹。

「やっほー。また会えたねえ」

　太い枝の上に腰掛けた巳み代よが、手を振っていた。

　──嘘うそだろ？

　少しは引き離したはずだ、そう思っていたのに。

　次いで、その木の背後から通つ夜や子こも姿を現す。

「……畜ちく生しようめ」

　景介はゆっくりと携帯を下げた。

　通話ボタンを押す、ただそれだけのことが致命的な隙すきになってしまいそうな気がした。

「さ、もう追いかけっこはいいの？　だったら、殺しちゃうよぉ」

　巳代が木の上で身構える。そのままこっちに飛び降りてこようとしている。

　どうすりゃいいんだよ。

　頭の中で必死に思考を巡めぐらせていると、型羽がぽつりと言った。

「けいすけおにいさま。やはりさっきの、おにいさまのあんをさいようです」

「え……？」

「にげてください。わたしがふたりのあいてをします」

　こともなげに言い放った少女の視線には、不敵な笑えみが浮かんでいる。

「お前、なにを」

「つやこおねえさま、みよおねえさま」

　もはや型かた羽はは景けい介すけに気を払っていない。

　目の前のふたり、敵だけを──見据すえていた。

「ここにきているのは、あなたたちだけですか？」

「うん、そうだよ。でも、ふたりだけで充分でしょ？」

「じゅうぶん……ですか。さいごにけいこをしたのは、いつでしたっけ？」

「さあ、いつだったかなぁ？　少なくとも、あんたがその使えない身体からだになる前だった気がするけど。それにしても無ぶ様ざまだよねえ。そんなポンコツに乗り換えるなんて」

　巳み代よが言った瞬しゆん間かん、型羽の気配が変わる。

　景介が見てもそれとわかるほどの、殺気。

「あらら。『贄にえ』を莫ば迦かにされて怒っちゃったかな。コワイコワイー」

　わざとらしい仕草で身を捩よじらせる巳代。

　その騒そう々ぞうしさとは対照的に、発せられる苛か烈れつさとは裏腹に。

　あくまで静かに、型羽が呟つぶやいた。




「ほんけしゅごやく『きしみ』よんじゅうにだい──かたは。まいる」




　刹せつ那な。

　型羽の姿が消えた。

「……へ？」

　きょとんとする巳代。その目前に現れる白い影。

　景介は息を呑のむ。

　跳ちよう躍やくしたのだ。直線距離で三メートル、そこから垂直にたっぷり五メートルはあろうかという場所まで、助走もなしに。

　影が回転する。回し蹴げりか何かか。景介には目視できない。ただ、

「……っ!?」

　その所しよ作さで、巳代の身体が横殴なぐりに崩れ、座っていた枝から落とされる。

　通つ夜や子こが身構えたまま、ぼそりと言った。

「仮にも『きしみ』に対して、ふざけているからそうなる」

　軽かろやかに着地し、型羽は振り返らずに叫さけんだ。

「にげてください。……はやく！」

　幼い声で、けれど有無を言わせない口調。

　こんな小さな娘こを置いて逃げる訳にいくか、そんな思考をさっきの型かた羽はの攻こう撃げきが否定する。たぶん、景けい介すけの人間としての常識はこの場において──とてつもなく、くだらない。

　判断したのは一いつ瞬しゆんだった。即座に踵きびすを返し、景介は駆かけ出す。

「逃がすかっ！」

　背後で巳み代よの声がした。が、攻撃が来ることはなかった。代わりに届いたのは、

「させません」

　型羽の静かなひと言。

　それを背に聞きながら景介は走った。小川を飛び越え、その向こうの茂みを突っ切り、周囲を見渡す。身を隠せそうな大樹があったので裏へ回り、その陰で止まる。

　もちろん、言われた通り逃げ出す気はない。ここで本当に逃げたらただの莫ば迦かだ。

　携帯の通話ボタンを押す。ややあって、回線が開いた。

『……もしもし？』

「木こ陰かげ野のか」

『どうしたの？　霧きり沢さわ』

「襲おそわれてる」

　これ以上ないほど単刀直入なひと言に、受話器の向こうで木陰野が固まった。

「場所はわかるか？」

　向こうが落ち着くのを待っている暇ひまはない。畳み掛けるように尋きいた。

『……、ごめん。あんたが何をしてるのかはここから見れるんだけど……山の中はどこも似たようなもんだから、正確な場所までは』

　この間まで景介のことを監視していた蔵ぞう物ぶつも、万能ではないらしい。

「小川が流れてる、って言っても駄だ目めか？」

『それならおおよその位置くらいはわかるかも』

「だったら……そうだ」

　咄とつ嗟さに思い付き、腰から『かみらの枝えだ』を取り出した。

　その先端で、身を隠している木、幹に傷を付ける。

「木を一本、高く伸ばしとく。それでどうだ？」

『……なんとかなると思う』

　前の、日ひ崎ざきと枯かれ葉はの戦いに立ち会ってから五日。景介だってのほほんと暮らしてきた訳ではない。切った張ったが上う手まくなるのは不可能にしても、少なくとも『かみらの枝』だけはいろいろと試したし、それなりに使い方も掴つかんできている。

　傷付けられ、景介の支配下に入った木は、天てつ辺ぺんを見る間に高くしていく。

『景けい介すけ！　景介、無事か!?　怪け我がはしておらんか!?』

　と、耳に響ひびく声が変わり、急にけたたましくなった。枯かれ葉はだ。

「うるせえよ、電話で叫さけぶな」

　たぶん、慣れていないのだろう。

「今のところ、怪我はしてない。型かた羽はが敵を引きつけてくれてる」

『そうか、無事か……よかっ『霧きり沢さわ、相手は誰かわかる？』』

　電話が木こ陰かげ野のに取り上げられたらしい。

「巳み代よと、通つ夜や子こって名乗ってた。繁はん栄えい派はだろ？」

『通夜子さん……が？』

　何な故ぜか驚いているふうの木陰野に首を傾かしげつつ、

「とにかく、さっきも言った通り今は型羽がどうにかしてくれてる。でも、いつまで保もつかはわからん。……あいつら、強いのか？」

『大丈夫。そのふたりとだったら、たぶん互角以上に渡り合えると思う。あの娘こはね、本ほん家け守しゆ護ご役……争いごとを専門にしてる分ぶん家けの現当主よ。実戦じゃ、歩ほ摘づみ以上』

　とんでもなく意外だった。

『でも、まだ子供だし、確実とは言えない。できるだけ早く行くようにするから』

「頼む」

『何か連絡取らなきゃならなくなったら電話するから』

「回線、このまま開いといた方がよくないか？」

『やめといた方がいいと思う。携帯、ずっと耳につけていられるなら別だけど』

「……そうだな」

　巳代と通夜子がいつ自分を見付けて襲おそい掛かってくるかわからない。それに木陰野たちの側からはこっちの様子を蔵ぞう物ぶつで見ることもできる。じゃあ、と木陰野に挨あい拶さつして、景介は電話を切った。着信音をバイブに切り替え、すぐ気付けるようにズボンの前ポケットに入れ、

「さて、と」

　木の陰からそっと、型羽たちの様子を窺うかがう。

　藪やぶがあって視界が悪く、おまけに森の中は薄暗い。どうなっているかまではわからなかったが、途切れ途切れで罵ば声せいや、何かを弾はじくような衝しよう撃げき音は聞こえてくる。

　──どうするかね。

　このまま動かずに枯葉たちを待つべきか、或あるいは型羽に加勢すべきか。

　景介には正確で客観的な判断ができそうにない。相手の力量はおろか、自分が一いち族ぞく相手にどれだけ戦えるかも未知数なのだ。行って足手纏まといになるか、それとも役に立てるのか。

　前回、日ひ崎ざきとの不意打ちを食らわせただけで、同じ手が二度も通じるとは……、

「……待てよ」

　不意打ちという単語で、気付いた。巳み代よと通つ夜や子こは、自分がこれを持っていることを恐らくは知らない。だとしたら──同じ手が二度通じるのではないか。

　それに、ここは山の中だ。生い茂る木々に藪やぶ、景けい介すけの味方になるものは幾らでもある。

　もちろん姿を見せれば負けだ。向こうの本気の動きに対応できるはずもない。だが、姿を見せなければ。あいつらを妨害するだけなら。

「やるだけやってみる、か」

　何よりそう決めた理由は、厭いやだったからだ。

　このまま黙だまって隠れていて、もし型かた羽はに何かあったら。死んでしまいでもしたら。

　自分がまた、誰かを見殺しにしてしまうなんて、耐えられない。それがたとえ、景介を決して信用しない、景介には心を開かないとはっきり宣言した娘こであっても。

　慎重にゆっくりと、木から離れた。

『かみらの枝えだ』を手に周囲を見渡しつつ、景介は行動を開始する。




　　　　　　　　　　２




　一対二という状況を不利に感じさせない動きだった。

　千年以上、戦場で一いち族ぞく頭とう首しゆを守しゆ護ごするという使命を追ってきた分ぶん家け『きしみ』。

　その娘むすめ──型羽の身体からだに染み込んだ技術は、一族が育はぐくんできた戦いの技わざとも一線を画す。

　即すなわち、誰かを護まもることに特化した多対一用のもの。複数の敵の標的を自分に向けさせる、或あるいは他の者に向けさせない。そのことに関しては一族の中でも群を抜いている。

「っこのクソガキ！」

　しつこく迫ってくる巳代を、適当にあしらう。

　彼女が手に持つのは『ものぬしの杖つえ』。細い木のように見えて、その実、伸縮自在にしなる鞭むちだ。苛いら立だち紛まぎれに叩たたき付けられるそれを紙一重で躱かわしつつ、適当に蹴けりなどを見舞ってやる。短絡的な巳代は逆上し、今は型羽ひとりに夢中だ。

　一方の通夜子はあくまで冷静さを失わない。隙すきを見て型羽から逃れ、景介を追おうとしているのは明らかだった。なので時折、牽けん制せいの意味で攻こう撃げきを加える。

「どこへいくきですか」

　こちらから気を逸そらしたのを見計らって腕を横薙なぎに振るう。

　通夜子は飛び退のいて躱すが、微かすかに制服の端はしが切れた。

　型羽の両手には今や、金属の刃がそれぞれ四本ずつ生えている。腕輪に小さな熊手がくっ付いたような形状をしたそれは、蔵ぞう物ぶつではない。純粋な武器──鉄製の爪そう刃じんだ。超常の力など『きしみ』は必要としない。少なくとも同じ鈴すず鹿かが相手であれば、不利とはならない。

「は！　腐っても『きしみ』ってところか？　あ？　ちょこまかとうざいんだよてめえ！」

「くちょうがすにもどっていますよ、みよおねえさま。……まったく、げひんです」

「黙だまれ、この不ふ具ぐがっ！」

　彼女の言う通り、型かた羽はの両腕、手首から先はまるで用を為なさない。それどころか背骨も曲がっているし、左脚も右脚に比べて僅わずかに短かった。すべては元の身体からだの持ち主が生前に受けた仕打ちが原因だ。けれど──型羽はそれを不便に感じたことはない。

「このからだがふぐにみえるのなら、みよおねえさまのめはふしあなです」

　木の幹を足場に、水平に跳ちよう躍やく。そのまま弾丸のように身体ごと突っ込み、擦すれ違いざま、右腕の爪つめで巳み代よの腹部を抉えぐる。剥むき出しになっていた臍へその辺り、白い肌が大きく裂けた。
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「く……ぐ！」

　巳代はそれを即座に治す。放置していて出血が止まるような傷ではない。

　飛び込んだ勢いを殺すために別の木を蹴けり、そのまま上方へ高く跳躍。空中で一回転してから軽かろやかに着地すると、通つ夜や子こと巳代に挟はさまれる形で立つ。

　病院着の少女は、好戦的な笑えみを浮かべた。

「そのていどで、なにが『はんえいは』ですか？」

「でかい口叩たたくじゃないか……本ほん家けも護まもれなかった、本家守しゆ護ご役」

「たしかにせんだいは、とうしゅさまをまもれませんでした」

　微かすかな哀しみが目に浮かぶ。

　が、それはすぐに怒いかりと決意の色に塗り潰つぶされていく。

「ですが、おかあさまのしったいをなじってよいのは、かれはおねえさまだけです」

　発するのは、静かな、それでいて激しい殺気。

「ところで、みよおねえさま」

　唇くちびるの端はしを歪ゆがめ、外見に似合わない皮肉を顔に浮かべて、型かた羽はは言った。

「そのみぎめは、どこにおとしたのですか？」

　再度、型羽は巳み代よに向かって跳はねた。

　地面すれすれを滑すべるように、一いつ瞬しゆんで距離を詰め上段から鉄てつ爪そうを袈け裟さに。咄とつ嗟さに『ものぬしの杖つえ』の柄えで受け止めた巳代だが、反撃しようとした時にはもう型羽はそこにいない。

「ち……っ」

　眼帯で覆われた右半分の視界へ入られ、慌あわてた様子で腕を払う。

「ざけんな！　てめえの母親に抉えぐられたんだよおおっ！」

「しっています」

　返事は遙はるか遠くであった。既に型羽は巳代を無視し、通つ夜や子こに対して襲おそいかかっている。

　両腕を連続で打ち据すえる。対して通夜子はそれを、得え物ものもなしに払いのける。

　鉄爪と素手で切り結び合いながら、型羽が問うた。

「……つやこおねえさま。あなたはなぜ、そちらがわに？」

　通夜子は表情を変えない。

「答える必要があるの？」

「おねえさまは、さとやほんけに、うらみなどないはずです。にんげんとも……」

「答える必要があるの？」

　同じ返答。しかし声に、鋭さが増した。

「……っ！」

　今度は、型羽の方が飛び退のいた。通夜子が無造作に突き出した左腕に反応したのだ。

　そこに巻かれた、数じゆ珠ずと紐ひも、布地に勾まが玉たまが幾つも絡からみ合ったそれは──『かしゃ狂ぐるい』。

「そんなものを、ここでつかうのですか？」

「必要とあれば」

　こともなげに通夜子は言い放つ。

　同時、『かしゃ狂い』から垂れた紐のうちの一本、先端に──厖ぼう、と、燐りんが灯ともる。

「また……やまをもやすつもりですか」

「里に火を放ったのは私じゃない」

「おなじことです」

　睨にらみ合い対たい峙じしていると、背後の巳代が叫さけんだ。

「通夜子！　もういい、面倒くせえ、この山ごと燃やしちまえ！」

「あなたの指図は受けない」

「ふざけんな、仲間割れしてる場合じゃねえだろう！」

「仲間になった覚えはない」

「あああムカつくなてめえはっ」

「……あいかわらずですね、おふたりとも」

　こちらを無視して言い争いを始めたふたりに型かた羽はは薄い溜ため息いきを吐つく。言い争いというよりも、巳み代よが一方的に怒ど鳴なり、通つ夜や子こがそれを無視している形だったが、

「ったくよォ、苛いら々いらするったらありゃしないのよ！」

　巳代の怒いかりの矛ほこ先さきは、八つ当たりのように型羽へと向けられる。

　力任せに振るわれた鞭むちが空気を叩たたいた。横へ大きく飛んで逃れる。

「甘いんだよ！」

　瞬しゆん間かん、く、と手首を捻ひねる巳代。

　鞭の先端が軌き道どうを変え、更には倍ほどに長さを伸ばし、鎌かま首くびをもたげて型羽を追ってきた。

「……っ」

　今度は──躱かわせなかった。

　まるで蛇へびが這はい昇るように、型羽の右足首に絡からみ付く。

「つっかまえたー、っと！」

　巳代が嬉うれしそうに、まるで一本釣りのように『ものぬしの杖つえ』を掲かかげる。それに伴って型羽の身体からだは引っ張られ、逆さになって中空へと。

「そぉれ！」

　陽気さと残ざん酷こくさの入り混じった掛け声とともに、小さな身体が樹木へと叩き付けられる。

「か、っ……」

「もう一回っ！」

　続いて、地面へ。鈍い衝しよう撃げき音。

　型羽はがくがくと震えながらゆっくり上半身を起こす。呼吸が止まり、力が入らないようだった。それをにやにやとしながら見る巳代が、舌した舐なめずりをする。

「どう？　か、た、は、ちゃーん？　痛い？　泣きたい？」

「だ、れが……」

「言うねえ」

　再び鞭を持った手首を捻る。

　呼応した『ものぬしの杖』が先端だけを収縮させ、足首をより一層強く締め上げた。

　苦く悶もんの表情をしながら、それでも歯を喰くい縛しばり、型羽は腕につけた鉄てつ爪そうで鞭を切断しようとする。が、何度やっても鞭は護ゴ謨ムのようにしなるばかりで、傷が付く気配もない。

「何してんの？　何してるのかなぁ？　そんなただの金属の塊かたまりが『蔵ぞう物ぶつ』をどうこうできると思ってる？　一いち族ぞくが連綿と育はぐくんできた呪ノロイが、病ヤマイが、汚ヨゴレが、穢ケガレが、鉄の刃ごときで易やす々やすと打ち砕くだかれるって？　……そんな訳がねえんだよこの莫ば迦か餓が鬼きがっ！」

　ひゅい、と。

　巳み代よが雄お叫たけびとともに、鞭むちの柄えを後方へ引いた。

　刃とは別種の、形容し難がたい切断音。

「……あ」

　型かた羽はの右足──足首から先が、宙を舞って腐ふ葉よう土どの上に転がる。

「はは、ひひ、ははははは！　ざまあない！」

　巳代の哄こう笑しようは、森の中に響ひびく。

　一連の様子を傍ぼう観かんしていた通つ夜や子こが、ほんの僅わずかに眉まゆをひそめた。




　　　　　　　　　　※




　それと同じ頃。

　枯かれ葉はと木こ陰かげ野の棗なつめは、ふたりで山を下っていた。

　ふたりで、といっても、森の中を走っているのは棗だけだ。枯葉は木の上、枝から枝へ飛び移りながら、目印──景けい介すけが『かみらの枝えだ』で高く伸ばした樹木の位置を確かめつつ、棗を先導する形をとっていた。時折立ち止まり、意思疎そ通つうをする。

「どう？　枯葉」

「うむ。直線であと三町といったところか」

「だったら、そろそろ速度緩めた方がいいかな？」

「なんだお前、もう疲れたのか？　まったく、稽けい古こを怠なまけているからそうなる」

「違うわよ。あんまり無防備に近付いたら勘付かれちゃうでしょ。……まあ、あたしが体力ないってのは確かにそうだけど。里育ちのあんたたちとは違うのよ」

　もちろん棗も普通の人間よりは強きよう靱じんにできている。が、日頃から鍛きたえているかそうでないかの差は大きい。今はともかく、いざ戦いになった時には疲労が限界を迎えるのも早いだろう。

「とにかくあたしは、バックアップに回るからね」

「ばっくあっぷ？」

「援護のこと」

　背に負った袋を親指で差しつつ言い直した。

　縦に細く、長さは棗の背丈ほどもある袋だった。

「あんたは大丈夫なの？　そんな武器で」

　対して枯葉は、腰に刀を差している。やや短めのそれは、蔵ぞう物ぶつではないただの小こ太だ刀ちだ。

「仕方なかろう。そう簡単に『つうれん』を持ち出す訳にもいかん」

「……『つうれん』ね」

　鈴すず鹿かの一いち族ぞく、頭とう首しゆの証あかし──先祖より伝わる宝ほう刀とう。

「ま、通つ夜や子こさんと巳み代よさんの狙ねらいは確かに、それだと思うけど」

「加えて、妾わたしの首だな。特に巳代は、妾を取り逃がしたのがよほど悔くやしいと見える」

　自じ嘲ちよう気味に言い放ち、枯かれ葉はが木の上から飛び降りてくる。

「位置は掴つかんだ。もう地面を走ってよかろう」

「待って。……ねえ、枯葉」

「どうした？」

　と、走りだそうとした枯葉を、棗なつめがうかない表情で呼び止める。

「通夜子さん……なんだけど」

「あの戯たわけがどうかしたか」

「あの人、本当に繁はん栄えい派はなの？」

　まるで絞しぼり出すような声だった。枯葉は一いつ瞬しゆんだけ考え込んだ後、

「そう聞いている。里が燃やされた夜、夭ようからな」

「襲しゆう撃げきには関わってなかったんでしょ？」

「妾は見ていない。が、あの時は里全体が混乱していた。誰が敵で誰が味方だったのかなど、わからんよ。……妾は、歩ほ摘づみが自分の両親を殺していたのすら知らなんだ」

「そう……よね。ごめん、変なこと尋きいて」

「よい。お前が通夜子を慕したっていたのは知っている」

　枯葉は前を向いたまま、棗に表情を見せずに言った。

　その背から目を逸そらし、寂しそうに微わ笑らう棗。

「似たような境遇だったから。あたしさ、やっぱちょっと、里のみんなとは距離感じてたんだよ。本当の意味で安心して話ができるの、通夜子さんだけだった」

「そうか。……そうかもしれんな」

　枯葉は振り返った。

「戦えるか？」

「正直、わかんない。でも……霧きり沢さわや型かた羽はを、通夜子さんに殺させる訳にはいかない」

　決意を問うような視線に、小さく頷うなずく。

　枯葉は、

「充分だ」

　微かすかに笑えむと、走りだした。枯葉の後を追って棗も同様に。

　そうして二百メートルほども進んで、

「この辺りでよかろう」

　再び、立ち止まる。

　遠くで喧けん噪そうの気配がある。耳を澄ませて感覚を研とぎ澄ませれば位置は掴つかめそうだった。

「さて、どうする？　乱入するか？」

　不敵な表情の枯かれ葉はに、棗なつめは首を振った。

「やめた方がいいよ。森の中で五人も入り乱れたんじゃ、戦いにくくなる。それよりまずは奇き襲しゆうをかけて……隙すきを作った方が有利だと思う」

「なるほど、確かにな」

　背負っていた袋を地面に下ろす。結ゆわえられていた上部を紐ひも解き、中身を取り出した。

　棗の背丈とほぼ同じ大きさの──弓ゆみ。

　名を『あぎょうの琴こと』という。

「枯葉、これ」

　それから、もうひとつ。準備していたものを枯葉に渡す。

「む？　なんだこれは」

　ヘッドフォンだった。

「こうやって、耳に着けて」

　同じものもうひとつ。自分で装着し、枯葉に真ま似ねさせる。

「ちょっと待って。……はい、オッケー」

　基部にあるスイッチを入れると、枯葉の表情が変わった。

「どうしたことだ、音が遠くなったぞ!?」

「そんな驚かなくていいから……ちょっと、動かないで」

　ノイズキャンセリング機能を不思議がっている枯かれ葉はを制しつつ、クリップ型の音楽プレイヤーをふたつ、それぞれのヘッドフォンに接続する。

　自分のはシャツのポケットに、枯葉の方は着物の襟えりに挟はさんでやった。
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「……大丈夫かな……驚かないでよ？」

　枯葉のプレイヤーの、再生ボタンを押す。

「おお、音楽が流れてきた！」

「あんたつくづく、どんだけ世せ間けん知らずなのよ……」

「ろっくだ。どあーずだ」

「わざわざＣＤ買ってきて落としたんだから感謝しなさいよ。ホントは石川さゆりがよかったんだけど……演歌じゃ、音の隙すき間まが大きいのよね」

　残念そうに言う棗なつめを無視して、枯葉は嬉うれしそうだった。

「ちぇいさーぷらじゃーへー♪」

「歌ってるよ……」

「どがーてらじゃーぜー♪」

「踊り始めたし」

「しぇいななー、にゃにゃーにゃー♪」

「英語言えてないし。てか、適当だし……」

「ぶれーこん、すーにゃにゃにゃにゃーにゃー♪」

「……しばらく放っとこ」

　ノリノリになってしまった枯葉を無視し、棗は自分のヘッドフォンを片耳だけ外す。

　携帯電話を取り出して、霧きり沢さわ景けい介すけの番号を呼び出した。

「さて……まだ生きてるかな、あいつ」
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「……おい、無事か!?」

　抱きかかえた型かた羽はを揺ゆり動かしながら、景介は乱れた息を必死で整えていた。

　まだ心臓が暴れ回っている。両手の指が痺しびれて、身体からだが宙に浮いているようだ。

　まったくはらはらした。どうにかなってよかった。

　我ながら、よくもまあ上う手まくいったものだと思う。

　型羽と巳み代よ、通つ夜や子こが戦っているのを遠くから窺うかがいつつ周囲をゆっくりと回り、ちまちまと準備をし──そろそろ行くかと心を落ち着かせていた時に、異変は起きた。

　それまで順調にふたりを翻ほん弄ろうしていた型かた羽はが、巳み代よの鞭むちに足を絡からめ取られたのだ。

　木と地面に叩たたき付けられ、挙げ句足首まで切断され、大いに焦あせった景けい介すけは咄とつ嗟さに行動を開始した。頭の中で何度も繰り返したシミュレーションはどこかへ吹き飛び、無我夢中だった。

『かみらの枝えだ』で傷を付けて回った常緑樹たち。

　それらから葉を切り離し、巳代と通つ夜や子こに殺到させ、纏まとわりつかせる。

　作戦は成功した。突然の目くらましに不意を打たれたふたりは、同時に飛び出した景介に反応できなかった。かくして景介はどうにか無事に型羽を抱えてその場を離脱し、今はふたりから隠れて茂み越しに身を潜ひそませている。

「けいすけ……おにいさま」

　驚いた表情でこっちを見ている型羽をその場に下ろし、千切れた右足首を差し出す。

「これ、くっ付くのか？」

　一応ついでに拾ってきた。そこまで頭が回った自分を褒ほめてやりたい。

　とはいえ正直なところ、人体の一部を手に持っているというのはかなり気味が悪い。まったく、医者でもないのになんでこんな経験をしなけりゃならんのだと溜ため息いきを吐つく。

　型羽は無言で自分の足首を受け取り、切断面同士を繋つなぎ合わせた。傷がゆっくりと消えると、確かめるように靴先を数度、ひょこひょこと動かす。

「すげえな」

　枯かれ葉はの時もそうだったが、まるでＣＧでも見ているかのようで現実味がない。

「動けるか？　こういう傷治すのって、確か疲れるんだよな」

　詳くわしくは知らないうろ覚えの知識で問う。

　しかし、型羽は返事をしない。

　それどころか──こちらを上目遣いに、睨にらみ付けていた。

「……なぜですか」

　ぽつりと小さく、呟つぶやいた。

「なぜ、にげなかったのですか」

「悪かったよ。でもお前、あのままだったら……」

「そういうことではありません」

　景介は戸と惑まどう。

　彼女の瞳ひとみには、はっきりと敵意があった。景介に対する恨うらみの視線だった。

「わたしは、ほんけしゅごやくです。かれはおねえさまをまもるために、このみはそんざいします。おねえさまにあなたをまもれといわれたいじょう、それはわたしにとって、おねえさまをまもることとおなじです。……それなのに」

「……悪かった」

　たぶん、型羽にとってそれは、誇ほこりなのだろう。

　一いち族ぞくの本ほん家けを守しゆ護ごする。その仕事を果たせなかった自分を悔くいているのか。

「それなのに……なんで」

　だが景けい介すけの予想と裏腹に、型かた羽はの怒いかりは別のところへ向き始める。

「なんで、にんげんに。……どうして、わたしは。にんげんなんかに……！」

　睨にらみ付けていた視線が俯うつむく。

　目尻に涙が溜たまっているのに景介は気付いた。

「お前……」

　護まもるべき存在に護られてしまったという無力感。

　言うことを聞かなかった景介に対する怒り。

　それらを繋つなげるのは、護るべき存在が憎にくむべき存在であるという──矛む盾じゆん。

　型羽は、声を詰まらせ、吐はき捨てた。

「わたしは、にんげんなんかに、たすけてほしく……なかった！」

　八つ当たりに近い、感情の飽和だった。

「なんで！」

　小柄な身体からだからは考えられないほど悲痛な声。

「なんで、にんげんが！　にんげんなんかがっ！」

　その怒りは、哀しみは、景介にも理解できる。

　型羽にとって人間とはたぶん、元の身体の持ち主に消えない傷を付けた悪意、そのものだ。決して気を許してはいけない存在であり、もっと言えば、敵。そんなものに助けられてしまった自分が許せず、助けた景介も許せないのだろう。

　でも。

　理解できるからといって、同情できるからといって。

　はいそうですかごめんなさいと謝るほど、景介は人間ができていない。

「おい……ふざけんな、ガキ」

　演技のつもりだったが、自分でも驚くほどに低い声が出た。

　どうやら本当に、軽く苛いら立だっているらしい。

「黙だまって聞いてりゃぐちぐちぐちぐち。うるせえんだよ」

「……え」

　型羽が呆ぼう然ぜんとする。まさか景介が怒るとは思ってもみなかったのだろう。

　実感した。そういう想像力が働かない程度に、こいつは子供なんだ。

「いいか、よく聞け。俺おれがお前を助けたのはな、別にお前のためなんかじゃねえよ。単に見捨てるのは気分が悪かったってだけだ。お前みたいなガキに護られながらほいほい逃げ出す自分に我慢がならなかっただけだ。その辺勘違いすんなアホ」

　型羽の頭を掴つかむ。そのままわしゃわしゃと揺ゆする。

　──こんな、片手で余るほど小さな頭で、何を思い詰めてやがる。

「なにが人間だ。なにが一いち族ぞくだ。……人間だの一族だのと種族の違いを気にする前に、てめえはただのガキなんだよ。子供は子供らしくしやがれ！　可愛かわいくねえんだよ！」

「な……な」

　口をぽかんと開けた型かた羽はが、やがてわなわなと震え始める。

　視線を細め、眉まゆをしかめ、唇くちびるを剥むき出しに。

　さっきまでとは別種の──恐らくは憎にくしみを混じらせない、純粋な怒いかりで、叫さけんだ。

「なにががきですかっ。わたしはもうおとなです！」

　だから景けい介すけは、皮肉な笑えみを浮かべてやる。

「ほーら。そうやってムキになってるのがガキだってんだよ。だいたい、ちょっと喪も着ぎやったからって調子に乗ってんじゃねえ。喪着を済ませたら大人おとな？　は、儀式ひとつで大人になれてりゃ世話ねえんだよ。それだったら、中学一年の時に遊園地でバンジージャンプ体験した俺おれも大人か？　お前より年上の俺がまだ子供なんだから、お前もガキだ。はい決定」

「かってにけっていしないでください！　にんげんに、もぎのなにがわかるんですかっ」

「化け物にバンジージャンプの何がわかる。あれは恐こええんだぞ？　施設が整備不良だったら死ぬんだぞ？　喪着じゃ死なねえだろ。だからこっちの勝ちだ」

　どうせこいつは枯かれ葉はと同じ世せ間けん知らずだ。適当言ってもバレやしない。

「に、にんげんのくせに……！」

　景介に食って掛かる型羽の表情は、もう恨うらみや憎しみを忘れていた。

　──ま、いいか、今はこれで。

　と、安あん堵どしたのと同時、ポケットの中で振動がある。

「……ちょっと待て、電話だ」

「でんわとかかんけいありません。はなしはまだおわってませんっ」

「え、携帯、もしかして持ってないのお前？　大人はみんな持ってんだぞー？」

「くっ……くやしくなんか！」

　強引な理屈で型羽を黙だまらせると、景介は電話を取り出した。

　着信は当然、木こ陰かげ野のだ。

「もしもし？」

『霧きり沢さわ？　無事？』

「ああ、どうにか。型羽も一いつ緒しよだ」

　今の言い争いで見付かってしまっているかもしれない。実は既に包囲されていて、今にも「出てこい」なんて言われたらどうしよう。そんな不安を不意に覚え、早口に言った。

「とりあえずは隠れてる。でも、やばいかもしれん」

『そう、型羽も一緒なのね。……好都合』

　木こ陰かげ野のは、安あん堵どの声を洩もらし、

『いい、よく聞いて。あたしが電話を切ってから、十……いや十五。十五秒だけ、耳を塞ふさいでて。霧きり沢さわだけじゃなくて型かた羽はも。型羽には「あぎょうを弾ひく」って言えば伝わる』

「ちょっと待て」

　景けい介すけは電話を耳から離し、未だに不ふ機き嫌げんそうな顔の型羽に顔を向ける。

　声をひそめ、

「『あぎょうを弾く』だそうだ」

「わかりました」

　型羽の返事を聞いて、再び電話へ。

「で、どうすればいいんだ？」

『すぐあたしたちが行くから。その後のことは……その時に』

「わかった」

『じゃあ、切るから。耳、絶対に塞いでね』

　通話が切れた。

　指示の意味がまったくわからないが、言うことを聞いておいた方がいいだろう。景介は携帯をポケットに突っ込むと、両耳を手で覆った。型羽も無言でそれに続く。
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　木陰野棗なつめは電話を切ると、外していたヘッドフォンを装着し、音楽を再生した。

　枯かれ葉はの方を向く。楽しそうに踊っているのを引っ掴つかみ、音量を大幅に上げる。

「棗、これはちょっとうるさ過ぎる」

「聞こえたら困るでしょ」

　文句を言うのを適当にあしらいつつ、

「……さて」

　弓ゆみ──『あぎょうの琴こと』を、構えた。

　ただしそこに、矢は番つがえていない。

　蔵ぞう物ぶつ『あぎょうの琴』。弓の形状をしているが、それは正確には名の通り、琴だ。

　上、虚こ空くうに向けて、矢のない弓を引き絞しぼる。

「喰くい千切れ、吽うん形ぎよう。……右腕」

　弓に言い聞かせるように呟つぶやき、そして。

　弦げんを離した振動で、甲かん高だかい、まるで犬の遠とお吠ぼえのような音が──辺りに谺こだました。
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　電話を切ってから五秒の後。手で遮さえぎった耳に、なにか妙みような音を景けい介すけは微かすかに聞く。

　鋭い痛みが右腕に走ったのは、それと同時だった。

「いいい痛ってええ！」

　突然のことに思わず叫さけび、耳から手を離して腕を押さえる。

　慌あわてて袖を捲まくった。何もない。

　ひょっとして蜂はちにでも刺されたのかと矯ためつ眇すがめつしていると、

「ちゃんとふさいでおかないからです、このまぬけとんちき」

　何な故ぜか上から目線で、型かた羽はがにやりとしていた。

「……誰が間抜けだよ。今の何だ？」

　まだ残る痛みに腕をさすりつつ、問う。が、

「せつめいしているひまはありません」

　型羽は既に、臨戦態勢に入っていた。

「わたしはいきます」

　身構え、止める間もなく飛び出す。

「おい、待……」

　追って、茂みから出る。既に型羽の姿はどこにもない。茂みの向こうで揺ゆれている枝を見付け、あれを足場に飛んでいきでもしたのかと予想しつつ走ると、

「……と」

　森の奥に、型羽と──巳み代よの姿が、あった。

　景介は慌あわてて立ち止まる。さすがに自分が見付かると型羽に不利だ。

　だが、覗のぞき見る限り、型羽の方が有利に立っている様子がある。

「……ふざ、っけんなよ、てめえら……」

　苦にが々にがしげに型羽を睨にらむ巳代は、右腕を押さえている。いや──違う。

　右腕が、中途からなかった。

　切断したというよりも、引き千切ったような無む惨ざんな傷きず痕あと。脇わきの下を鞭むちで縛しばり血流を止めようとしているが、それでもゆっくりと、傷からは赤い雫しずくが溢あふれている。

　一方で型羽は、手に嵌はめた鉄てつ爪そうの先にその右腕を引っ掛けて弄もてあそんでいた。

　奇き襲しゆうをかけて巳代の腕を奪ったのだろうか？　そう考えかけて、さっきの自分の腕の痛みを思い出す。未だに衝しよう撃げきの残ざん滓しがあるのは、巳代と同じ、右の腕。

　──木こ陰かげ野のが、何かしたのか。

　耳を塞ふさげという指示。犬の遠とお吠ぼえのような音。『ちゃんとふさいでおかないからです』という型かた羽はの嘲ちよう笑しよう。景けい介すけの中で一連の出来事が繋つながる。

　恐らくは、音を鳴らし、それを聞いた者に対して無差別に傷を与える蔵ぞう物ぶつだろう。強く耳を塞ふさいでいた型羽は無傷だった。ちゃんと塞がなかった景介は激痛を食らった。

　だが、まともに聞いた巳み代よは──腕を、もぎ取られた。

　ぞっとする。というか、もっとちゃんと説明しとけあのアホ。

　ともあれ、状況はやや好転したらしい。

「おい、それ返せ、クソガキ」

　巳代が殺意の込められた隻せき眼がんで、型羽を睨にらみ付けている。

「くそがきなどといわれて、すなおにかえすとでも？」

　型羽は不敵な笑えみを浮かべ、

「まあ、すなおじゃなくていいのであれば……」

　いきなり巳代に背中を見せるとメジャー級の勢いで、

「……おかえしします」

　鉄てつ爪そうで引っ掛けていた腕を──木々の向こうへ、ぶん投げた。

「てめえ、何てことしやがるっ！」

　飛んでいった腕を拾いに走ろうとする巳代を、型羽は逃がさない。

「どこへいくのですか？」

「……っ！」

　行く手を塞ふさぎ立ちはだかり、強烈な回し蹴げりを頭部に叩たたき込む。

　よろめいて倒れる巳代を更に追つい撃げき。今度は鉄爪をそのまま、仰あお向けになった身体からだの腹部へ。

「が、ぶ！」

　ごぼ、と。悲鳴とともに巳代の口から血が漏もれる。

　爪つめを肚はらから引き抜くと足で喉のどを踏ふみ付け、身体を反転させて腕を振りかぶる。

　今度は、

「さっきの、おれいです」

「が、ぐ、で、めえ！　……ああっ！」

　景介は思わず顔をしかめ、目を逸そらした。

　一度。二度。三度。ストッキングごと肉を裂き骨を砕くだく音が鈍にぶく聞こえ、

「う、あああああ！」

　ひと際きわ甲かん高だかい絶ぜつ叫きようの後──景介の横、草むらに、何かが落ちる音がする。

　拾って確かめる勇気はなかったが、恐らくは巳代の足首から先だろう。

「……ふん」

　返り血を浴びて病院着を赤く濡ぬらした型羽はつまらなさそうに鼻で笑う。立ち上がり、苦く悶もんの表情を浮かべている巳代を冷然と見下ろした。

　腹部に、片足、片手。

　幾ら一いち族ぞくの生命力が強いといっても、もはや戦えるような怪け我がではない。

「あなたのまけです。みよおねえさま」

　年齢に似合わない口調で、型かた羽はは勝利を宣言する。

「さいごになにかいいのこすことは、ありますか？」
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　腹部目掛けて突き入れられた拳こぶしを躱かわし、枯かれ葉はは小こ太だ刀ちを相手の首へと振り下ろす。

　身を捩よじって避けた通つ夜や子こは、そのまま身体からだを沈めて足払いをかけた。

　背後へ跳ちよう躍やくし、距離を取る枯葉。何度めかの打ち合いだったが互いに決め手はない。

「ふん。腕は鈍にぶっておらんようだな」

　にやりと笑えんだ枯葉に、通夜子は表情を変えない。返事もしない。

　ただ、眼鏡めがねの位置を僅わずかに直し、泰たい然ぜんと佇たたずむ。

「久しぶりだというのにつれない奴やつだ」

　型羽が、巳代を組み伏せたのと丁度同じ頃。

　枯葉は通夜子を発見し、奇き襲しゆうを仕掛けていた。隠れている景けい介すけと型羽を捜すため彼女たちも二手に別れていたのが幸いし、上う手まく勢力を分断できたようだ。

　ただ、運の悪いことに『あぎょうの琴こと』で傷付けたはずの通夜子の右腕は、既に回復していた。彼女が傷を癒いやす前に攻こう撃げきできなかったのは、距離が離れていたのが原因だ。

　通夜子が枯葉を睨にらみ付けたまま、口を開いた。

「……『つうれん』は？」

　単語だけで問う。

「ここにはない。残念だがな」

「そう」

「安心したか？　妾わたしが『つうれん』を持っていたら、お前は今頃死んでいた」

「御ご託たくはいいわ」

「……通夜子」

　再び身構えたのを制するように、枯葉は彼女の名を呼ぶ。

「お前、何な故ぜ……そちらにいる？」

「あなたには関係ない」

「騒さわぎの中心にいる妾を捕まえて『関係ない』はなかろう」

　冷淡な拒絶を一いつ笑しように付ふし、更に問い掛けた。

「お前は、棗なつめと同じ……人の里で暮らしてきた身だ。それが人に仇あだなしてなんとする？　それとも歩ほ摘づみのように、人と暮らすうちに人が憎にくくなったか」

　返事はない。が、枯かれ葉はは構わない。

「棗なつめが歎なげいていたぞ。お前たち、睦むつまじかったはずだ」

「なっちゃん……棗は、そちら側についたのね」

　枯葉が棗の名を出してようやく、通つ夜や子この口から感情らしきものが垣かい間ま見える。

　ただしそれは、怒いかりか哀しみか。感情の正体は本人にしかわからない。

「今の私には、関係ないわ」

「ふん。関係ない、か。便利な言葉だ。関わらねば悩まずに済むものな」

　枯葉は苛いら立だたしげに吐はき捨てる。

「妾わたしは、今でも悩んでいる。お前をここで斃たおしていいものかどうか」

「斃す？　……無理ね」

「稽けい古こではいつも互角だった。実戦ではどうかな？」

「あなたにはこれが見えないの？」

　通夜子は左腕をかざす。そこに嵌はめられているのは『かしゃ狂ぐるい』。

「そんなものをこんな場所で使うほど、お前は堕おちてはいまい」

『かしゃ狂い』は、火を起こす蔵ぞう物ぶつだ。こんな森の中で使えば、必然的に山火事となる。

「どうかしら」

「やってみるか？　そうすれば妾も棗も、お前を遠慮なく見下げ果てることができる」

　ぴくり、と、僅わずかに通夜子の身体からだが動いた。

　自分の言葉に動どう揺ようしたと判断したのか、枯葉が小こ太だ刀ちを構え、一歩を踏ふみ出そうとする。

　が──、

「枯葉」

　通夜子は、その日初めて。

　唇くちびるの端はしを僅かに歪ゆがめ、薄く、ほんの薄く──微び笑しようした。

「あなたは、私のことを何も知らない」

「通夜子、貴様、何を……」

「そして、この『かしゃ狂い』のことも……何も知らない」

　直後。

「──捲け」

　通夜子の発したひと言で、唐とう突とつに。

　左腕の『かしゃ狂い』を構成する紐ひもの数本がまるで蔦つたのように伸び、竜巻状となって通夜子の身体を囲い、舞う。同時に灯ともる、燐りん。

　発火。

「な……っ!?」

　炎の帯が通つ夜や子この周囲に展開した。帯同士はすぐに繋つながり壁となり、枯かれ葉はの視界を遮さえぎる。

「正気か、通夜子！」

　枯葉が叫さけぶも、向こうに見える影は応えない。

　代わりに呼ばれたのは、

「……棗なつめ！」

　茂みの向こう、『あぎょうの琴こと』を構えつつ隠れて様子を窺うかがっていた、木こ陰かげ野の棗だった。

「通夜子……さん」

　呆ぼう然ぜんとする棗に、鋭い──けれどどこか寂しげな声が届く。

「あなたも同じ。私のことを、何も知らない」

「え……」

　訣けつ別べつに等しい、冷たい言葉だった。

　炎の壁の向こうにある人影が、遠ざかっていく。

「待て、まだ話は……」

「通夜子さん、待って！」

　枯葉と棗の叫さけびにもやはり返事はない。

　枯葉は後を追おうとするも、激しい炎に阻はばまれて叶かなわない。やがて炎の帯が勢いを弱め、酸素をすべて喰くらい尽くして消えた時にはもう、通夜子の姿はその場所から消えていた。

　周囲の木々には草木一本に至るまで──焦こげ跡ひとつなかった。
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「さいごになにかいいのこすことは、ありますか？」

　巳み代よを見下ろした型かた羽はが、冷たく言い放つ。片腕と片足を奪われて動けない巳代は苦く悶もんに顔を歪ゆがめたまま、やがて諦あきらめたように息を吐はいた。

「恋人がいるのよ。知ってるでしょ？　……そいつに、形見を頼みたい」

「わかりました」

　型羽は素直に頷うなずく。こんな女に彼氏がいるという事実に景けい介すけは驚くが、ひょっとしたら男の前では猫ねこをかぶっているのかもしれない。

　恐い女だ、と心中で肩を竦すくめて、しかし同時、心の中に疑問が湧わきあがってくる。

　──これで……いいのか？

　今、景介の目の前で、人がひとり殺されようとしているのだ。

　もちろん正確には人ではない。それにこいつは枯葉の、自分の命を狙ねらっている。だから常識的に考えれば死んでくれた方がありがたくさえある。でも。

　誰かが死ぬ。それも、殺される。

　その現実は、つい一週間前までごく普通に生きてきた景けい介すけにとって、あまりに重い。

　型かた羽はを止めた方がいいのではないか。これだけ痛めつければもう充分なのではないか。何より、型羽に──あんな小さな女の子に、人殺しなんてことをさせてもいいのか。

　景介は逡しゆん巡じゆんし、せめて話をしようと一歩を踏ふみ出した。

　巳み代よが、震える手、残された左手で右目の眼帯を取った。

「これを渡して。それから、あいつは私が何をしてるかを知らないんだ。できれば……」

「ししゃにたいするなさけくらいはもっています」

　あくまで真剣な眼めをしたまま、型羽は頷うなずいた。

　だから茂みを掻かき分け、声を掛けようと息を吸う。

　その時、だった。

「……っ、……？」

　眼帯を受け取ろうと手を伸ばした型羽が、不意に小さな悲鳴をあげた。

　その中途半端な姿勢のまま、動きが止まる。

「そ、れ、……は、」

　声は途切れ途切れだ。見れば、身体からだが細かく震えている。

　景介は唐とう突とつな異変に目を見開く。

　もしかしてこれは、動きが止まったのではなく……動けない？

「く、く」

　代わりに巳代の口から、短い嬌きよう声せいが洩もれた。

「くく、はははは！　ひゃははははは！」

　それはすぐに、甲かん高だかい──下げ卑びた哄こう笑しようへと変わる。

「まったく甘ちゃんだねあんたは！　ガキが調子に乗っていっぱしの戦士気取りか？　舐なめてんじゃないよ。恋人に形見分け？　誰がそんな、男みたいな莫ば迦かなことするか！」

　ゆっくりと巳代が立ち上がった。踝くるぶしから先のない片足を庇かばいながらも、嬉うれしそうに。

　そこでようやく、巳代の顔が正面から見え、景介はそれに気付く。

　眼帯を外した目。

　そこには、普通の眼球も、空洞もなかった。

　欠落した右目の虚うろに嵌はめ込むようにして、真っ青な、宝石のようなものが──嵌はまっている。

「から、ば、の……ま、がん……！」

「ああ、そうだよ。……我が『じるき』の蔵ぞう物ぶつ」

　巳代は指先で、型羽の額ひたいをちょん、と押す。

　がくん、と。

　それだけで型羽はその場に、崩れ落ちるように腰を落とした。

「この前の枯かれ葉はには通じなかったけど、やっぱりあんたには効果覿てき面めんだねえ」

　巳み代よが嗤わらう。

「動けない？　動けないだろ？　そして、恐いだろ？　恐いから動けないんだよ。あんたの心の中の恐れが、あんたの身体からだを縛しばり付けてるんだ。それが『からばの魔ま眼がん』」

「く。ふ、か……く！」

「不覚？　違うね。確かに予期せずに見れば効果はでかい。けどな……こりゃ、単にてめえの心が弱っちいからだよ、ひはははははは！」

　──まずい。

　景けい介すけの全身に緊張が走った。

　さっきまで自分はなんて恍とぼけたことを考えていたんだろうと後悔する。

　この巳代という女は、まともではない。性根が捩ねじれて曲がっていた。こいつと比べれば性しよう悪わるなどと呼ばれる景介なんか可愛かわいい部類に入る。殺せる時に殺しておかないといずれ喉のど笛ぶえを掻かき切られる──獣けものよりも厄やつ介かいな存在だ。

　そういう意味では型かた羽はも確かに甘かったのだろう。形見だなどという甘かん言げんに惑わされず、問答無用で止とどめを刺してしまえばこんなことにはならなかった。

　ただ、型羽を責める気にはならない。責められる訳がない。

　責められるべきはただひとり。目の前の、この腐れ女だ。

「さ、私はあんたの遺ゆい言ごんなんて聞く気はないよ。ちゃっちゃと……死ね」

　巳代が、左腕を強く突き出した。袖の奥から細長い短刀が飛び出し、それを手に握る。

「ま、こんな鉄の塊かたまりでも、目から突っ込んで掻かき廻まわしゃ、逝いけるよ」

「あ、あ、……う……」

　動けない型羽の顎あごを摘つかみ、位置を調節し、突き立てようと身構える。

『かみらの枝えだ』を使っている暇ひまなど、もはやなかった。

「やめろこのボケっ！」

　景介は叫さけび、飛び出した。

　脱いだコートを腕に巻き付け、盾たてにして。

　相手は満まん身しん創そう痍いだ。自分相手でもどうにかなるかもしれない。

　そんな一いち縷るの希望と、それ以上の怒いかりで以もつて走り寄る。

「……ん？」

「っこの野郎ぁ！」

「なんだ、なんだなんだ婿むこ殿、そんなところにいましたかぁっ、と！」

　巳代が暗あん器きをこちらに向けて突いてきた。

　それをコートで受け止める。鋭い痛みが走るが、深く刺さってはいないだろう。

　相手の動きが止まったのを見計らい、反対側の拳こぶしを握った。

　とにかくどうでもいい、まずは一発ぶん殴なぐる。そうすればどうにか隙すきも生まれる。

「……あんたさ」

　──と、思っていた。

「ひょっとして、莫ば迦かなの？」

　相手の、嘲あざけるような残ざん酷こくな笑え顔がおを見るまでは。

「え」

　ぐらり。

　頭部に、強烈な衝しよう撃げきがあった。

　意識が一いつ瞬しゆんで断たち切られる。

「……あ」

「人間如ごときが、鈴すず鹿かを舐なめてんじゃないよ」

　巳み代よがどんな顔でその科白せりふを言ったのかはわからなかった。暗あん器きを手放した巳代が顎あごを打った──その事実も理解できないままに、景けい介すけはその場に崩れ落ちた。
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　自分を助けに来た霧きり沢さわ景介が一瞬でその場に倒れるのを、型かた羽ははどうすることもできずにただ眺ながめていた。身体からだを必死で動かそうとするも、手足の先が震えるだけでその先が続かない。

「さて、と」

　横たわる景介の身体と、それから腰を抜かした型羽を交互に見、巳代は唇くちびるの端はしを歪ゆがめる。

「どうするかね……」

　思案する巳代の背後から、藪やぶを掻かき分ける音がある。

「通つ夜や子こか」

　巳代が言って、身体ごと振り返った。

「撤退する」

　頷うなずきもせずに、通夜子は用件だけを告げる。

「はあ？」

　それに対し、あからさまに不ふ機き嫌げんそうな顔をして、

「撤退？　舐なめてんの？　こっちは見ての通り殆ほとんど勝ちだってのに」

「それの、どこが？」

　巳代の全身を眺ながめ、冷淡に通夜子が言い放った。

「あなたは満まん身しん創そう痍い。もうすぐ枯かれ葉はと棗なつめも来るわ」

「あのふたりに追われてまんまと逃げてきたっての？　冗談じゃない」

「冗談じゃないのは、あなたの意見よ」

　薄く溜ため息いきを吐つき、

「片腕、片足は行方ゆくえ知れず。治ち癒ゆもできない。それでどうするつもり？」

「勝てるだろうが。あんたの『かしゃ狂ぐるい』があれば」

「私はね。……でも、あなたはどうかしら」

　事実を指摘され、巳み代よはち、と舌打ちした。

「向こうはまず、弱ったあなたを狙ねらってくる。あなたは確実に死ぬわ。型かた羽はやその彼を人質に取ったとしてもその場しのぎね。それに……私はあなたの身を護まもる気はない」

「……てめえ」

「あなたもわかってるでしょう？　私はあなたに協力しないわ」

　巳代が、殺気を込めて通つ夜や子こを睨にらみ付ける。通夜子もまたその視線をこともなげに受け止め、臆することなく見詰め返す。そのまま数秒、まるで今にも殺し合いが始まりそうな空気がその場に満ちた後──視線を外したのは巳代の方だった。
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「わーったよ。ま、目標は達成したから我慢してやる」

　肩の力を抜き、足あし許もとに転がっている景けい介すけを睥へい睨げいする。

「お前が運びな。私はなにせ満まん身しん創そう痍いだからね」

　皮肉めいた笑えみを浮かべる巳代に通夜子は頷うなずきもせず、景介を抱え上げる。

「さて。じゃ、帰りますかね……いけ好かないお姫さまのところに」

　景介を担かついだ通夜子が踵きびすを返す。巳代は器用にバランスを取りつつ、片足でそれに続く。

「ま、て……！」

　ふたりの背中に、型かた羽はが震える声をあげた。

「あー、その硬直、あと十分もしたら勝手に解けるから。命拾いしたねえ、型羽ちゃん」

「けいすけ、おにいさま、を、どこ、に……」

「……今夜九時。美術室」

　文章を読み上げるような無感情さでそう言ったのは通つ夜や子こだった。

「霧きり沢さわ景けい介すけの命を『つうれん』と交換する。……そう伝えなさい」

　それだけを告げると、再びふたりは木々の向こうへ去っていく。

「ま、て！　まっ、て、つや……」

　必死の制止は、彼女たちの歩みを止めない。

　景介が連れ去られるのを、型羽は動けずに、ただ見送ることしかできなかった。
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　景けい介すけが意識を取り戻したのは、それから三時間ほど経たった昼過ぎのことだった。

　目を覚ました瞬しゆん間かん、またかよ、とぼんやりと思った。

　先週も気を失い、目覚めたら見知らぬ場所だった。それまでは生まれてこの方気絶なんて体験したことがなかったのに、こんな立て続けに二度もだ。ひょっとしたら鈴すず鹿かの一いち族ぞくに関わる限り、週一のペースで失神し続ける羽目になるんじゃなかろうか。

　とはいえ、軽く考えている場合ではない。

　意識がはっきりし、思考も明めい瞭りようになってきたので周囲を確認する。

　暗い。それから、埃ほこりっぽい。

　幸いなことに、意識を失う前のことははっきり覚えていた。巳み代よに対して襲おそい掛かったはいいが、あっさりと昏こん倒とうさせられたのだ。──心底、間抜け極きわまりない。

　まだ生きていることと、迷まよい家がで目覚めたのではないということから、どうやら拉ら致ちされたらしいと判断する。と、腕に痛みを覚えた。シャツの袖を捲まくってみると巳代に刺された傷口にはご丁寧に包帯が巻かれてある。手当てされているということは向こうに殺すつもりはないらしい。枯かれ葉はたちが無事かどうかも気になった。特に型かた羽はが心配だ。

　まずはここがどこかを確認し、その上でいろいろと考えなければならない。

　身体からだを起こす。四し肢しは縛しばられていない。

　目を凝こらす。暗くら闇やみの中に、周囲の輪郭が見えた。

　部屋は狭せまい。左右に棚がある。そこにアクリルボックスが幾つも収まっている。

　壁に立て掛けられている四角い木枠はイーゼルだ。白い人影が目に入り一いつ瞬しゆんどきりとするが、頭部と肩までしかない石せつ膏こう像だった。

　目に入った道具類はあまりに特徴的だった。

　察するに、いや、明らかにここは──。

「……おい」

　悟さとった瞬間、怒いかりが込み上げてきた。

　同時に湧わき起こるのは、不快感。

　冗談じゃない。本気でふざけている。

　こんなことを考えそうな奴やつは──景介の知る限りひとりしかいない。

　立ち上がった。足あし許もとが多少ふらついたが無視する。ポケットを探さぐるが携帯電話は見当たらない。『かみらの枝えだ』も同様だ。腰の皮かわ鞘ざやは空っぽだった。

　生身ひとつで不安もあるが、どうせどちらもたいした役に立ちはしまい。そんなことよりも、とにかくこの胸のむかつきを言葉にして相手にぶつけたい。

　景けい介すけは部屋を歩き、隅にあった扉を開ける。

　案の定、白しら州す高校の美術室。

　椅い子すひとつを除いて机と椅子はすべて片付けられ、窓のカーテンも閉められている。

　そして教室の中心、一週間前に灰はい原はらが倒れていた、丁度その辺りに──、

「あら、起きたの？　おはよう」

「おはようじゃねえ、ふざけんな。……どういうつもりだ」

　ご丁寧にも、制服姿。

　ひとつだけ置かれた椅子に座って、秋あき津つ依い紗さ子こが微笑ほほえんでいた。
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「いきなり『ふざけんな』って、酷ひどいなあ。一週間ぶりなのよ？」

　それは、最後に会った時と変わらない顔であり、口調だった。

　景介の敵意など無視して、ひらひらと手を振ってくる。

「でも、相変わらずで安心したわ」

「たかだか一週間でそうそう人が変わってたまるか。……お前とは違うんだよ」

　皮肉を返すが、秋津は揺ゆるがなかった。

「あら、私も同じ。何も変わってないわ。それは霧きり沢さわくんもわかってるんでしょ？」

　その通りだ。だからこそ得え体たいが知れない。

　景介はもう一度、さっき無視された質問をする。

「どういうつもりだ」

「やっぱり気になる？」

　ふふ、と小首を傾かしげた秋津の笑え顔がお。以前に──教室で普通に世せ間けん話をしていた頃に戻ったかのような錯覚を覚え、気分が悪くなった。感覚が狂いそうだ。せめてここが学校でなければと思うが、制服を着ていることも含め、すべて狙ねらってのことなのだろう。

　眉まゆをしかめつつ唇くちびるを咬かんでいると、

「ねえ、霧沢くん」

　秋津が立ち上がり、手を後ろに組んで顔を寄せ、こちらの瞳ひとみを覗のぞき込んで言った。

「今日きよう、なんの日か、覚えてる？」

　意味がわからない。

「あ、そうか。眠ってたもんね、ごめんなさい」

　黙だまっていると、得意げに人差し指を立てる。

「大丈夫。霧沢くんがここに来てから、まだそんなに経たってないわ。今日は、まだ今日よ」

　カーテンを閉め切っているとはいえ、外は明るかった。日が暮れてもいない。

「だから、ぎりぎり間に合ったって感じかな」

　目を見て話をされているのに、こちらの感情や意思はまったく無視されている。

　そのことに苛いら立だちを覚え──不意に。

「ちゃんと、約束……守れて、よかったわ」

　こいつが何を言っているのかに、気付いた。

　瞬しゆん間かん、頭が沸騰した。

「秋あき津つっ!!」

　女に暴力を振るう趣味はない。だが、我慢できなかった。

　景けい介すけは秋津の胸ぐらを思いきり掴つかむと、自分の方に引き寄せて力の限り睨にらみ付ける。

「お前……お前は！」

「やめてよ。痛いわ」

「ふざけるなっ！」

「殴なぐるの？」

　握っていた拳こぶしを指摘された。微かすかに残っていた理性によって思い止まる。

「……、なんで、俺おれを攫さらった？」

「一いつ緒しよに遊ぶためよ。約束したじゃない。日曜日に遊ぶ、って」

「御ご託たくはいいんだよ。それに……これ以上、そのことに触ふれるんじゃねえ」

　あれは、灰はい原はらとの約束だ。

　死んでしまったあいつのために計画したことだ。断じて秋津のためなんかじゃない。

　それを──摺すり替えるな。お前の存在で俺の記憶を踏ふみにじるな。

「お生あい憎にくさまだけどな、その約束はもう昨日きのう済ませたんだよ」

　拒絶するように秋津を突き飛ばしながら、景介は吐はき捨てた。

　秋津は数歩下がってよろめき、顔を俯うつむける。

「そんなの、ずるいわ。だって約束は今日きようのはずでしょう？　それに私が参加してなかったんですもの。無効よ」拗すねたように剥むくれ、こちらを睥へい睨げいする。

　視線に殺意や敵意はない。本当に、ただ機き嫌げんを悪くしただけに見えた。

　そのことが逆に薄気味悪い。

「……そんなに灰原さんのことが大事なのね。私よりも？」

「なんで俺なんだよ。男に飢えてるんなら荒あら木きにでも構ってもらえ」

　いつもの癖くせで皮肉を言い、直後後悔する。こいつなら本当に荒木をどうこうしかねない。

　が、景介の懸け念ねんとは裏腹に、返答は実にストレートだった。

「厭いやよ。私は霧きり沢さわくんがいいの」

　──おい残念だな荒木。どうやら秋津は俺にぞっこんらしいぞ。

　できるならば全力で譲ゆずってやりたいけどな。心中で軽口を叩たたくことで気を落ち着かせる。

　恐怖と怒いかりが錯さく綜そうして、そうでもしないとどうにかなってしまいそうだ。

　とはいえ、恐がっても怒ってもこいつに効果はないだろう。

　やっぱり殴なぐり掛かった方がいいのかもしれないと思案するが、こいつも鈴すず鹿かの一いち族ぞくだ。巳み代よの時のようにあっけなく昏こん倒とうさせられるか、下へ手たをすれば殺されるかもしれない。

　仕方ない。とりあえず話を合わせつつ、できる限り状況を聞き出そう。

　景けい介すけは、わざとらしく盛大に溜ため息いきを吐つくとその場に座り込んだ。

「あら、どうしたの？」

「諦あきらめた。もういい。どっちみち俺おれは逃げらんねえからな」

「なによ、その言い草。逃げるだなんて……」

　秋あき津つは眉まゆを寄せるが、すぐに無む邪じや気きな笑えみを浮かべ、

「でも、許してあげるわ。だって私、今日きようを楽しみにしてたんだもの」

　しゃがみ込んで、景介と視線を合わせてくる。

　腹を括くくり、

「わかったよ。付き合ってやる。……ところで、俺の携帯はどこ行った？　持ってるなら返してくれよ。遅くなるって親に連絡しなきゃいけないからな」

　冗談を装って問うと、

「ええ、通つ夜や子こさんに預かってもらってるわ。でも、今は駄だ目め」

　秋津も悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべる。

「私とのデート中に他の女の子とメールでもされたら悲しいしね」

　ただしこちらは、冗談か本気か今ひとつわからない。

「俺がそんな軽薄に見えるか？」

「どうだろう？　美人に誘われたらほいほい付いていっちゃいそう、かな？」

「失敬な。こう見えて、俺はけっこう一いち途ずなんだぞ」

「ええ、知ってるわ。だって、灰はい原はらさんに義理立てしてるくらいだしね」

　灰原の名を出され、思わず表情が険けわしくなった。

　秋津は動じず、

「でも、見てなさい？　きっと私に振り向かせてみせるから」

　上目遣いに挑戦するような笑え顔がおを向けてくる。

　言葉だけなら、青春ど真ん中一直線の甘い会話だった。

　美人とふたりきりでしかも嫉しつ妬とされているなんて状況、嬉うれしくて踊りそうだ。……こんな場所で、会話の裏に別の意味を持たせてさえいなければ。

　もういい、この際だ。尋きけるだけのことは尋いておこう。

「……日ひ崎ざきはどうしてる」

　問うと、屈くつ託たくのない表情が返ってきた。

「歩ほ摘づみちゃんのことが心配なの？　殺されそうになったくせに、人がいいのね」

「質問に答えろよ」

「大丈夫よ。まあ、元気とは言い難がたいけど」

　意味ありげな言葉に、自然、心臓が跳はねた。

「お前、あいつに何を……！」

「デート中に他の女の子の話なんてして欲しくないわ、私」

　景けい介すけが声を荒げるも、意に介さない。拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる。

「大丈夫、って言ったじゃない。でも……それ以上霧きり沢さわくんが無粋なことするんなら、私、歩摘ちゃんにも嫉しつ妬としちゃうかもしれないわ」

「……っ」

　日ひ崎ざきを殺す、と？

　暗にそんなことを言われれば黙だまらざるを得ない。景介は口を噤つぐみ、追及を断念した。

　だが、脅おどしてくるのであれば、今のところ殺されてはいないのだろう。無理矢理にでも信じることにした。そう前向きに考えなければ押し潰つぶされてしまいそうだ。

「あ、そうだ」

　と。いきなり秋あき津つが手を叩たたき、立ち上がった。

「霧沢くん、お腹なか減ってない？」

「いや、全然」

「私、お弁当作ってきたの」

　厭いやな予感がしたので即座に首を振ったのだが、完璧に無視された。

　秋津は踵きびすを返し教室の隅まで歩くと、置いてあったバッグを開けて中から包みを取り出す。

　大きさから見るに、重箱だった。

「……最悪だ」

「何か言った？」

「いや、何も」

　行楽地へのピクニックかと言わんばかりの重箱を抱え、戻ってくる秋津。勘弁してくれ。

「口に合うかどうか不安なんだけど……どうかな？」

　景介の目の前で包みが解かれる。三段重ねのすべてにぎっしりと盛りつけられたそれらは、サンドイッチ、唐揚げ、ウインナー、魚の煮付け、その他諸もろ々もろ。おまけにフルーツまで。

　驚くほど手の込んだ嫌いやがらせだった。

「はい、じゃあまずは、これ」

　秋津はサンドイッチを摘つまむと、景介の口くち許もとに近付けてくる。

「勘弁してくれよ。食欲がないんだ」

　見ただけで厭になる。が、

「はい、あーん」

　秋あき津つは景けい介すけの意思を無視して、サンドイッチを持つ手を動かそうとしない。
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　いつまで待っても状況は好転しない。やがて雰囲気に耐えかねたので、ひと口だけ齧かじった。

「どう、美お味いしい？」

　こんな状況で味なんかするか。

　昨夜の寄せ鍋と、朝のみそ汁が恋しくなった。

　棺かん奈なは料理が上う手まい。というか、こんな何を考えているのかさっぱりわからない女のサンドイッチより、死体が作った手料理の方が百万倍マシだ。

「じゃあ、次は……唐揚げなんかどう？」

「いや、もういい」

「はい、あーん」

　──ひょっとしたらこれは、新手の拷ごう問もんなのかもしれん。

　まさか毒入りなのかと思うが、毒を盛る理由もないだろう。殺すつもりならとうに実行されている。やはり、秋津の考えた茶番と見るのが妥だ当とうか。

　仕方なく唐揚げを頬ほお張る。やっぱり緊張のせいで味はよくわからない。

　秋津のその行為はそれから三回ほど続いた。サンドイッチから始まって、あらかたのメニューをひと口ずつ景介に食べさせたところで、ようやく終わる。

「こういうの、憧あこがれてたんだ」

　箸はしを置いた秋あき津つは、嬉うれしそうに笑った。

　実際はどうあれ、言葉に嘘うそはなさそうな顔だ。

　が──景けい介すけが彼女が何を考えているかを推測できたのは、やはりそこまでだった。

「どうだ？　感想は」

　溜ため息いき混じりに問うと、そのままの笑え顔がおで、

「あまり面白くはなかったかな」

　秋津は言い、重箱を再び重ね、包みで縛しばり、持って立ち上がり──、

「え……おい」

　教室の隅まで歩いていって、重箱そのものをゴミ箱へ無造作に放り捨てる。

「お前、何を……!?」

「どうしたの？　ひょっとしてまだ食べたかったかしら？」

「い……いや」

　平静を装っていた景介だったが、内心では逃げ出したくてたまらなくなった。

　秋津の行動がさっぱり読めない。豪勢な弁当を取り出してきたかと思えば景介に食べさせ、大半が手つかずだというのに飽きたとゴミ箱へ捨てる。もしかして本当に『男に手料理を食べさせる』というのをやってみたかっただけなのだろうか？

　ふたりきりでいることが我慢ならない。つい一週間前まではごく普通に話をしていたクラスメイトなのに、恐くてたまらない。この存在の得え体たいが知れない。

　と、美術室の扉がノックされた。

　思わず身体からだを震わせる景介だが、同時に内心で安あん堵どもする。

　この場にふたりだけという状況より、誰でもいい、誰かいてくれた方がマシだ。

「どうぞ」

　応えた秋津の声とともに扉が開く。

　肩口で切り揃そろえられた髪に、眼鏡めがねの奥にある鋭い視線。

　通つ夜や子こだった。

「巳み代よが『まだか』と言っている」

　彼女は扉を開けるなり、無愛想な声で言った。

「あら、そうなの？　じゃ、連れてきておいてくれる？　私、取ってくるから」

　応えた秋津は景介の方を向き、

「霧きり沢さわくん、ちょっと待っててね」

　と、またしても感情の読めない笑顔を見せた。

　入れ替わりに、今度は秋津が美術室を出て行く。残った通夜子は扉の横に立ち、景介を無視して文庫本を読み始めた。こっちに注意を払う様子はないくせに隙すきも見当たらない。さりとて話し掛けても返事をくれるとは思えず、景けい介すけも沈ちん黙もくに付き合うことにした。

　一分ほど無言の状態が続いただろうか。

「いつまで待たせるつもりだよ、あの小こ娘むすめ……」

　やがて、愚ぐ痴ちめいたぼやきとともに。

　景介を気絶させた張本人──巳み代よが、やってきた。

「あら、起きたか、間抜けなお婿むこさん。どうよ？　お友達が死んだ場所に監禁された感想は」

「……っ！」

　景介の顔を見るなり余裕の表情で言ってきた巳代を睨にらみ、反射的に身を乗り出す。

「あら、威勢がいいのね。巳代、こわーい」

　返ってきたのはきゃらきゃらとした嘲ちよう笑しよう。完全に舐なめられていた。

　見ると、彼女は森で戦った時のまま、片腕と片足が欠損している。傷口には包帯が巻かれており、足の方には歩くためか、木の棒を加工しただけの簡単な義足が取り付けられていた。

　切れた手足は繋つながりこそすれ、生えてくるという訳ではないらしい。

　相手は未だ満まん身しん創そう痍い。そんな奴やつに小こ馬ば鹿かにされることが苛いら立だたしくてたまらなかった。もっともこの状態の巳代に掴つかみ掛かって行ってあっさり昏こん倒とうさせられたのも事実。秋あき津つや通つ夜や子こもいる今、力尽くで状況を打破できる可能性はまったくないだろう。

　まあ、秋津とふたりきりの時よりはまだやり易やすいと思う。もちろん──向こうが暴力を使ってこないというのを前提にすればの話だが。

「巳代……だったか。傷は痛まないのか？」

　景介はひとまず、ジャブを放ってみることにした。

「もう、先輩なんだから敬語使って欲しいって言ったのに、悲しいなー」

「あいにく帰宅部なんでね。上下関係に慣れてないんだよ」

「あらあら、まったく生意気な子。あの本ほん家けのお莫ば迦かとそっくりよ。似たもの夫婦ねっ」

「あんたに好かれようとは思っちゃいない。……型かた羽ははどうした？」

「きみ、あのガキんちょのことが気になるのぉ？　そっか、そうだよねっ。なにせ慌あわてて助けに出てきたくらいだもん……役に立ちもしないのにさあ」

　軽薄を装った、人を食った口調。

　こちらはこちらで、話をしているとムカムカしてくる。まったく、繁はん栄えい派はというのはどいつもこいつも人を不安にさせたり苛々させたり、そんな奴やつらばかりなのだろうか。

　四し面めん楚そ歌かのこの状況で逆に危機感が麻ま痺ひしてしまったのかもしれない。

　景介は皮肉げな笑えみを相手に浮かべ、勢いに任せて言った。

「型羽は無事か、って尋きいてるんですけど、聞こえませんでしたかね、先輩？」

　いつもの性しよう悪わるな口調を、心がけて大おお袈げ裟さに。

「あ、そうだ。ひょっとして型羽に鼓こ膜まくまでやられてましたか？　いやあ、すいません。まさかあんな子供にそこまで痛めつけられてたとは思ってなくて」

　挑発すると、巳み代よの隻せき眼がんに、ぞっとするほどの殺気が込められた。

「ふぅん。なかなか言うね、きみ。面白いよ。素敵だねっ。……殺されてえのか？」

　スイッチが切り替わったように変わる、口調。

「……っ！」

　こちらへつかつかと歩み寄り、さっき景けい介すけが秋あき津つにそうしたように──思いきり胸ぐらを掴つかまれた。捩ねじり上げられ、喉のどが圧迫。尋常ではない力で息ができない。

「さっきから、機き嫌げんよく接してやってりゃ図に乗りやがって？　あ、型かた羽は？　あのガキが気になるって？　そんなに知りたいのなら教えてやろうか？」

　片手であっさりと景介を吊つり上げた巳代は、残ざん酷こくに笑い、

「──殺したよ」

　吐はき捨てて、手を離す。

「ぐ……っ、げほっ！」

　地面に落下し尻しり餅もちを付き激しく咳せき込む景介を見下ろして、続けた。

「手足を切り取って肚はらを裂さき、その辺に生えてる木に飾り付けてやった。頭は両目を抉えぐり出して舌を引き抜き、百も舌ずの早煮えみたいに枝に突き刺してやった。これで満足か？　どうだい？　自分が助けようとしたガキがそんなふうになった気分はさあ」

　景介はそれを聞き、内心で絶望的な気分になる。が、

　──落ち着け。

　よく考えろ。あの時の状況を思い出せ。こいつの言葉に乗るな。

「嘘うそだね」

　そうだ。……恐らく、はったりだ。

「あの状況から俺おれを連れ出したんだ。枯かれ葉はと木こ陰かげ野のも追ってきてる中で、手足を切り落とす？　そんなことをしてる暇ひまがどこにあった？　あんな短い刃物で」

　一いち縷るの希望も込めて。自身の言葉を信じ込もうとしつつ、続ける。

「型羽を殺して無用に枯葉を怒らせる必然性もない」

「持ってきてる刃物があの暗あん器きだけじゃないとでも思ってんのか？　それに、ひとりくらい殺した方が脅おどしになるんだよ。来ないと大事なお婿むこさんもそうなるぞ、ってな」

　それを聞いて、景介は笑った。

「なるほど、俺は人質として攫さらわれてきたって訳だ。何とかいう宝ほう刀とうと交換か？」

　巳代が、しまった、という顔をする。

　もちろんその情報にさしたる重要性はない。景介が知ったところで事態は好転しないし、いずれ誰かの口から教えられただろう。景介が狙ねらったのは──言うはずのないことを言ってしまった、という後悔を向こうに与えることだ。

　子供騙だましに過ぎないまでも、こっちのペースに持ち込めればそれでいい。

「だいたい、刃物があれだけじゃないってんなら、なんでそれまで使わなかったんだよ？　片手と片足ひんもがれて、型かた羽はに殺されそうになるほど追い詰められて、その右目……奥の手まで使う羽目になったんだ。まだ得え物ものを隠しておく必要がどこにある？　間違いないね、あの短刀が最後の緊急手段で、あんたにはもう残された武器なんてなかった」

　必死で思考を巡めぐらし、思い付くままに語る。

「型羽を殺して、脅おどしにする？　逆効果だろうが。枯かれ葉はがそんなことで気け圧おされる奴やつじゃないってのは、俺おれよりも同どう族ぞくのあんたが知ってるだろ。むしろ状況を考えれば、生かしておいて伝言役にでもした方が効率的だ。よって、型羽は生きてる。はい、ＱＥＤ」

　実際は証明終了ＱＥＤでもなんでもない。

　何から何まで出たとこ任せで、一箇所つっこまれればそれで終わりだ。

「莫ば迦かか？　てめえ。そんなふざけた理屈で……」

　──でも、それでいい。

「莫迦はあんただよ、先輩」

　景けい介すけは今度こそ本当に、安あん堵どの笑えみを浮かべた。

「てめえの顔見てりゃ、型羽を殺したのが嘘うそってことくらい、俺にもわかる」

　なにせ巳み代よは、明らかに苛立っていたのだから。

　景介が出で鱈たら目めを並べ立てながら自分を論破していくにつれ。

　頑かたくなに嘘だと主張し続け、自分の言葉をまるで信じない奴やつを相手にして。

「本当に殺してたら、むしろ俺を嘲あざけり笑ってるよ、あんたは」

　知恵が回るようなタイプではないことくらいは瞭りよう然ぜんだ。こいつは直情的で、策を弄ろうする性格ではない。感情──特に怒りや嘲りは、すぐ顔に出ていた。

「舐なめんなよ、化け物。俺は性しよう悪わるなんだよ」

　日頃から、友人相手に嘘を吐つくわ適当なことを言うわ、それに妙みような辻つじ褄つまを合わせて押し切るわのやりたい放題なのだ。これくらいはどうにかなる。

　だが、景介の計算もそこまでしか働かなかった。

「……っ……！」

　苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔で巳代は景介を睨にらみ付ける。そのまま気を落ち着けるように大きく息を吐はき、ショッキングピンクに染めた頭髪を無造作に掻かき上げると、巳代は、

「殺す」

　呟つぶやいて、暗あん器きを袖口から取り出す。

「……、え？」

「そんなにお望みなら、てめえをそうしてやる。五体バラバラにして内臓でデコレートして前衛アートのできあがりだ。これでやったらどれくらいかかるか測っといてやるよ？　三十分かな？　一時間かな？　心配するな、苦しませずには殺してやる」

「あ、え。……マジすか」

「は、冗談と思ってればいい。あの世で気付け」

　どうも、本気のようだった。

　──やばい。言い過ぎた。

　ＱＥＤの辺りでやめておけばよかったのだろうか。今考えると、「お前は直情の大間抜けですよ」なんて指摘したのが最後の駄だ目め押しだったような気がする。

「ちょっと、待……」

「誠心誠意詫わびを入れな。そうしたら許してやるよ……死んだ後でな」

　笑っていなかった。つまり、怒っていた。

　景けい介すけは舌ぜつ禍かを後悔するも、既に遅い。

　巳み代よは景介の腕を掴つかみ引き寄せると、暗あん器きを首筋に近付けた。

「さよならだ、この性しよう悪わる野郎」

　仕方ない。殺される前に、せめてできるだけ喚わめいて暴れて抵抗を──景介がそう思っていると、巳代の腕が不意に、背後から止められる。

「やめなさい」

「……なに止めてんだ、てめえ」

　秋あき津つが戻ってきたのかと思ったが、意外なことにそれは通つ夜や子こだった。

「殺すな、と言ってるのよ」

「私に指図できる立場か？」

　景介の腕を掴つかんだまま、通夜子と睨にらみ合う巳代。景介は顔をしかめた。彼女は苛いら立だちのあまり、自分の腕を握る手にも力を込めている。

「いいから殺させろっつってんだろ。どうせこいつは枯かれ葉はを呼び寄せるためのカード以外に使い道はねえ。生きてたって邪じや魔まなだけだ」

「条件を忘れたの？」

　息巻く巳代にもまったく怯ひるむことなく、通夜子は冷然と言い放った。

「私はあなたたちに協力する。代わりに、人間に関する生殺与奪は一任させてもらう」

「てめえ、なにを今更……」

「私は、この子を殺す必然性を感じない。だから殺さない」

「お前になくても私にはあるんだよ！」

「私が殺さないと決めたのなら従ってもらう。条件よ」

「クソ食らえ、だ」

「条件が守れないなら、私はあなたの敵に回るけど？」

「……上等だ、通夜子」

　ふたりの間に緊張が満ちる。ついでに景けい介すけの腕がそろそろ折れそうだ。

　そのまま数秒、睨にらみ合っていただろうか。

　巳み代よが、景介の手を離し、突き飛ばした。

「ふん……わかったよ」

　通つ夜や子この腕も振り払い、鬱うつ陶とうしそうに舌打ちする。

「賢明ね。今のあなたでは私には勝てない」

「黙だまってろ」

　負け惜おしみのように吐はき捨てると、教室にあった椅い子すまで歩き、面倒そうに座る。

　景介は助かったことによる安あん堵どの息を吐つきつつも、心中で首を傾かしげた。

　再び壁に背を預け、立ったまま文庫本を読み始めた通夜子を見る。

　何な故ぜこいつは、自分を助けたのだろう？

　客観的に考えれば巳代の言う通り、自分の命に価値はない。

　攫さらわれてしまったという事実だけで、どのみち枯かれ葉はは来る。むしろ景介自身ですら、邪じや魔まになる可能性があるなら殺しておいた方が得策ではないかとすら思う。

　口調や態度、言動を見るに、通夜子は巳代よりも遥はるかに冷静で、頭も回る印象だった。それなのに何故、リスクを背負ってまで景介を生かしておくのか。その理由がわからない。

　それに──さっきの言葉。

　繁はん栄えい派はに協力する代わりに、人間に関する生せい殺さつ与よ奪だつを一任させる。

　それは景介が木こ陰かげ野のたちに聞いた『繁栄派』の理念とは矛む盾じゆんしている。

　人間など餌えさでしかなく、幾らでも殺して構わない──そう考えている繁栄派の中にあって、通夜子はまるで、彼女たちをできるだけ止めようとしているようにすら見えた。




　それから、五分ほども無言で過ごしただろうか。

　沈ちん黙もくを破ったのは、足音だった。

「お待たせ」

　帰ってきた秋あき津つが、屈くつ託たくのない笑え顔がおで扉を開ける。

「遅おせえんだよ」

　あからさまに不満そうな声をあげた巳代に、秋津は「ごめんなさい」と悪びれもせず応える。巳代は舌打ちし、それ以上の文句は言わない。

「さっさとしろ。時間がない」

「ええ、そうね」

　景介はそこで気付いた。

　秋津の背後に──人影がある。

　もしかして、別の繁栄派か。警戒し身を固めるが、それにしては様子がおかしい。

「ちょっと、手間取っちゃって」

　秋あき津つは笑うと、背後にいたその人影を、

「えい」

　美術室へと、蹴り入れる。

　抵抗らしい抵抗もなく、そいつは転がった。見れば、手足と口をガムテープで縛しばられている。受け身もとれずに床とぶつかった瞬しゆん間かん、くぐもった苦く悶もんの悲鳴が洩もれた。

　私服の女だ。

　口を隠されているから目鼻立ちははっきりしないが、年齢は景けい介すけたちと同程度に見える。茶色に染めた髪の毛は左右に分けて後ろでふたつ結びにしていて、とりたてて地味でも派手でもない。外見を見る限り、ごく普通の女子高生といった感じだった。

　景介は、背筋に緊張が走る。

　巳み代よを見み遣やり、問うた。

「おい、……まさか、そいつを」

「ご名答」

　楽しげに答えた巳代は立ち上がり、自身の欠損した右腕を一いち瞥べつする。

「ようやくこれで、鬱うつ陶とうしい怪け我がともおさらばって訳だ」

「っ……ふざけんな！」

　思わず叫さけんだ。

　──繁はん栄えい派は。

　なにをしようとしているのか、どんな考えを持っているのかは聞いていた。知っているつもりだった。でもどうやら、今の今まで本当のところを実感できずにいたらしい。

　まだ見てもいないのに湧わきあがってくる、本能的な嫌けん悪お感。

　どこかから攫さらってきた少女を殺す？　その上で、身体からだを乗っ取る？

　まるで──服でも着替えるように。

　冗談じゃない。

　景介は、巳代や通つ夜や子こ、秋津に構わず、少女へ駆かけ寄った。

　ガムテープを剥はがす。口、足、腕。必死だった。

　無我夢中で、何な故ぜ巳代たちが邪じや魔まをしてこないのかを考える余裕はない。

　塞ふさがれた口を解放された少女は、ぶは、と大きく呼吸をする。涙と恐怖で歪ゆがんではいるが、まともにしていればそれなりに可愛かわいい容姿をしている娘こだった。

　彼氏だっているかもしれない。もちろん、両親だって。

「おい、大丈夫か!?」

　この場所で死んだ灰はい原はらのことを反射的に思い出しながら、景介は少女を抱き起こした。あの時とは──枯かれ葉はの時とは、事情が違う。巳代は枯葉のように死にかけてもいないし、誇ほこりだって持っていない。まるで物のように、部品のように彼女を見ている。

　少女がようやく息を整えた。

　震えながら視線をあげ、景けい介すけの顔を見る。

「しっかりしろ！　今すぐ、ここから……」

　絶対に逃がしてやる。

　少女と目が合ったので、景介はそう言おうとした。

　言おうとして、

　少女の表情が変化したのに、気付く。

　まず最初は、当惑。

　続いて、景介の顔を認知。

　それから──背後にいる、恐らくは秋あき津つの顔に視線を移し。

　彼女は恐怖で、目を見開いた。

「……ひ」

「え」

「ひ、あ、あ」

　唇くちびるが青ざめる。目に涙が溜たまる。手足が細かく震え、そして。

「ひ、あああ！」

　景介の身体からだを振りほどき、そのまま抜けた腰で美術室の隅へと逃げ込んだ。

　身体を縮こまらせ、

「あ、ご、め……ごめん、な、さ、い」

　そこまで追い詰められるほど、秋津に何かされたのだろうか。

　呆ぼう然ぜんとしている景介に、少女はごめんなさい、ごめんなさい、と何度も何度も呟つぶやく。まるで祈りのように、或あるいは呪じゆ詛そのように両手を握り、滂ぼう沱だしながらどこか虚うつろな眼めで。

「おい、あんた……」

「ごめんなさい……ごめんなさい。ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい。すいません、許してくださいお願いします許してください許してごめんなさいお願いします」

　もはや眼は景介を見ていない。

　踞うずくまり、俯うつむき、現実を拒否するかのようにただ許しだけを乞うている。

「おいおい」

　巳み代よが、心配げに言った。

「あれ、私に感染しないだろうな？」

「どうかしら。有利な記憶だけを活かせるかどうかは、あなた次第よ」

「ふん。ま、贅ぜい沢たくは言ってらんないか」

「おい……どういうことだ」

　景けい介すけは、秋あき津つたちの方を振り返った。

「この娘こに何をした？　お前ら、何をしようとしてる？」

　返事の代わりに、秋津はポケットから何かを取り出した。

　それは、二枚の写真。

「霧きり沢さわくん。これはね、霧沢くんのためなのよ」

「俺おれの……ため？」

　意味のわからない言葉。

　こっちへ歩いてきた秋津は、写真を床へ投げる。

　ひらひらと落ちてきたそれを拾って見た瞬しゆん間かん、景介の胃が反射的に逆流した。

「ぐ……っ！」

　すんでのところで嘔おう吐とを押し止とどめる。喉のどの奥から込み上げそうになったものを呑のみ込む。

　写真には二枚とも、人間だったものが写っていた。

　一枚めは、ばらばらになった死体だ。中途から引き千切られ、乱雑に積み重ねられている。その頂上には頭部が乗っかっていた。苦く悶もんと絶望で見るに堪たえない表情を浮かべた死しに顔がお──生きたまま分解されたのだと容易に推測できた。

　もう一枚は、黒焦こげ。ただし全身すべてではなく、肌色がまだら模様に残っている。全身くまなく炭化しているよりも遥はるかに生々しい。落ち窪くぼんだ目鼻、髪の毛を残した生焼けの頭皮。未だ酸素を求めているかのように大きく開かれた口こう腔こうからは、白い歯が数本覗のぞいていた。

「一年Ｂ組、米よね村むら涼りよう子こさん。それから一年Ｄ組の島しま本もと香か澄すみさん」

　秋津が楽しそうに、犠牲者の名前を諳そらんじる。

「それからそこにいるのが、一年Ｂ組の吉よし田だ美み希きさん。この娘が、主犯格よ」

「主犯……格？」

「まだわからないの？　霧沢くんが一番、憎にくむべき人たちなのに」

　景介の目の前にしゃがみ込み、頬ほおを撫なでる。

　冷たい指の感触とともに、ようやく──景介は、理解した。

「おま、え……まさか」

　複数の女子。憎むべき人たち。

　灰はい原はらをいじめていた──そして、殺した奴やつらだ。

「全部、霧沢くんのため」

　秋津は、

「そして……灰原さんのため」

　ポケットから、何かを取り出す。

　ＩＣレコーダーだった。スイッチを入れる。

『なに言ってるの？　私たち、何も知らないわよ』

『灰はい原はら？　誰、それ？』

『私たち、会ったことないよ。ねー、涼りよう子こ』

『そうそう』

　複数の少女の声だった。

　他ひ人と事ごとを装った口調。けれどどこか緊張していて、しらを切っているとわかる。

「やめ……ろ」

　景けい介すけは呆ぼう然ぜんとして、呟つぶやいた。

「なんだよ……それ」

「あら、どうして？」

　秋あき津つがレコーダーを操作する。

「あなたは、これを望んでいたはずよ」

　かちり。

　次のファイルが再生された。

『だって……まさか死ぬとは思わなかったんだもん、仕方ないじゃない！』

『そうよ、……そうだわ。ちょっと頭ぶつけたくらいで……あの娘こが悪いのよ』

『簡単に死んじゃう方が、悪いんじゃない！』

　今度は、激げつ昂こうと焦しよう燥そう。

　半ば開き直っていて、冷静さは微み塵じんもない。

「ちがう」

　景介の身体からだががくがくと震え始めた。

「俺おれは……灰原は」

「何が違うの？」

　秋津の問いとともに、かちり。

　次のファイル。

『あの、娘が……入いり江え先輩の、告白、断って』

『その後、美み希き、先輩に告ったんだけど、駄だ目めで』

『だから、灰原を、逆さか恨うらみ……して』

『私たちは美希に言われてやっただけなの！　全部美希がやった！』

『そうよ……あの時突き飛ばしたのだって、美希が！』

　最後に──嗚お咽えつ混じりの、どうにかして助かりたいという必死さの窺うかがえる声が再生され。

　かちり、と。

　音声が、停止した。

「ごめんなさい。ごめんなさい、ごめんなさい……許して……殺さないでください」

　静せい寂じやくとともに再び、少女──吉よし田だ美希の謝罪が静かに響ひびいてくる。

「……ち」

　苛いら立だたしげに舌打ちしたのは、巳み代よだった。

「よくもまあそんな、人間みたいに下げ衆すな真ま似ねができるもんだ。うちのお姫さまは」

　怒いかりは秋あき津つに向いている。嫌けん悪おを露あらわにしていた。──あの、巳代ですらも。

　秋津は応えず、景けい介すけの目を覗のぞき込む。

　楽しげで、そのくせに虚うつろな、ふたつの大きな瞳ひとみ。

　景介の奥歯が、意思と関係なくがちがちと鳴った。

「あ、あ……」

　視界が滲にじむ。心臓が耳に届くほどに早はや鐘がねを打っている。

「う、あ、あああ、あ……！」

　嗚お咽えつが口から、喉のどから溢あふれた。その場に踞うずくまり、頭を抱える。耳を塞ふさぐ。

　──どうしてだ？

　灰はい原はらをいじめていた奴やつを、殺した奴を、見付けだしたいとは思っていた。

　何らかの形で報むくいを受けさせてやりたいとも考えていた。

　でも、違う。

　絶対に違う。

　これはどう考えても、違う。

　何な故ぜ、こんなことをする？

　俺おれはこんなこと望んでいないのに。

　灰原だって──こんなこと、望むはずがないのに。

「霧きり沢さわくん、どうだった？」

　楽しそうに秋津が尋きいてくる。

「やめ……ろ。黙だまれ」

「これが霧沢くんの望んでたことなんでしょ？」

　まるで、好きな人にプレゼントを差し出す少女のように。

　邪じや気きの感じられない、何かを期待する視線を向けてくる。

「黙れ……」

「これで、灰原さんも浮かばれるよね？」

「黙れえええっ！」

　景介は、ついに絶ぜつ叫きようした。

「てめえっ！　何が俺のためだ！　灰原のためだ！」

　涙でぐしゃぐしゃになりながら、感情がどうしようもなかった。

　込み上げてくる何か。

　喜き怒ど哀あい楽らく、どれでもない。そのどれとも違う、圧倒的に恐ろしいもの。

　声を荒げなければどうにかなってしまいそうだった。

　その感情に、押し潰つぶされてしまいそうだった。

「勝手に灰はい原はらの気持ちを騙かたるなっ！　俺おれの気持ちを騙るな！」

　灰原を穢けがされたような気がした。

　いじめを受けても、それに黙だまって耐えていた灰原。

　強く、誇ほこり高く、高潔で美しい。あの枯かれ葉はにそう言われた──枯葉がそうまで言ってくれた灰原を。何な故ぜこいつの口が、こんな奴やつが、知ったふうに騙る？　汚よごす？

　復ふく讐しゆう？　しかも、こんな残忍な？

　それを灰原が望んでいたとか。

　この最低最悪な殺人によって灰原が浮かばれるとか。

「てめえみたいな……てめえみたいな化け物が、灰原を侮ぶ辱じよくするなあっ！」

「化け物、か……」

「ああ、そうだ！　お前は化け物だ、秋あき津つ依い紗さ子こっ！」

　ついに景けい介すけは、秋津の首に手を掛けた。

　力を入れる。

　こんなものは存在していてはいけない。

　こんなものが──存在していいはずが、ない。

「わ、たし、を、どうする、の？」

　秋津は抵抗しない。

　ただ、満足げな表情で、

「消えろ！　化け物！」

「そう。きりさわ、くん……」

　笑いながら──言った。




「私を、殺すの？」




「……っ」

　景けい介すけの、秋津の首を握る五ご指しが、硬直した。

　殺す。

　殺す？

　殺したら──そうしたら、俺おれは──。

「あ……」

　それ以上、力が入らない。

　本能ではなく、微かすかに残った理性が言った。駄だ目めだ、と。

　できない。

　やってはいけない。

　やったらこいつと同じになる。

　そこに行っては、絶対に──駄だ目めだ。

　瞬しゆん間かん、首筋に衝しよう撃げきがあった。

「う、く……」

　振り返ると、通つ夜や子こがいつの間にか背後に立っていた。

「やり過ぎよ、秋あき津つ依い紗さ子こ」

　どこか苦にが々にがしい顔で彼女は吐はき捨てると、景けい介すけの肩を掴つかみ、今度は鳩みぞ尾おちに膝ひざを叩たたき込む。

「ぐぁ」

　景介の意識が遠のく。

　ゆっくりと視界が暗くなっていく。

　──なんだよ俺おれ、またこのパターンか。

　日に二度め。週一ペースどころではない。

　半ば自じ嘲ちよう気味に思いながら、本音では止めてくれた通夜子に感謝していた。

　気絶する寸前、床へ倒れ込む中で、秋津依紗子の顔が視界に映る。




　彼女はどこか憂うれいを帯びた悲しそうな顔で、景介のことを見ていた。




　　　　　　　　　　３




　そして、日が暮れる。

　指示された時間は午後九時、場所は美術室。

　景介の身柄との交換条件として、鈴すず鹿かの一いち族ぞくの宝ほう刀とう『つうれん』を持ってくること──。

　それらをすべて呑のんだ枯かれ葉はたちは、校門の前に立っていた。

　午後八時五十分。

　人影は、三つ。

　枯葉と棺かん奈な、そして──型かた羽はだった。

　校内に人ひと気けはない。学期末の日曜日には部活動すらも行なわれておらず、教師も殆ほとんどが昼過ぎで帰ってしまっていた。それ故ゆえに、着物と病院着という出で立ちの少女ふたりは、誰憚はばかることなく校門を飛び越えて校舎の中へと入っていく。

　先頭に枯葉と型羽。その後ろから三歩下がって、棺奈。

　枯葉は布で包まれた細長いものを持っている。長さは三尺足らず。型羽は両腕に鉄てつ爪そうを着け、棺奈の背には白木の箱『くらい墓はか穴あな』が負われていた。

「かれはおねえさま」

　校庭を並んで歩きながら、型かた羽はが窺うかがうような声をあげた。

「……わたしでよかったのですか？」

「何を言う。お前、妾わたしの人選が気に入らんか？」

　その質問に、笑いながら枯かれ葉はが応える。

「いえ、そんなことは」

　型羽は首を振るも、弱々しい声で続けた。

「ですがやはり、わたしよりも、なつめおねえさまや……ようおねえさまのほうが」

「型羽」

　逡しゆん巡じゆんした様子の彼女に、なおも笑え顔がおで、しかし窘たしなめるように、

「何を迷っている？」

　問う。

　型羽は返事をせず、僅わずかに俯うつむくのみ。

「確かに棗なつめは景けい介すけの友人だ。自分で助けに行きたいと思う気持ちは強かろう。でも、夭ようの名前まで出すのはどういうことだ？　あれは戦いのできる身体からだではないぞ」

「たたかいはできなくとも、たたかいにはかてます」

「妾は、夭にあれをさせたくはない。あれは、命を削けずる。何より……平穏に暮らしている者まで巻き込んでなんとする。今のままでいれば、繁はん栄えい派はも手出しせぬだろうに」

「ですが……」

「くどいぞ」

　枯葉は立ち止まった。

「まだわからんか？」

　諭さとすように、けれどどこか優しげに、型羽の頭をそっと撫なでる。

「妾がお前を選んだのはな、型羽。お前が一番、行きたがっていたからだ」

「かれは、おねえさま」

　言われ目を見開くが、すぐに唇くちびるを咬かみ、視線を逸そらす。

「わたしは、にんげんなどをたすけたいとは……」

「まあ、よい」

　枯葉は型羽の頭から手を離した。

「いざ戦いになれば、お前にもわかろう。……そろそろ行くか。棺かん奈な、時間は？」

「あと、七分で、午後九時に、ございます」

「それにしても……妾が喪も着ぎを行なった場所とはな。まったく手が込んでいる」

　校舎の昇降口は開いていた。

　三人はそこから中へ入り、階段を昇る。渡り廊下を過ぎて、目的の場所へ。

　灯あかりが点ついているその部屋の、扉を開けた。

「来たぞ。景けい介すけを返せ」

　警戒心を持たない、凜りんとした──正々堂々たる声だった。

　入った瞬しゆん間かん、楽しそうな声がある。

「いらっしゃい」

　美術室の中心、椅い子すに座った秋あき津つ依い紗さ子こがゆっくりと立ち上がった。

「それにしても無防備ね。罠わながあるとは考えなかったのかしら？」

　対たい峙じして枯かれ葉はが、依紗子を睨にらみ返す。

「人質を取った挙げ句、そのような姑こ息そくな手を使わねば勝てんのか？」

「万全を期す、という言葉を知らないの？」

「知っている。が、少なくともわれら鈴すず鹿かにとってそれは、このような状況で使う言葉ではないな。……外れもののお前には理解できんかもしれんが」

「酷ひどいわね。私はあなたの従姉いとこよ？」

「妾わたしは貴様の従妹になどなった覚えはない」

　牽けん制せいを交えた会話。

「お仲間は、その娘こだけかしら？」

「当然だろう。そちらは巳み代よと通つ夜や子このふたりなのだから」

「あらあら。潔いさぎよいことね。……私のことは数に入っていないって訳？」

「手出しをする気か？」

「いいえ。残念ながら」

　依紗子は、軽く肩を竦すくめ、表情を変えた。

「『つうれん』は、ちゃんと持ってきてくれたのかしら」

「ここに」

　布で包まれたものを掲かかげる枯葉。

「中を見せて」

「正気か？　これは一いち族ぞくの宝ほう刀とう……始し祖その鈴すず鹿かさまが振るった剣けんにして、われらが御ご神しん体たいだ。こんな場所で儀ぎ式しきもなしに封を解くなど不ふ敬けいに過ぎる。それに、景けい介すけは『つうれん』と交換のはずだろう。先にあやつの無事を確認させろ」

「霧きり沢さわくん？　お昼くらいまでは泣き喚わめいていたんだけど……さあ、無事かなあ」

「っ、貴様、景介に何をした!?」

　途端、枯葉が語気を荒げる。

　依紗子を睨にらみ付け、苛か烈れつなほどの敵意を発し、足を一歩踏ふみ出す。

「景介に寸すん毫ごうでも傷があれば、貴様らの命すべてないものと思え！」

「恐いわね……そんなに霧沢くんが大事？」

「あれは妾わたしの夫だ。大事でない訳がなかろう！」

「ふうん。でも、残念ね。霧きり沢さわくんは渡さないわよ」

「ふざけるな！　貴様……」

「勘違いしないで。そういう意味じゃないわ」

　にじり寄った枯かれ葉はに対して、依い紗さ子こは怯ひるまない。

　むしろ勢いを受け流すように、自信に満ちた表情で微笑ほほえむ。

「身柄はちゃんと引き渡すわよ。『つうれん』と交換でね。……私が言ってるのは、心の話」

「心、だと？」

「あなたは霧沢くんが好き。でも、霧沢くんはどうかしら？　あなたのことを好きになってくれるの？　灰原さんの身体を奪い、乗っ取ったあなたを」

「それは妾が決めることではない。景けい介すけが……」

「霧沢くんね」

　口を開きかけた枯葉を無視して、依紗子は語り始めた。

「灰はい原はらさんを凄すごく大切に思っているみたい。それどころか……たぶん彼、灰原さんのこと、好きになり始めてるわ。もう死んでしまったのに。どこにもいないのに。ううん、死んでしまったからこそ、ね。もう相手がいないからこそ、死後の恋は一層燃え上がる」

　頬ほおに指を当て、まるで幻想譚ロマンスでも話して聞かせるように。

「あなたは、その灰原さんの……霧沢くんの想い人の記憶と感情を受け継いでいる。もし完全に受け継げていたんなら、さぞかし素敵な恋物語ロマンスになったんでしょうね。でも残念ながら、あなたの中に有る灰原さんの記憶も、感情も、ただの残ざん滓しに過ぎない。灰原さんそのものではないのよ？　だから、あなたと霧沢くんは決して恋には落ちない。愛いとしい人の偽にせ物ものを、彼は好きにならない。面影が残っている分、心は遠く離れていくわ」

「景介はそのような、度量の小さい男ではない」

「あら、そうなの？」

　依紗子は、わざとらしく小首を傾かしげ、言った。

「だったらあなたは何故、狼狽しているのかしら？」

「……っ」

　枯葉の表情はまったく変わらない。

　が、動どう揺ようしていると言われ、僅わずかに気配が強こわ張ばる。

「……、仮にそうだからといって、景介がお前に振り向くとでも思っているのか？」

　反論するも、

「ええ、もちろん」

　依紗子の頷うなずきは根拠のない確信を孕はらんでいた。

「少なくとも、灰原さんの面影を背負っているあなたよりは可能性があるわ。私なら灰原さんを……そしてあなたを忘れさせてあげることができるもの。今はどうかわからないけど、いずれ霧きり沢さわくんの心は私のものになるわ」

　そして、依い紗さ子こは勝ち誇ほこったように顎あごを上げ、枯かれ葉はを見み下くだす。

　唇くちびるの端はしに優越を混じらせて。

　だが──。

　対して、枯葉は。

　僅わずかに目を伏せ、それから大きく息を吐つき、

「……そうか。妾わたしとしたことが、痛いところを突かれて惑わされたか」

　まったく、まだまだ未熟だ、と。

　そう呟つぶやいてから顔を上げる。

　──そこにはもう、動どう揺ようの色は微み塵じんもなかった。

「残念だが詭き弁べんだ。やはり……景けい介すけはお前などに、なびきはせんよ」

　胸に抱いた布の包みを片手に持ち替え、前に突き出し、

「お前は、景介のことを好いている訳ではない。ただ、人のものを欲しがっているに過ぎん。……繁はん栄えい派はがこの『つうれん』を欲しているようにな」

「人のもの？　何を勘違いしているのかしら。霧沢くんは、あなたのものではないわ。『つうれん』があなたのものではないようにね」

「勘違いしているのは貴様だ」

　枯葉は静かに一いつ喝かつした。

「景介は妾のものでもない。景介の心は、景介のものだ。あやつが己で考え、迷い、己の意志で行動しているが故ゆえに、妾はあやつを愛している。貴様は景介の心を縛しばりたいだけだろう？　意志を奪い、拘こう束そくし、あやつを所持すれば自分のものになると思い込んでいるに過ぎん」

　語気は僅わずかに激しく、怒ど気きは鋭いほどに険けわしく。

「『つうれん』も同じだ。一いち族ぞく頭とう首しゆの証あかし、宝ほう刀とう……それをただ所持することに何の意味がある？　すべてを内包し、統すべるだけの器がなければ、宝刀もただの飾り物だ。始し祖その遺志も鑑かんがみず人と共に生きようとしない貴様らに、鈴すず鹿かの頭首たる資格はない」

　そこまでを言い切って、枯葉はゆっくりとしゃがみ──、

「景介を渡せ。あやつの無事と引き換えなら、このようなもの……喜んでくれてやる」

　それでも恭うやうやしく『つうれん』を床へと置いた。

　依紗子は、沈ちん黙もくする。

　何も言わない。動きもしない。

　ただ、完全な無表情で枯葉を見、それから──言った。

「わかったわ。霧沢くんを返してあげる」

　携帯電話を取り出し、操作する。再びポケットに仕舞い、それから長い沈黙。

　三分も経たっただろうか。

　外の廊下からゆっくりと足音がし、扉が開く。

　通つ夜や子こに連れられた景けい介すけが、姿を現した。
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「……景介！」

　美術室へと再び連れてこられた景介が最初に聞いたのは、自分を呼ぶ枯かれ葉はの叫さけびだった。

　心配と安あん堵どの入り混じった悲鳴に近い声に、胸が痛くなる。

　ありがたいと同時に申し訳ない。

　そもそもこんなことになったのは、自分が下へ手たを打ってしまったせいだ。

　鈴すず鹿かの一いち族ぞくの身体能力を侮あなどり、勝てると勘違いして巳み代よに突っ込んでいった──結果、囚とらわれてしまい、こうして枯葉に不安な思いまでさせてしまっている。

「すまん。……俺おれのせいで」

「何を言うか。お前が無事でよかった」

　枯葉は目に涙まで溜ためている。景介はそれを見て、複雑な気分になった。

　──俺は、お前が喜ぶに相応ふさわしいような奴やつじゃない。

　数時間前のことを思い出す。

　秋あき津つの仕打ちに激げつ高こうし、彼女の首を絞しめた感触は今でもはっきりと残っている。あの時、通夜子が自分を気絶させなかったら果たしてどうなっていただろう。

　秋津は一族で人間ではないから、などとはもはや思えなかった。人間だろうが鈴鹿だろうが、景介が相手の命を奪おうとしたことは変わらない。

　灰はい原はらをいじめていた女子生徒たちを殺した秋津依い紗さ子こと──変わりはないのだ。

　しかし、事態はそんな景介の心情を考慮せず進んでいく。

「通夜子。景介を渡せ」

　一転、苛か烈れつともいえる表情で、枯葉が言い放った。

「『つうれん』はそこにある。勝手に持って行くがいい」

「おい、いいのか。それ、一族の宝ほう刀とうとかって……」

　景介が思わず口を出すが、枯葉はこちらに笑え顔がおを向けた。

「構わん。欲しくなればまた取り返せばよい。だが……お前の命は、取り返せん」

　命は取り返せない。

　その言葉に胸が痛む。

「悪いけれど、先に確認させてもらうわ」

　秋津がゆっくりと、床に置いてあった細長い包みを手に取った。

　長さは五十センチ、いや、七十センチほどだろうか。

　布が解かれる。

　姿を現したのは、金属製の鞘さやに納められた──剣けんだった。

　柄えは白はつ金きん色。革や布は巻かれておらず、表面に並んだ丸い突起が滑すべり止めになっているようだ。柄から鍔つばへと繋つながる曲線は、大和やまとの時代を感じさせる神秘的な形状をしていた。

　鞘は緑ろく青しよう色。ただし錆さびている訳ではなく、蛍光灯の下にも光沢を放っている。何箇所かにあしらわれた玉は半透明で、角度によって白にも赤にも見えた。彫り込まれた幾何学的な紋もん様ようは黒く、その部分だけに見える微かすかなくすみが、剣の古さを物語っている。

　秋あき津つが鯉こい口ぐちを切って、僅わずかに刃やいばを覗のぞかせた。

　日本刀ではなく、両刃だ。

「間違いないかしら？」

　問うた秋津に、通つ夜や子こが答える。

「祭事で何度か見た。間違いなく、鈴すず鹿かの宝ほう刀とう……『つうれん』」

「そう」

　頷うなずくと再び剣を鞘に入れ、布を巻き付けた。

「取り扱いに注意するがいい。封ふう印いんを誤ると、暴れるぞ」

「あら、恐いわね」

　皮肉げな言葉を受け流した秋津を一いち瞥べつし、枯かれ葉ははこちらに向き直った。

「約束だ。景けい介すけを渡せ」

　景介は背後の通夜子を見る。

　僅わずかに頷うなずき、一歩下がる通夜子。

「あなたを解放するわ」

　罠わなかもしれないと一いつ瞬しゆんだけ思ったが、こいつはそんなことをしないだろう。

　そうでなければ、あんな──。

　ゆっくりと前へ進み、枯葉たちの元へ行く。

　彼女の横には、俯うつむいたままの型かた羽は。後ろには棺かん桶おけを背負い無表情の棺かん奈な。

　すまないなと全員に思い、唇くちびるを咬かみながら、景介は枯葉の前へ、立った。

「心配したぞ……愚おろか者」

「悪い」

　普段なら憎にくまれ口のひとつでも叩たたくところだが、今日きようばかりはできそうにない。

　が、ふたり見詰め合っていると、不意に。

　無言で──型羽が、景介の腰に思いきり抱きついてきた。
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「……型羽。夫婦の再会なのだぞ。少しは遠慮しろ」

　それで少しだけ余裕が生まれる。

「誰が夫婦だよ。……おい、ガキ。泣いてんのか？」

「だれが……ひっく、ないてなど、いるものですかっ」

　──思いっきり泣いてんじゃねえか。

　景けい介すけが攫さらわれたのが自分の責任だと思っているのだろうか。

「悪かったな、泣かせちまって」

「ないてない……ぐすっ」

　頭をぐりぐりと撫なでつつ、笑えんでやる。

　顔を上げ、秋あき津つへ視線を向けた。

　彼女は『つうれん』を胸に抱き、カーテンと窓を僅わずかに開け、桟さんへと腰掛けている。

「さて。私の役目はこれで終わり」

「そっから帰るのかよ。足癖ぐせの悪い奴やつだ」

「仕方ないでしょう？　私はもう、この学校の生徒じゃないんだから」

　枯かれ葉はは秋津を追うつもりはないらしい。ただ無言で鋭い視線を送っているだけだ。

　それを無視し、秋津は景介へ笑い、

「じゃ……私はこれで。後はあなたたちでどうぞご自由に」

　窓の外へと身を乗り出した。

　下、地面の辺りに一いつ瞬しゆんだけ、真っ白な光が見える。恐らくは『しらぬえ』だろう。

　窓から秋あき津つの身体からだが舞う。

　闇やみに溶けていく制服の白。

「……またね、霧きり沢さわくん」

　きぃぃぃ、という『しらぬえ』の鳴き声が、最後にあった。




「……さて」

　秋津の気配が完全に消えたのを見計らって、枯かれ葉はが通つ夜や子こへと向き直る。

「お前たちは『つうれん』を手に入れた。妾わたしたちは景けい介すけを取り戻した。互いに約束を果たしたのであれば、これでもう用はないのではないか？」

「私は別にそれでもいいわ。あなたたちに興味はない」

「巳み代よは……そうはいかんか」

「そうね」

「あやつはどこにいる？」

「もうすぐここに来る。あなたを殺すと息巻いているわ」

「お前はどうするのだ？　あくまで巳代に味方するのか」

「私には関係ない。好きにすればいい」

　通夜子は無愛想に言い放つ。

　そんな彼女に、枯葉は一歩踏ふみ出した。

「そうか。では、通夜子。……妾たちと来んか？」

　微かすかな笑えみを浮かべ、まるで挑いどむように問う。

　それに対して一いつ瞬しゆんだけ驚いたような顔。しかし、すぐに表情は消える。

「……正気？」

「無論だ。お前には人間を憎にくむ理由など、ない」

「あなたに私の何がわかるの？」

　詰きつ問もんじみた口調にも、枯葉は怯ひるまない。

「ふん、お前の内心がどうあろうと妾の知ったことか。だが、何かしらの理由あって繁はん栄えい派は側にいる……そのことは見ていればわかる」

　枯葉の言葉は、景介にとっても納得できるものがあった。

　ついさっき──秋津に呼ばれ、美術室へ行く前のことだ。

　景介は、ほんの少しだけ通夜子と言葉を交わした。会話というには短く、ほんの二言三言だったが、彼女は繁栄派の巳み代よや秋津とはどこか違うように思えた。

　通夜子は、景介に携帯電話と、あろうことか『かみらの枝えだ』を返し、言ったのだ。

　もう一いち族ぞくには関わるな、と。

　言葉の真意はわからない。が、少なくとも彼女は景介を──いや、人間を敵視していない。

　今思い返してみると、巳み代よに殺されそうになったのを助けてくれたのは通つ夜や子こだった。更に、秋あき津つを殺そうとした時に止めてくれたのも彼女だ。自分の思い違いでなければ、守ってくれていたとしか思えない。それも、命と罪の両方から。

　繁はん栄えい派はにとってはただの餌えさでしかない人間に、そこまでしてやる義理はないはずだ。

　景けい介すけの頭に巡めぐった疑問に答えてくれるかのように、枯かれ葉はが通夜子へ言った。

「それにな。このままでは棗なつめが悲しむのだ。自分と同じように人間の里で暮らし、育ってきた者が……敵となり、人間に仇あだなすのは堪え難がたかろう」

　人間とともに育った。──木こ陰かげ野のと同じように？

　もしそれが本当だとしたら、話がまた少し見えてくる。

　通夜子は言っていた。人間に対する生せい殺さつ与よ奪だつの権利が協力の条件、と。

　つまりそれは、殺したいと思った人間を誰でも殺せるということではない。むしろ逆だ。

　死なせたくない人間を繁栄派から守れるから？

　ただ、だったら何な故ぜ景介を助けたのだろう。

　灰はい原はらをいじめていた奴やつらは秋津によって殺されたが、それを通夜子が止めた様子はない。いじめを行なっていたからか。悪人と善人を勝手に分けて区別しているのか。違う。たぶん違う。この人はそんな思考回路を持っていない。一見単純明快で、もっと複雑な──。

「黙だまりなさい」

　通夜子が声を荒げた。

　そこでむきになる理由は何だろう。木陰野のことに触ふれられたからか。

　それとも、自分の内情を話されたからか。

　誰に？

「……俺おれに？」

　もしかして知られたくなかったのかもしれない──自分が、人間の里で生きてきたことを。

　思考を巡らせる。

　それらの推測が正しいとしたら、考えられるのは、景介が通夜子と近しい関係にあるということだ。通夜子はそれを、景介に気付かれまいとしている。

「……まさか」

　頭の中で、繋つながるものがあった。

　思い浮かんだのは、級友の顔。

　半月ほど前、そう、奇しくも鈴鹿の里が燃やされる少し前から、幼馴染みの娘が病気で臥せっていて会えないと心配していた、あいつの──、

「おい、……あんた」

　さすがにそんな偶然はないんじゃないかとも思う。

　だが、尋きくだけはタダだ。損になることはないだろう。

「ひょっとして……」

　だが、景けい介すけが自分の中に生まれた予想を言葉にしようとするのと同時。

　ぴりりり、と──。

　タイミングの悪いことに、どこかから電話が鳴り始めた。

「はい」

　電話を取り出したのは、よりによって通つ夜や子こ。

「わかったわ」

　言って、通夜子が枯かれ葉はを見た。

　それだけで、これから何が起きるのかはわかった。

「巳み代よの準備ができたそうよ」

　思考は強引に切り替えさせられる。

　電話を切って改めて告げた通夜子に、枯葉が「そうか」と応えた。

　景介が疑問を尋きく機会は失われ、一気に場に緊張が走った。

「……かれはおねえさま」

　型かた羽はがどこか悔かい恨こんを滲にじませた声を絞しぼり出す。

「ここは、わたしに」しかし、

「いや、型羽」

　懇こん願がんに返ってきたのは拒絶。

「お前には景介を護まもってもらわねばならんからな」

　微かすかに笑い、型羽の頭を撫なでてから、視線を通夜子へ向ける。

「こやつが手を出してこないとも限らん。供きよう子こや檻おり江えが潜ひそんでいるやもしれん。昼に怪け我がをしている身ですまんが、景介を頼む。それに……相手は巳代だ。わかるだろう？」

「……、はい」

　言い含めるような口調に、型羽は不ふ承しよう不ぶ承しようといった調子で頷うなずく。

　それから、枯葉は。

　こっちへと向き直り、景介の顔をじっと見ると、

「景介」

「……どうした？」

　一いち抹まつの寂しさと──それから申し訳なさを紛まぎれさせて、微わ笑らった。

「お前に、謝らねばならんことがある」

「何をだよ。謝るってんなら、俺おれが……」

「吉よし乃ののことだ」

　景介の言葉を遮さえぎり、手を伸ばし。

　一歩近付き、指を絡からめてくる。

「妾わたしは今から、巳み代よと戦う。妾の中の吉よし乃のを忘れて、一いつ時とき……枯かれ葉はへと戻る」

「え」

　それは──どういうことだ？

「お前にとっては堪たえ難がたいことだろう。吉乃は決して誰かを傷付け、殺すような娘むすめではなかったからな。妾は嫌われてしまうかもしれん。いや……憎にくまれたとて、仕方ない」

　指は、震えていた。

　景けい介すけは驚く。いつも泰たい然ぜんとしていて芯が強く、肝きもも座っていて、どんなことにも動じないと思っていたこいつが……枯葉が、恐れていたのだ。

　誰かを傷付け、殺す。そう言った。まさか──。

「でも、これだけは譲ゆずる訳にはいかん。妾……吉乃ではなく、妾自身が、だ」

「待てよ。お前、なんで、そんな……」

　同時。

　けたたましい音をたてて、扉が開いた。

「お待たせぇ。どうよ枯葉、気分のほどは？　あなたにまた会えて、巳代ちゃん嬉うれしいわぁ」

　その場の雰囲気を完全にぶち壊す、甲かん高だかい声。

　パンキッシュなアリスファッションに眼帯、ショッキングピンクの髪。奇き抜ばつな外見に宿らせた陽気な鋭さ。楽しげな口調とは裏腹に発せられるのは、頭の螺ね子じを数本吹っ飛ばして代わりに刃物を詰め込んだような──けたたましい殺気。

　昼に欠損したはずの右腕も、左足も、今や元のようにくっ付いている。

　いや、くっ付いているのではなく、五体満足の身体にすげ替えられている。

「さあ、枯葉？」

　手に持った鞭むちをくるくると廻まわしながら、巳代が嘲あざ笑わらった。

「昼にし損ねた……十日前の続きをしましょうか？　……今度こそ、ぶっ殺してやるよ」

　枯葉は景介の指を離す。

「すまぬ、景介」

　振り返り、敵を見据すえた。

「おい、枯葉……」

　ようやく、景介は理解する。

　灰はい原はらは誰かを傷付けるような娘ではなかったという枯葉の言葉。憎にくまれても仕方ないという諦てい観かん。すべては、これから彼女がしようとしていることに対しての弁明だ。

　指先が震えていた理由は恐れだけではない。

　それは──景介もさっき、抱いだいていたあの感情だった。

　秋津を前にした景介が身を任せてしまった、あの昏くらく粘ねばついた最悪の泥でい濘ねい。

　景介から目を逸そらした枯葉の身体からだは、どこか張り詰めているように見えた。

　いつもの凜りんとした清せい冽れつさで、ではない。

　刺とげ々とげしく澱よどみ禍まが々まがしく溢あふれてくる、

　──憎ぞう悪おで。




「妾わたしは今から、巳み代よを殺す。……父さまの仇を討つために」

　全身を緊張させながら、枯かれ葉はの背中が酷こく薄はくに告げた。
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　棺かん奈なから小こ太だ刀ちを受け取った枯かれ葉はは、刃を抜くと鞘さやを床へ放り捨てる。

　鞭むちを手に持った巳み代よは、残忍な笑えみを浮かべながらそれを睥へい睨げいする。

　景けい介すけたちは美術室の隅へと退避し、ふたりの対たい峙じを見守っていた。通つ夜や子こもまた──反対側の壁、黒板の横の壁に背を預け、腕を組んで観戦している。

「お前と会える日を待ちわびたぞ」

　言葉と裏腹、枯葉の声に喜びの色はなかった。

　宿るのはそれどころか、憎にくしみを混じらせた鬼き気き。

　景介は悪い胸むな騒さわぎが抑おさえられなかった。

　日ひ崎ざきと戦った時のことを思い出す。枯葉は静けさの中に激しさを持ち、佇たたずまいは鋭く、傍ぼう観かんしていた景介が圧倒されてしまうほどの気高さを以もつて戦っていた。日崎に刀を折られて危機に陥おちいった時にすら、その威厳は失われなかった。

　が、今の彼女は、あの時と明らかに違う。

　苛か烈れつさはあっても清せい冽れつさがない。壮そう絶ぜつさはあっても荘そう厳ごんさがない。

　まだ刃やいばさえ交えていないのに、日崎に追い詰められていたあの時よりも遙はるかに大きな不安があった。まるで──極限まで細く削けずった枝の先を見ている気分だ。鋭さと引き換えに、いつ折れるかわからない脆あやうさを孕はらませてしまった凶きよう器きのような。

「くく、待ちわびた？　そんなに私に殺され損なったのが残念だったか？」

　巳代が皮肉げな口調で挑発した。

　ふたりを見比べ、不安は確信へと近付く。

　枯葉と巳代。

　どうしてだろう？　本来なら根幹から違うはずのふたりが、まるで同じ存在のようだ。

　それは憎しみに身を任せ、相手の血を味わうかのような、そんな、昏くらい──。

「思い出すねえ、あの夜のこと」

　巳代が軽く鞭を振るい、教室の床を打った。

「お前の父親は、この『ものぬしの杖つえ』で両断されたんだ」

　枯葉に気配の変化はない。いや──違う。

　既に憎しみを飽和させてしまっているが故ゆえ、これ以上変化のしようがないのだ。

「お前もついでにバラバラにしてやろうと思ってたのに、先を越された。悔くやしかったわぁ。昔っからてめえのことは気に入らなかったからよぉ」

「……そうか」

　枯葉の返事には、色が皆かい無むだった。

「妾わたしは別に、お前のことが嫌いではなかった。まあ、そりが合わぬとは思っていたが……まさか本ほん家けを憎にくんでいるとは欠片かけらも思わなかったからな」

「は、別に憎んじゃいなかったよ。単に不満だっただけだ。こんな素晴らしい身体からだを持っているのに里に引きこもって、人から隠れて生きるのはな」

「お前は昔から、外に出たがっていたものな。……外に出て、男にでも毒されたという訳か」

「私たちは優れた種族なんだ」

　巳み代よの表情に、笑えみと同時に怒いかりのようなものが混じる。

「あんな腐った里で、腐った目をした連中と一いつ緒しよに一生を終える？　かつては獲え物ものとして欲望のままに蹂じゆう躙りんしていた人間どもの目を気にして怯おびえる？　冗談じゃないね。私はあんたたちとは違う。もっと自由に、もっと好きに、あるがままに生きたいんだよ」

「獲物？　千三百年も前の価値観を持ち出すお前こそ古くさい。それに……その獲物に敗れ、負けたのはわれらだ。貴様にはわからんのか？　かつて、あらゆる異なものを打ち倒し、討うち滅ぼし続けてきた鈴すず鹿かが、何な故ぜ人間に負けたのか。人間だけには敵対しなかったのか」

　発せられるのは自じ嘲ちよう気味な言葉。

　対して巳代はそれを一いつ笑しように付ふす。

「は、単に人を滅ぼせば自分たちも子を産めなくなるからだろ？　くだらねえ。最初から、管理して飼育しとけばよかったんだよ。そうすりゃ、こんなにもほいほい数を殖ふやされて、隅っこに追いやられることもなかった。……ご先祖さまの失態、いや、てめえら本家の失態だ」

　それを聞いて、枯かれ葉はは笑った。いや、嗤わらった。

　景けい介すけが見たこともないほど──残忍に。

「貴様は何もわかっておらん」

　身構える。

　足を引き、腰を落とし、肩の上に掲かかげた刀で突きの姿勢を取った。

「人が数を殖やし、われらが数を減らした理由を。この国に溢あふれていた土つち蜘ぐ蛛もが、魍もう魎りよう雑ざつ鬼きたちが、余すところなく滅びていった理由を。……それは単に、われらが弱かったからに過ぎん。欲望と殺さつ戮りく衝しよう動どうに身を任せ──畏おそれを知らず理性を持たず、ただ殺し合うためにのみ生きてきたが故ゆえに、畏れを知り理性を持った人間の強さを侮あなどったからだ」

　吐はき捨てて、

「……そう、われら化け物は悉く弱く、人間の強さに討ち果たされる定めにある」

「おい、待て、枯……」

　景介の制止を無視し、

「ならばか弱い化け物同士、とくと殺し合おうではないか！」

　──飛び出した。

　一気に間合いを詰め、巳代の懐ふところへと。迷いなく頭部に向けて、雷のような突きを放つ。

「戯ざれ言ごとを吐はくなよっ！」

　巳み代よは一いつ喝かつし、それを迎え撃つ。『ものぬしの杖つえ』の柄えで刃やいばを逸そらし、枯かれ葉はの腹部へともう片方の腕を滑すべり込ませた。手に握られているのは暗あん器き。

　枯葉は躱かわさない。自身の、いや、灰原の身体が傷付くのにもまるで頓とん着ちやくせず──そのまま腹で受け止めながら、小こ太だ刀ちで相手の首を刈りに。

　上体を反そらして躱し、勢いで背転した巳代が『ものぬしの杖』を振った。

　柄と一体になった鞭むちは一度枯葉の頭上を通り過ぎた後、不自然に軌き道どうを変えてもう一度鎌かま首くびをもたげる。今度は枯葉が一歩を退くが、先端は一度撓たわんだ後で大きく全長を伸ばした。鞭でありながらまるで生き物のように、枯葉の肩を打つ。

　着物の袖ごと、肉が弾はじけた。

「……は！」

　初撃に成功した巳代は、舌した舐なめずりで嗤わらう。

「どうした？　父親の仇かたきを取るんじゃなかったのか？」

　間かん髪はつ入れず、再び襲しゆう撃げき。

　逆ぎやく袈け裟さに振った鞭は斜め下から枯葉を襲おそう。身を捩よじって躱そうとするも、巳代の手て許もとが一いつ瞬しゆんだけ強くぶれ、同時に鞭の動きが中空で止まった。

「……っ！」

　虚きよを突いて、再加速。枯葉の腿ももが裂ける。

「それとも……人間ごときのために戦うのは、気分が乗らないってか!?」

　巳代は暴ぼう虐ぎやくを止めない。

　やがて枯葉は防戦に回り始める。

　一度、二度、三度躱すも四度めに衝しよう撃げき。

　五度、六度を避けて七度めに鮮血。

　八度で着物の袖が破れ、九度に耳許の空気が弾はじける。

　よろめくに合わせ十度めに打ち据すえられるのは、背。

　目で追う間もない。数える暇ひまもない。

　景けい介すけが状況を把握するよりも先に、枯葉の身体からだに傷が増えていく。

「……おかしいです」

　横に立った型かた羽はが、景介の袖を僅わずかに引き、ぽつりと呟つぶやいた。

「え？」

　戦いから視線を外すことができない景介は、正面を向いたまま尋きく。

「かれはおねえさまは、かみあっていません」

　返答は抽象的だった。

　噛かみ合わない、とはどういうことだろうか。自分のリズムに乗れないという意味か。

　いや、そんな訳はない。

　恐らく型かた羽はの抱いだいている感情は、景けい介すけの感じている不安と同じだ。

「こころとからだが……ずれています」

　思わず横を、型羽の方を向いた。

「わたしたち、すずかは」

　彼女の表情は懸け念ねんを通り越し、悲しみの域に達するほど暗かった。

「もぎをおこなったじてんで、からだにこころをあわせます。それをおこなわなければ、にんげんのからだにすずかのわざはたえきれません。こころがからだをりかいし、うごきをつかんでようやく、ひとのからだはすずかのちになじむのです」

　景介にも何となくわかるような気がした。

　人間と鈴すず鹿かの一いち族ぞくには身体能力に差がある。だが、差があり過ぎる。

　喪も着ぎを行なった一族の首から下は、人間の身体からだだ。傷が簡単に治ったりするところから見れば、生物的な、もしくは人間に理解できない超常的な何かが働いて身体そのものが作り変えられているのは想像に難かたくないが──それにしたって、ここまで変へん貌ぼうするのはおかしい。

「身体のことを……理解する、か」

「はい」

　型羽は頷うなずく。

「わたしのからだは、りょうてがつかえません。あしもかたほうだけがみじかく、せもゆがんでいます。ですが、わたしは、それをりかいしました。きんにくのうごき、けつりゅうのひとすじ、しんけいのいっぽんにいたるまでの、すべてを」

　つまりそれは、身体の──力の使い方を、覚え込むということ。

　どうすれば最も速く走れるのか。どうすれば最も長く動けるのか。

　そして、どうすれば最も強く戦えるのか。

　彼女たちはそれを理解する。恐らくは、元の身体の持ち主である人間よりも深く。

「かれはおねえさまも、それができていたはずなのに……」

　鈴鹿の一族にとっては当たり前の、基本的なことが、枯かれ葉はにはできなくなっている。

　憎にくしみで暴走しているが故ゆえに。いや、或あるいは──憎しみが飽和してしまったからこそ、その醜みにくい感情のまま灰はい原はらの身体を使うことが申し訳なくて、故意に身体と心を切り離したのか。

「いまのかれはおねえさまは、もとのからだのつもりでたたかっています。こころをもとのからだにあわせたまま……いまのからだのこえを、きいていません」

　型羽が唇くちびるを咬かんだ。

　景介は再び枯葉を見る。

　息も荒く、全身のあちこちから出血がある。傷を治すことも──あれほど大事に思っていたはずの灰原の身体に付けられた傷にも構わずに、ただ、

「おのれえっ！」

　吐はき捨てる雑ぞう言ごんと、憎にくしみだけが先走っていた。

　対する巳み代よは興きように乗っている。

　ついさっき手に入れた新しい身体からだを早そう々そうに、枯かれ葉はよりも遙はるかに上う手まく使いこなしていた。

　大だい胆たんな動きで翻ほん弄ろうし、変へん幻げん自在に鞭むちを操あやつり、着実に攻こう撃げきを加えている。

「ははっ！　どうした？　お前はそんなもんだったか？　動きが鈍にぶい、精度が低い！」

　上段から振り下ろされた鞭の一撃が、枯葉の小こ太だ刀ちを持つ腕へ叩たたき込まれる。

「……ぐ！」

　たまらず呻うめく枯葉。隙すきを逃さず巳代の追つい撃げき。

　跳はね上げられた足が、今しがた打ち据すえられた腕をもう一度蹴けり上げる。

　そうして、遂ついに。

　小太刀が手を離れて宙に廻まわり、リノリウムへと突き立つ。

　拾いに行こうと手を伸ばした枯葉の足を、巳代が払った。

「くっ、あ！」

　転倒する枯葉。上げた顔、顎あご先へと『ものぬしの杖つえ』の先端が突き付けられる。

「あらあら、あっけないね」

　余裕の表情で嘲ちよう笑しようする巳代に、枯葉はただ、歯は咬がみで応えた。




「……教えてやろうか？」

　枯葉を見下ろした巳代の顔は、嬉うれしそうに輝いていた。ただしそれは、蛇へびが獲え物ものを丸呑のみにする時と同じような──捕食寸前、欲望の充足を予感した輝きで。

「てめえが私に、勝てない理由を」

「妾わたしはまだ……負けてなどおらん」

　対する枯葉の殺意は、憎しみは衰おとろえていない。が、憎ぞう悪おだけが空回りしている状況ではどうすることもできないのは景けい介すけにもわかる。一いち族ぞくと何度か対たい峙じし、その度に手も足も出ずいいようにされてきたからこそ身に沁しみていた。気持ちだけでは、勝てないのだ。

「……型かた羽は」

　傍かたわらで気配を鋭くしている少女に、呼び掛けた。

「いわれずとも。かれはおねえさまは……おいかりになるでしょうが」

　既に型羽は臨戦態勢だった。巳代に気付かれないように構えは取っていないものの、いつでも飛び出せるのだろう。景介も皮かわ鞘ざやの中にあるものを、意識で確かめる。

　実は、既に美術室へ来る前からやれるだけのことはやってある。

　通つ夜や子こに気絶させられた後、閉じ込められていた教室。そこでボールペンやら消しゴムなど、小さなものをちょろまかしておいた。念のためにと思ってやっていたことだったが、さっき彼女が『かみらの枝えだ』を返してくれたのが僥ぎよう倖こうだ。皮かわ鞘ざやの中に仕舞うのと同時、鞘の底に入れていたそれらに傷を付けた。もちろん、武器とも呼べないし殺傷力もないが、目くらましくらいには役立てる。巳み代よは、景けい介すけが通つ夜や子こにこれを返してもらっていることを知らない。

「お前は怖がってんだよ、枯かれ葉は」

「戯たわけたことを言うな」

　枯葉は強く否定する。思ってもみないことを言われたといった表情で。

「いいや、怖がってるね。気付いてないのか？　ま、そうだろうねえ」

　巳代は得意げな薄ら笑いを浮かべた。

　意味ありげに、鞭むちを手の中で弄もてあそびながら、

「怖がってるのはお前じゃなくて、お前の身体からだなんだから」

「……どういうことだ」

　問い詰めるように睨にらんだ枯葉に、巳代は舌した舐なめずりをした。

「試してみようか？」

　そうして、右目に着けた眼帯に指先を伸ばす。

「『からばの魔ま眼がん』か。……そんなものが妾わたしに通じるとでも思うのか？」

　言いつつ、僅わずかに身を沈め、立ち上がる準備をする枯葉。

　隙すきを見て一度離れ、体勢を整えるつもりのようだ。

「忘れたのか？　お前はそれを一度、妾に破られていることを」

「十日前は不覚を取ったねえ。素直に認めてやるよ。……でも、今はどうかな」

「おい、あれは……？」

　景介の問いに、型かた羽はは小さく答えた。

「『からばのまがん』は、あいてをきょうふでしばります。ですが、ふいをつかれず、こころねをつよくもてば、まどわされることはありません」

　声は不安に満ちている。

　言げん外がいに、今の枯葉では難しいかもしれない、という恐れがあった。

　型羽の身体が僅かに動いた。だぶだぶの病院着の中で身構えたのだ。

　恐らく、枯葉が『からばの魔眼』に動きを封じられたら飛び出すつもりなのだろう。ぎりぎりまで待っているのは、一対一の決闘を邪じや魔ましたくはないからか。

「あれ、効果は一度にひとりだろ」

　一応確かめておく。朝の戦いでは、景介があれを見てもなんともなかった。

「はい」

　型羽が頷うなずくと同時。

　巳代が眼帯の紐ひもに指に掛けた。

「さあ、枯葉ちゃん。私に……見せて頂ちよう戴だいな」

　そして、一気に。

　──引き千切る。

　露あらわになったのは、昼間と同じ、眼がん窩かへすっぽりと嵌はまった青い石。表面をごつごつとさせた、宝石というよりも原石といった方が近い、無ぶ骨こつな塊かたまり。

「……どう？　キレイ？」

　誇こ示じするように、巳み代よは義ぎ眼がんとはとても呼べない青を、枯かれ葉はへ見せる。

　枯葉は、

「あ。……え？」

　全身から抜けた力が信じられないというように、口をぱくぱくと──動かす。

「ははははは！　ざまあない！」

「……みよぉっ！」

　哄こう笑しようと同時、型かた羽はが飛び出した。

　距離を刹せつ那なでなくし、両腕を拡ひろげて鉄てつ爪そうを交こう叉さに叩たたき付ける。

「は！　見え見えなんだよガキ！」

　読まれていた。巳み代よは即座に型羽へと向き直ると、彼女の爪つめを鞭むちで狙ねらう。

「……かれはおねえさまには、ふれさせない！」

「上等だ！　まずはお前から片付けてやらあ！」

　互いに攻こう撃げきをし合いながら、殺意と敵意の視線を交こう錯さくさせる。

　もはや動きは目で追えないほどに激しい。

　景けい介すけは大きく息を吸い込んだ。

　ここで自分がすべきこと。

　──今のうちにどうにかして、枯葉の硬直を解く。

　だが実際には、具体的にどうすればいいのかわからない。引っぱたいても効果があるとは思えないし、話をするなんてのも尚更だ。

　或あるいは枯葉を連れて逃げるということも考えた方がいいかもしれない。背後の棺かん奈なを見み遣やる。言葉で確認するまでもなく、彼女は頷うなずいた。

　死体と意思が通じ合うってのも妙みような話だ。そんなことを思いつつ、枯葉に向かって走ろうとしたその時。ふと見渡した美術室の隅にいた通つ夜や子こと、目が合った。

　──まずいか？

　通夜子はずっと戦いを傍ぼう観かんしていた。それはつまり型羽と同じように、枯葉と巳代、一対一の決けつ闘とうと見て手を出さずにいたからだろう。それが崩れた今、彼女も動く可能性がある。さっき自分のことを守ってくれたからといって、楽観視はできない。

　が、そんな景介の懸け念ねんとは裏腹に、

「霧きり沢さわ景介くん」

　彼女は壁に背を預けたまま動かず、ただ静かに、景けい介すけの目を見み据すえて言った。

「あなたは、ここで動けばもう、戻れない」

　まるで事実を指摘するように。それでいて、諫いさめるように、問うように。

　それは、問われているのは──覚悟。

　同じことを木こ陰かげ野のにも言われた。今ならまだ間に合う、と。

　一週間前には日ひ崎ざきにも。控えめではあったが当の枯かれ葉はにだって。

　自分でもわかっている。何度も自問自答している。

　景介はただの人間だ。それこそ巳み代よや通つ夜や子こに一いつ瞬しゆんで気絶させられてしまう程度の、何の役にも立たない存在だ。戦いでは枯葉の味方どころか足手纏まといにしかならない。

　姉ねえさんがどうなったか知りたい。灰はい原はらをこのまま忘れるのは忍び難がたい。日崎を取り戻したい。それらは確かに、踏ふみ込む理由になるかもしれない。

　だけど、覚悟に足りているかといえば、違う。

　戻れないというのは、どういうことなのか。

　踏み入れるというのは何を意味するのか。

　ああ、わかっている。全部わかっている。もちろん割り切れるものではないけど、でも。

「通夜子、……さん」

　景介は真っ直すぐに相手の目を見据えると、はっきりと宣言した。




「俺おれは鈴すず鹿かの一いち族ぞく、本ほん家けの……枯葉の、婿むこ候補だ」




　通夜子は、応えない。

　ただ──どこか寂しそうな微び笑しようを見せ、目を伏せる。

　景介は一歩を踏み出した。

　型かた羽はと巳代の戦いを横目に、通夜子の微笑を脳のう裏りに、枯葉のもとへと。

　瞬しゆん間かん、背後に殺気。

「おい、どこ行こうってんだ!?」

　巳代の苛いら立だたしげな声が景介の鼓こ膜まくを震わせる。

　構うな。知ったことか。

「そんなに死にたいかてめえ！」

　足あし許もとに強い衝しよう撃げき。リノリウムの床が抉えぐれる。

「……させません……っ！」

　型羽が短く吐はき捨てる。たぶん彼女が防いでくれなければ食らっていたのだろう。

「ああああうぜええよ！」

　肉を打ち据える音。短い悲鳴が聞こえる。

　振り返りたいが、振り返ってはいけない。

　型かた羽はは『きしみ』。本ほん家け守しゆ護ご役。

　本家の婿むこ候補は、彼女に護まもられる存在であって、彼女を護る存在ではない。

　小さな身体からだが床に跳はねる気配がした。

　巳み代よがとびきりの殺意をこっちに向けてくる。標的を景けい介すけに変えたのだ。

「かれはおねえさま、と……」

　けれど、それでも景介は、

「けいすけおにいさまに、さわるなああ！」

　型羽を──信じた。

「あああああっ！」

　立ち上がった型羽の血を吐はくような絶ぜつ叫きよう。

　再び美術室に谺こだます、鞭むちと肉、肉と鉄、鉄と鞭のぶつかり合い弾はじけ合う音。

　それらを後しり目めに、景介は唇くちびるを咬かみ、

「……枯かれ葉は！」

　震えて踞うずくまっている少女の前に、辿たどり着く。




　　　　　　　　　　２




「け、……い、すけ」

　弱々しげに唇くちびるをわななかせる枯葉の身体からだは、とても小さく見えた。

　灰はい原はらも身長がけっこう低かったなと当たり前のことを思った。椅い子すに座っているとまるで置き物のようで、教室でひとりぼっちでいる姿を見る度に、どこか後ろめたい気分だった。

「すま、ん。わた。し……は」

「枯葉」

　しゃがみ込む。

　視線を合わせると、彼女の目に涙が溜たまる。

「父、さま……の、仇かたき、を。討うとうと、思ったのに」

　もはやさっきまでの、血も凍り砕くだかれるような憎にくしみなどどこにもない。

「なんでだ？　なん、で。妾わたし……は」

　あるのはただ弱々しくみっともない、打ち負かされた少女の姿。

「枯葉、よく聞け」

　景介は思い出す。

　昨日きのうの夜、枯かれ葉はが言っていた。妾わたしは弱い、と。

　その時は意味がわからなかった。お前は強いじゃねえか、心の裡うちでそう呆あきれた。

　でも、今ならわかる。

　枯葉の持つ──枯葉自身の弱さが。

　同時に自覚する。

　──俺おれも同じだ。

　弱さ。それは、

「俺な……昼間、秋あき津つを殺そうとした」

　たぶん、負けることだ。

　怒いかりに。憎にくしみに。恐怖に。その昏くらい欲望に任せるがまま、振る舞ってしまうことだ。

　枯葉は感情と衝しよう動どうに負け、憎しみを御ぎよせなかった。強い憎しみは得え体たいが知れない。自身を律りつすることもできず、訳がわからなくなってしまうほどに。

「お前と一いつ緒しよだな。俺だって弱い」

「けい……すけ？」

　枯葉の頭の上に手を乗せる。

　それから、小さな身体からだを眺ながめる。

　今の枯葉。

　それと、椅い子すに座ってひとりぼっちだった灰はい原はら。

　似ているようで、同じ身体なのに、受ける印象は全然違う。

　顔が違うからではない。だって、あいつは──、

「あいつの……巳み代よの身体は、灰原をいじめてた奴やつのものだ」

「……え」

「お前の中の灰原が、いじめられてた記憶を思い出したのかな」

「ち、が……う」

「ああ。違うな。灰原は……強かった。あんな奴のこと、怖がっちゃいない」

　言いながら、そんなことはなかっただろうなと思う。

　あいつは恐かったに違いない。

　灰原の身体にその時の記憶が残っているのなら、そしてもし、かつて自分をいじめていた人間の身体と戦っているのだと知ったなら、きっと強い恐怖を感じるだろう。

　でも。

　きっと枯葉と違って灰原は、そんな弱さには──負けない。

　枯葉とは違い、相手を憎んだりしなかっただろう。復ふく讐しゆうなんて考えなかったはずだ。そんなつまらない、薄汚い欲望に負けず、じっと耐えてきたのだから。

　何な故ぜ、十日前は通じなかったはずの『からばの魔ま眼がん』が枯葉を縛しばったのか。

　それは枯かれ葉はの心が、灰はい原はらの心よりも弱かったからだ。灰原なら耐えられたはずの恐怖に、枯葉は耐えられなかった。だから動けなくなった。だから、巳み代よに負けた。

「……枯葉」

　景けい介すけは頭から手を離し、枯葉の目を見た。

「お前はいつか言ったな。吉よし乃のは自分の身体からだに相応ふさわしい、って」

　本気で、問う。

「だったら……お前はどうだ？」

「わた、し？」

「お前は、灰原の身体に相応しい奴やつか？　それとも……ちっぽけで弱虫で、それを自分でわかっときながら暴走して負けちまうような、そんなつまらない女か？」

　容よう赦しやはしない。

　ああ、容赦なんかするかよ。

　俺おれは言ったはずだ。

　これからもずっと、比べ続けてやる、って。

「だったら今すぐ俺は、お前の首を切り落として灰原の身体を取り戻す。お前みたいな奴に灰原の身体はもったいねえ。あの桜の木の下に、尾おノの上うえと一いつ緒しよに埋うめた方がいい」

　言葉を紡つむぎながら、思考の密度は薄れていく。

　何も考えず、ただ口の動くままに、景介は声を出していく。

「でも、俺だって同じだ。俺は……今の俺は弱くて、まだ灰原に相応しくなんかない。だから、もっと強くなろうと思う。お前はどうする？　灰原に相応しくなるか？　なれるか？　俺の隣に立てるか？　俺と一緒に、灰原の隣に立てるか？」

「わたし、妾わたしは……」

「負けんじゃねえよ、あんな奴に！」

　いつの間にか。

　景介は、枯葉を思いきり、抱き締めていた。
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「灰原は負けなかったんだ、だったらお前も負けるな！　お前の中には灰原がいるんだ。ひとりじゃないんだ。ただでさえお前は強いのに、灰原が一緒にいるんなら尚更だろうが！」

　細い身体だった。

　痩やせていて、今にも折れそうな。

　誰かが支えなければ、すぐに壊こわれてしまいそうな、そんな。

　灰原を抱き締めてやれなかったことを、申し訳なく思う。こんな身体で、たったひとりで耐えてきたあいつに何もできなかったのが、悔くやしくてたまらない。

　でも、今は。

　少なくとも今、自分が抱き締めているのは──枯葉の身体だ。

「だから……頑張れよ、お前」

　ぽつりと呟つぶやいた景けい介すけの背に、少し間があって、何かが触ふれた。

「……景介」

　枯かれ葉はの手が、添えられたのだった。

「ありがとう、景介。妾わたしは……愚おろか者だ」

　回された両手が景介を撫なでる。

　指先に意思が宿る。

「お前の言う通りだ。これでは吉よし乃のに会わせる顔がない。まったく情けないな……本ほん家けの次女ともあろう者が、大口を叩たたいてこのざまだ」

　声は微かすかに笑っていた。

　優しげで、同時に芯の通った、意思を感じさせる声。

　尊大で、そのくせに幼い、けれど威厳と誇りを持った──、

　こいつの、いつも通りの声。

「大丈夫だ。お前に勇気をもらった。妾の中の吉乃もそう言っている」

　枯葉は景介から身体からだをゆっくりと離す。

　もう震えていなかった。むしろ力強かった。

　立ち上がる。

　所しよ作さに澱よどみはなく、佇たたずまいは凜りんとして揺ゆるぎない。

　気高さの中に鋭さを混じらせ、視線は射抜くようで同時に優しい。

　間違いなく、景けい介すけの知っている枯かれ葉はという少女そのものだ。

「……これは妾わたしだけの戦いではなかった。吉よし乃のの戦いでもあったのだな」

「枯葉」

「まったく……お前には驚かされる。さすが、吉乃の見込んだ男だ」

　普段なら照れ隠しで軽口を返すところだった。

　けれど、枯葉の言葉があまりに素直で、堂々としていて、返事すらもできなかった。

「見ていてくれるか？　妾と……吉乃の戦いを」

「ああ」

　景介はそこでようやく笑うと、いつものように応える。

「つまらん戦いしやがったら、承知しねえ」




　枯葉が再び立ち上がったのに気付き、巳み代よが型かた羽はの間合いから一歩飛び退のいた。

　顔をこちらに向けて、嗤わらう。

「はあ、乗り越えられちゃったか。つまんないのぉ」

　おどけた口調は余裕の現れか、それとも口くち惜おしさからか。

　見れば型羽は既に満まん身しん創そう痍いだった。

　頭部からは血が流れ、片腕がだらりと力なく下げられている。病院着は血で染まり、あちこちにつけられた裂傷には骨が見えている箇所すらあった。

「景介。型羽を頼む」

「ああ」

　言われ、型羽のもとへと走る。巳代と擦すれ違うが、こちらを一いつ顧こだにしない。

　それだけ──今の枯葉が、脅きよう威いなのかもしれない。

「おい、大丈夫か？」

　思わず顔をしかめてしまうほど型羽の傷口は酷ひどい。一週間前の自分なら卒倒してしまうかもしれない。というか、なんだか日に日に血腥なまぐさいことに慣れていく気がする。大丈夫か俺おれ。本当はやっぱり、みんなに言われた通り引き返しておくべきだったんじゃなかろうか。

「にんげんに、しんぱいされずとも……」

　型羽は減らず口を叩たたくが、既に体力と気力が限界なのだろう。足あし許もとをふらつかせると、そのまま景介の懐ふところに倒れ込んでくる。

「ふぇ」どすん、と。

「お前、朝はけっこう善戦したのにな。……疲れてたのか？」

「『きしみ』のわざは、けっとうようではありません……うう」

　よくわからないが、どうもこの場での一対一の戦いでは型かた羽はが不利だったらしい。

　まあ、なんにせよ助かった。

「かれは、おねえさ、ま、は……？」

「ああ、もう大丈夫だ」

「そうですか。ではわたしは、ねむります」

「景けい介すけさま、後は、お任せを」

　こちらへと歩み寄ってきた棺かん奈なが、型羽を景介から受け取る。棺奈の腕に抱きとめられたと同時、型羽はすーすーと寝息をたて始めた。

　美術室の隅に寝かせられるのを見届けて、再び枯かれ葉はと巳み代よに視線を戻す。

　対たい峙じし、睨にらみ合っているふたり。

　だが、さっきまでと雰囲気は明らかに違っていた。

　巳代は相変わらず下げ卑びた──血の匂いが漂ってきそうなほどの殺気を放っているが、枯葉にはそれがない。敵意を受け流し、同時に鋭さを加えて返すような余裕がある。

　動と静。岩と波。

　今や対照的なほどに、ふたりの差が見えた。

「得え物ものを拾いな」

　巳代が床に突き立った小こ太だ刀ちを一いち瞥べつして吐はき捨てた。

「仕切りなおしてやるよ」

「親切なことだ」

　枯葉は笑う。が、動こうとはしない。

「そういうところを見ると、お前もやはり一いち族ぞくなのだなと思う」

「は？　何言ってんだ？」

　眉まゆをしかめて首を傾かしげた巳代に、

「われらは、人よりも遙はるかに強きよう靱じんな身体からだと生命力を持つ存在だ。故ゆえに同どう族ぞく同士の勝負では、相手の全身全ぜん霊れいをこちらの全身全霊で打ち負かすことを望む。それこそが鈴すず鹿かの戦いであり、至上の矜きよう持じ……お前も意識せず、そう思っているだろう？」

「だから何を……」

「さっきの話の続きだ」

　再度の問い掛けを遮さえぎって、言う。

「われらが何な故ぜ、人間に敵対しなかったかわかるか？」

「お前ら本ほん家けが腑ふ抜ぬけだったからだろうが」

「違うな。われらは強い。人間などあっという間に討ち果てさせることができるほどに。だが、強いが故に……弱さというものを理解していない。だから、弱い」

「禅ぜん問もん答どうをする気はないね」

　巳み代よは『ものぬしの杖つえ』をかざし、吐はき捨てる。

　枯かれ葉ははそれでも構えをとらず、武器も拾わなかった。

「われらは、人と共に在あらねばならんのだ。強き故ゆえに弱さを知らず、弱き故に脆もろいわれらは。人は強い。弱さを知っているからこそ、強い。……われらが喪も着ぎを行ない人の身体からだを給たまわるのはな、巳代。その強さを──弱さ故の強さを借り受けるということなのだと思う」

「どうした？　さっきの恐怖で頭でも狂ったか？」

　嘲あざけりとともに自分の頭部を指差す巳代。

　だが景けい介すけには、彼女の言っていることがわかった。

　灰はい原はらの強さと、枯葉の弱さ。

　それらは決して、別のものではない。灰原は人一倍弱かったからこそ強くなれた。枯葉は本ほん家けとして強くあろうとしたからこそ、脆かったのだ。

「貴様にはわからんよ。人をただの贄にえとしか捉とらえられず、人の強さを弱さとしか思えない貴様には。利用するだけでは心は伝わらん。互いに支え合わなければ、身体は応えてくれん」

「は！　てめえはさっきなんで怖がった？　十日前のお前なら『からばの魔ま眼がん』に惑わされたりしなかったのにな。そりゃ、お前の身体のせいだ。いじめられっ子の灰原吉よし乃のが、この身体の……私の贄に受けた仕打ちを思い出して、足が竦すくんじまったんだよ！　そんなか弱い身体を使っていて私に勝てるってか？　言っとくけどこの身体は上等だぞ？　弱い者をいたぶり、心を追い詰め殺しておきながら、挙げ句その行為をうすらとぼけるような、最低最悪の実に人間らしい人間だ！　ま、最後は壊こわれちまってたけど、な！　ははは！」

　巳代は、さも可お笑かしそうに大声をあげる。威い嚇かくだった。

　それでも枯葉は動じない。

　枯葉の中の吉よし乃のも──揺ゆらがない。

「……情けない」

　目を伏せ、溜ため息いきを吐つき、

「身体からだの名も覚えておらんのか、貴様」

　巳代の言い淀よどみを、指摘する。

「覚える必要があんのかよ？」

「名も覚えずして、身体を知ることができるものか」

　構えた巳代を鋭く一いち瞥べつし、それから、枯葉は。

「よかろう。お前に……鈴すず鹿かの持つ弱さを、見せてやる」

　視線を外し、美術室の隅──棺かん奈なの傍そばにある、白木の箱に、目を遣やった。

「なんだ？　得え物ものを変えるのか？」

「貴様がそれを許すならばな」

「ああいいぞ？　変えてみろよ。なまくら小こ太だ刀ち相手じゃいい加減嫌いや気けが差してたんだ」

「そうか。……後悔するなよ？」

　歩き、棺かん桶おけ『くらい墓はか穴あな』の蓋ふたを開く。

「何で相手してくれるんだ？」

「景けい介すけと約束したからな。つまらん戦いはできん。取って置きをくれてやるよ」

「へえ……。じゃあ『廻めぐりじんろう』か？　それとも『いずなの簪かんざし』か？　歩ほ摘づみから奪った『白しろ銀がねりょうげ』でも持ち出すか？」

　くくく、と。笑う巳み代よ。

　その挑発に対し、枯かれ葉ははこともなげに応える。

「……『つうれん』だ」




　　　　　　　　　　３




　枯葉が発した単語に、巳代と、それから通つ夜や子こが硬直した。

「なん……だ、と？　おい、通夜子！」

「そんなはずはないわ」

　叫さけんだ巳代に、通夜子が応える。僅わずかに声は震えていた。

「さっき、確かに枯葉は『つうれん』を……秋あき津つ依い紗さ子こに手渡した」

「ああ、通夜子の言う通りだ」

　不敵な笑えみを浮かべ、枯葉は巳代たちを一いち瞥べつする。

「だったら、あれは……」

「柄えと鞘さやだけ、な。何のことはない、中身はただの刀だ」

　ふたりが、顔色を真っ青にする。

「おい、待て」

「……宝ほう刀とうを、ばらばらにしたというの」

　景介は、ふたりの反応に不可解さを覚えた。

　柄と鞘だけ相手に差し出したというのは、確かになかなかの策士だ。枯葉もああ見えてけっこうやるじゃないかと思う。でも、それにしたってオーバーリアクションではないか。

　幾ら騙だまされたとはいえ、巳代はともかく通夜子までもが顔色まで変えているのは何な故ぜだろう。その程度のことでは動どう揺ようしないような人に見えたのに。

「……なあ、棺かん奈な」

　背後で型かた羽はを膝ひざ枕まくらしている棺奈に、尋きいてみた。

「はい」

「なんであいつら、あんなに驚いてるんだ？」

「『つうれん』は、一いち族ぞくの宝刀。最古の、蔵ぞう物ぶつに、ございます」

「それで？」

「始し祖その、鈴すず鹿かさまが、振るった、宝ほう刀とうと、伝えられて、います」

「いや……そうか。まあ、なんとなくわかった」

　要するに、凄すごく古い宝物をばらばらにしたと。

「てめえ、いかれてんのか？」

　巳み代よが驚きよう愕がくとともに眉まゆをひそめる。

「不ふ敬けいな」

　通つ夜や子こがひとこと、呟つぶやいた。

　景けい介すけは考えを改める。

　こいつらがオーバーリアクションなのではなく、こいつらにここまで表情を変えさせるほど大だい胆たんなことを枯かれ葉はがやってしまったということか。

　一いち族ぞく最古の蔵ぞう物ぶつ、と言っていた。始祖が振るった、とも。

　こいつらの歴史がどれくらいあるのか知らないが、人間でいうところの三種の神じん器ぎとかそんなものだろう。だったら、たとえば天あまの叢むら雲くもの剣つるぎをばらばらにしたとして……。

　考えただけで、ヤバげだった。

　もしかして、枯葉がそんなことをしたのも景介のせいなのだろうか。人質に取られてしまった自分を助けたい、けれど宝刀は決して渡せない──その苦肉の策として、不敬を承知、血の出る思いでやってしまったのかもしれない。

　申し訳ないどころの騒さわぎではない。先祖に祟たたられても文句は言えない。

「おい、枯葉……」

　が、当の本人は。

　何な故ぜか得意げな顔で、棺かん桶おけの暗くら闇やみに手を突っ込み、ごそごそと探さぐっている。

「あった」

　まるで落とし物を見付けた時の用に、呟つぶやき。

「さあ、とくと見るがよい」

　それを、両手で引き摺ずり出す。

「これがわれらが宝刀、鈴鹿の一族頭とう首しゆの証あかし。始祖の鈴鹿さまが振るった同どう族ぞく殺し……」

　暗くら闇やみの中から姿を現したそれは、ひと抱えもある大きさをした、金属色の──、

「……『つうれん』だ！」




　チェーンソーだった。




「え」巳代がきょとんとした。

「は」通夜子が呆ぼう然ぜんとした。

「へ」景けい介すけは間抜けな声をあげた。

　エンジンに付いた持ち手と、先端から伸びた楕だ円えん形の金属板。金属板の周囲に巻かれた鎖くさり刃ば。どこからどう見ても、誰がどう見ても、チェーンソーだ。

「いや、枯かれ葉は、お前……」

　こんな緊迫した時にふざけてどうすると思った瞬しゆん間かん、がた、と物音がする。

「ま、さか……」

　通つ夜や子こが、よろめいていた。

「枯葉、あなた、……まさか」

「ああ、そうだ」

　枯葉が頷うなずく。

「『つうれん』の刀身を鋳い溶とかして巻き直した」

「そ、んな……」と、通夜子。

「てめえ……」と、巳み代よ。

「おい、枯葉、お前……」と、景介。

　三人同時に、叫さけぶ。

「正気!?」「正気か!?」「正気かよ!?」

　敵味方の壁を越えた、実に見事なユニゾンだった。

「どうだ。かっこよかろう」

　それに、得意げな顔で胸を張る枯葉。

「よくねえよ！　そういう問題じゃねえよ！　俺おれを助けるためっていっても、そこまで……」

「何を言っている？　これは、お前と『つうれん』との交換とは関係ない」

「じゃあ、なんで……」

「妾わたしの趣味だ」

「趣味で……宝ほう刀とうを？」

　もはやさっきまでとは別人としか思えない惚ほうけた声で、通夜子が呟つぶやく。

　今度こそ、景介も肌で実感した。

　間違いない。

　こいつ、バカだ。

　すごいバカだ。

　しかも畏おそれ知らずの、バカだ。

「繁はん栄えい派はの目的は、妾以上にこの『つうれん』にあるのだ。どのみち何らかの偽装を施ほどこしておかなければならなかった。それに……本家の馬ば鹿か娘むすめが鋳溶かしてしまったとあれば、やる気を失う者も現れようと思ってな」

　言い分の正しさはともかく、自分でもバカと認めたようだ。

「なあ、棺かん奈な」

　言葉もない巳み代よや通つ夜や子こを後しり目めに、景けい介すけは呆ぼう然ぜんと言った。

「はい」

「あの『つうれん』って奴やつ、大事なんだよな」

「はい、大事で、ございます」

「超大事なんだよな」

「はい、超大事で、ございます」

「あんなことして……大丈夫なのか？」

「棺奈には、わかりません」

　ナチュラルに棺奈は逃げた。いや、本当にわからないのだろうけれど。

「ですが」

　しかし。

　棺奈が続けた言葉で、巳代と通夜子、ふたりの表情が変わる。

「たとえ、鋳い溶とかした、ところで、『つうれん』は、『つうれん』。

　鈴鹿殺しの、魔ま剣けんには、変わり、ありません」

「棺奈の言う通りだ」

　枯かれ葉はが不敵に、かつ嘲あざけるように笑った。

「見掛けに惑わされてなんとする？　貴様らは所しよ詮せん『つうれん』を一いち族ぞくの象徴としか思っていなかったのであろうが……見紛まがうな。これは夏祭りの時、祭さい壇だんに飾るためのものなどではない。鈴すず鹿かの一族の呪ノロイと病ヤマイ、汚ヨゴレと穢ケガレの最古の貌かたち。かつて始し祖その鈴鹿さまが同族を斬きり殺し、そして妾わたしの母さまが裏切り者の神楽かぐらを斬きり伏せた……正しよう真しん正しよう銘めいの蔵ぞう物ぶつだ！」

　通夜子が目を細め、気配を鋭くした。

　巳代が舌打ちし、再び身構えた。

　枯葉はエンジンのスターターを引く。

　ぐぉん、と鈍にぶい音がして、２ストロークが回転、排気を始めた。

　刃の列が動き始め、目にも止まらぬ速さで廻まわる。

　そして、次の瞬しゆん間かん。

　亡ぼう、と──。




　回転する刃に沿って、赤い光が鈍く立ち上る。




　それは血にも似た色で、断だん末まつ魔まにも似た甲かん高だかい音をたて、刃の周囲をゆらゆらと巡めぐる。

　エンジンの断続的な轟ごう音おんと混じり、あたかも男と女が絡からみ合って焼け死ぬ心中の悲鳴の如ごとく──美術室に、戦せん慄りつをもたらした。

「巳み代よ」

　回転鋸チエーンソーを構えた枯かれ葉はは、もはや笑っていなかった。

　神聖な儀式に臨む前の巫み女このように恭うやうやしく、その工業製品を両手に抱いだき。

　ギロチンを前にした首切り役人のように荘そう厳ごんに、目の前の敵に問う。
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「これとやり合う度胸はあるか？」

　巳代は一いつ瞬しゆんだけ戦せん慄りつの表情を見せたが、

「……ふん」

　すぐにその隻せき眼がんを、さっきまでと同じ、残ざん忍にんで凶きよう悪あくな殺意の色で塗ぬり潰つぶす。

「上等だ、面白い。お前のそれも同どう族ぞく殺しなら、里を燃やした私も同族殺しなんだよ。どのみちいつかその時が来るとは思ってたんだ。……やってやらぁ！」

　自身を鼓こ舞ぶし『ものぬしの杖つえ』を床へと打ち付けた。空気の爆はぜる音より前にリノリウムへ亀き裂れつが入る。唇くちびるを舌で濡ぬらし、身を屈かがめ、枯葉へ向かって突進した。

　枯葉は『つうれん』を横向きに構え、それを待ち受ける。

　景けい介すけは不安を覚えた。

　枯葉の小さな身体からだに、チェーンソーはいかにも大おお仰ぎようだ。下へ手たをすれば持っているだけでやっとにも見えるのに、あれを振り回して戦うことができるのだろうか。

　巳代が急停止。下段から斜め上に鞭むちを放つ。

　一見ぞんざいに、枯かれ葉ははチェーンソーを振るった。

　ぱぁん、と、聞いたことのない音。

　回転する刃によって鞭むちが弾はじかれ、あらぬ方向へと軌き道どうを逸そらす。

「……、はっ！」

　巳み代よの哄こう笑しよう。僅わずかに手て許もとが動き、再び先端が鎌かま首くびをもたげる。

　背後に一歩、大きく飛び退のきながら、

「……伸びろ！」

　一見して間合いの遙はるか外にしか思えない距離から『ものぬしの杖つえ』が枯葉へ襲おそいかかった。

　関数のような曲線を描き、どこに打ち据すえられるのか予測できない動き。

　対する枯葉は裂れつ帛ぱくの呼吸とともに、舞った。

　跳ちよう躍やくし、機械の塊かたまりを片手で、まるで扇おうぎでも振るかのように一回転。数度、再び鞭と回転刃のぶつかり合う音。その腕力もさることながら、鞭が見えているとしか思えない所しよ作さだった。

　着地と同時、身を低くして床を蹴ける。

　刃を後ろ向きにしたチェーンソーを肩に担かつぎながら、まるで四つ足の獣けもののように低い突進。巳代の目前まで距離を詰め、その場で身体からだを跳はね起こす。両腕でチェーンソーを振りかぶり、大上段から叩たたき付けた。巳代は咄とつ嗟さに『ものぬしの杖』を収縮、硬直させる。名前通りの細い杖と化して、降ってくる刃を受け止め、

　ノックバック。

　弾かれたチェーンソーの反動は、枯葉を大きく仰のけ反ぞらせる。が、

　たぁん、と。

　勢いに任せ、枯葉が高く飛んだ。

　そのまま宙を後方に一回転。背後へと着地する。

『つうれん』の帯びた赤しやつ光こうが、真円の残像を描いた。

「……なんだよ、こりゃあ」

　景けい介すけは、驚きよう愕がくするほかない。

　チェーンソーそのものは、恐らく小型の部類に入る。木の枝を伐ばつ採さいする時なんかに使うタイプのもので、幹を切断できるようなものではない。けれど、それだって二、三キロはあるだろう。おまけに刃は常時回転し続けていて、触ふれただけで大怪け我がだ。

　それを枯葉は──何の苦もなく、自在に振り回している。

　両腕どころか場合によっては片腕で、時には重量を利用して身体を預け、時には力任せに引き戻す。動きは大胆で、かつ優雅。長く伸びた着物の袖すら刃に触れもしない。

　さっき、型かた羽はが言っていたことを思い出した。

　鈴すず鹿かは身体を心に合わせる、と。

　枯葉は理解したのだろう。灰はい原はらの身体を構成する骨格、筋肉繊維の一本一本、神経を伝う電気の流れ、流れる血の一ひと雫しずくまでもを。腕の関節がどこまで曲がるのか、身体からだはどれだけ柔じゆう軟なんなのか。それらすべてを把握して、完璧に制御しきっている。

　決して無理をさせず、けれど限界まで力を引き出した動き。

　今や枯かれ葉はは、灰はい原はらの身体を完全に自分のものにしていた。それも、決して服従などではない。まるで手を握り合って──一いつ緒しよに走るような、そんな優しさで。

　戦いは、枯葉が優勢になりつつあった。

「妾わたしたちは……負けん！」

　気合いをひと声、巳み代よへと何度めかの交こう錯さく。

　景けい介すけにも、聞こえてくる気がした。




　枯葉がチェーンソーを片手で振り上げる。

　──このくらいならいけるか。

　灰原に語りかけるように。

　重力に任せて巳代の頭上に落下させながら、攻こう撃げきを躱かわすため背後へ飛ぶ。

　──少しきつい、でもまだ大丈夫です。

　灰原の声を聞きながら。

　あそこまでは飛べるな？　枯葉が励はげます。

　斜め上から来ます。灰原が促うながす。

　どうすればいい？　枯葉が問う。

　腕を上げれば、避けられる。灰原が答える。

　──頑張りましょうね。

　──ああ、そうだな、吉よし乃の。




「景介が……見ているのだから！」

　枯葉がついに、巳代を壁かべ際ぎわに追い詰めた。

「舐なめるなぁ！」

　巳代が腰を低くし、正面から迎え撃うつ。

　鞭むちを前方に投げる。枯葉が頭を捻ひねって避けるがそれは目くらまし。左腕に仕込んだ暗あん器きを握って枯葉の喉のど元もとへとひと突きを放った。

　枯葉はそれを、素手で受け止める。

　大丈夫か、と灰原に尋ねながら。

　──こんなの、どうってことありません。

「ち……ぃ！」

　暗器を掴つかまれ、巳代の動きが僅わずかに硬こう直ちよく。

　対して器用にチェーンソーをその場でくるりと反転させた枯かれ葉はが、先端を腹部目掛けて、

　突く。

「く……！」

　無理矢理に身を捩よじり、巳み代よはその場から横へ跳び、転がるように逃れた。受け身を取りながら枯葉の脇わきをかい潜くぐり、地面に落下しようとしていた鞭むちを空中で掴つかむ。

　再び距離を取って対たい峙じ。

「く！」

　左手を見て舌打ちする。刃のどこかが皮ひ膚ふを掠かすめていたのだ。

　手の甲と手首の間、関節辺り。触ふれただけなのに、まるで抉えぐったような裂傷だった。傷口周りの皮膚が裏返り、出血は激しい。

　巳代は顔を上げる。

　立ち位置が逆転していた。今度は枯葉が壁を背にしている。

　反はん撃げきのため、鞭を持つ手に力を込め、振りかぶろうとした。

　しかし──。

「……巳代」

　枯葉が構えを解き、チェーンソーを下げた。

　エンジンを停止させる。美術室中を振るわせていた断続的な轟ごう音おんが止やむ。同時に刃を覆っていた赤い光も消失し、部屋に耳が痛いほどの静せい寂じやくが響ひびいた。

「勝負はついた。妾わたしたちの勝ちだ」

「……枯葉。てめえ、どういうつもりだ？」

　訝いぶかしげに、同時に半笑いで巳代が吐はき捨てる。

「なにをとぼけたことを言ってる？　たかが一撃くわえただけで勝ち？　稽けい古こしてんじゃないんだよ。私たちがやってるのは、殺し合いだ。それを……！」

「……『つうれん』は」

　枯葉が静かに、凜りんとした声を発する。

「一族殺しの宝ほう刀とう。その意味がわかるか？」

「あ？　時間稼ぎなら……」

　巳代が叫さけぼうとしたその刹せつ那な。

　ぼとり、と。

　彼女の足あし許もとに、何かが墜おちる。

「……え？」

　困惑の声。無理もない。

　落下したのは、自身の左手だったのだから。

「な、んだ、と？」

　景けい介すけは戦せん慄りつする。

　当事者ではないから、ずっと見えていた。

　ついさっき、チェーンソーがつけた左手首の裂傷が、

「『つうれん』の与えた傷は成長する」

　時間とともに深く広くなり、やがては切断にまで達する傷へと広がっていくのを──。

「え、あ……」

　左腕を曲げ、自身の傷口をまじまじと凝視する巳み代よの驚きよう愕がくは、

「……っ！」

　やがて、恐怖へと変わる。

　傷口は腕を切り落としてなお、成長を続けていた。落下したのは手首のみ。それなのに巳代の腕の傷は今や、下腕の中ほどにまで達しようとしている。

　枯かれ葉はは悲しそうに、ぽつりと言った。

「首を切り落としても死なない鈴すず鹿かを殺す。これが、人に嫁とついだ始し祖そさまが同どう族ぞくを滅ぼすために用い、そしてそのために人から追われることになった……無情の刃やいばだ」

「く、あ、ちっ……畜ちく生しようっ！」

　巳代は狼ろう狽ばいの表情で『ものぬしの杖つえ』を肘ひじの関節へと巻き付ける。

「ぐ、く……ああああああっ！」

　鞭むちを引っ張り、その勢いで絶ぜつ叫きようとともに広がる傷口ごと、肘から下を切断。が、

「無む駄だだ、巳代」

　枯葉はそれでも首を振った。

「え？　あ……！」

　地面に落ちた傷がまるで瞬しゆん間かん移動したかのように、肘の切断面が蠢うごめき始める。

「切り離そうが、どこへ行こうが、傷は追ってくる。空を舞う剣けんと呼ばれた所以ゆえんだ」

「ひ、ぎ！　……通つ夜や子こ、通夜子！」

　巳代は必死の形ぎよう相そうで教室の隅、事態を傍ぼう観かんしていた通夜子に懇こん願がんする。

「焼け！　『かしゃ狂ぐるい』で、私の腕を焼けっ」

「焼いても効果はない」

「喪も着ぎだ！　贄にえを連れてこい！　もう一度喪着を」

「そんなことをしても傷は治らん。言ったろう？　『一いち族ぞく殺し』だと」

「あ、ああ……あ！」

　ついに巳代は傷口を押さえ、踞うずくまって怯おびえ始めた。

　傍はた目めで見ている景介も、震えが止まらない。

　──『つうれん』。

　決して治らず、次第に広がっていく傷口を与える刃。

　人間の目で見てさえおぞましいのだ。首だけになっても死なずにいられる鈴すず鹿かにとって、掠かすりでもしたら死が約束されるというのは果たしてどれほどの恐怖か。

「いや、いやだ、私は……いやあああああっ！」

　もはや肩口に達しようとしている傷を掻かき毟むしりながら、巳み代よは泣き叫さけぶ。

　景けい介すけは目を逸そらしかけ、直後、すぐに思い直す。

　──駄だ目めだ。

　俺おれはこれを、最後まで見なければならない。

　枯かれ葉はが、灰はい原はらが与えた死を、終わるまで見届けなければならない。

　それが責任だ。景介が足を踏ふみ入れたことで生じる、義務だ。

　が、そんな景介の覚悟を、まるで予期したかのように。

　枯葉がこちらに視線を向け、そして。

　同どう族ぞくをひとり殺そうとしているのには似合わない優しい表情で、

「……景介。そこに落ちている妾わたしの小こ太だ刀ちを、持ってきてくれ」

「え……？」

　薄く、笑った。




　　　　　　　　　　４




　それから、数分の後。

『つうれん』を棺かん桶おけに仕舞った枯葉は、その場に座り込み、大きく溜ため息いきを吐ついた。

「……さすがに、きついな。疲れた」

　言葉とは裏腹に、表情は晴れやかで清すが々すがしい。

「よかったのか？」

　横に立った景介は、さっきの彼女の決断を改めて問う。

「親父おやじさんの仇かたきなんだろ」

「ああ」

　枯葉は頷うなずき、少しだけ寂しそうな顔をした後、

「よいのだ。……あれで」

　それでも深く、頷いた。




　数分前──。

　小太刀を景介から受け取った枯葉は、泣き叫ぶ巳代の前に立った。

　そして、手に持った刃で自身の手首を切り、流れる赤いものを巳み代よの傷口へと注いだのだ。




　傷を与えた者の血。

　それが『つうれん』の傷の成長を抑える、唯一の薬だそうだ。

　傷口の浸しん蝕しよくが止まる際のショックで気を失ってしまった巳代を連れて、通つ夜や子こは美術室を去った。事態が緊迫していただけに、通夜子にあのことを尋ききそびれてしまったのが悔くやまれる。まあ、いいだろう。月曜日に学校へ行った時にも、宮みや川かわ英えいに確かめてみればいい。

　お前の幼おさな馴な染じみみの名前、なんていうんだっけ、と。

　とにかく、事態はそうして一応の終わりを見せた。

　景けい介すけはほっとした反面、同時にやりきれない気分にもなる。

　枯かれ葉はが人殺しをせずによかったという安あん堵どはある。

　かつて灰はい原はらは、吉よし田だ美み希きたちにいじめを受けてもただ黙だまって耐えてきた。それなのに、ここで、灰原の身体からだを持った枯葉が──吉田美希の身体を奪った巳代を殺してしまっては、灰原がやってきたことが無む駄だになってしまうような気がしていたのだ。

　もちろん、灰原だけではない。

　仮に枯葉が、殺意という欲望に任せて巳代を殺していたら。そう考えるとどうしようもない気分になる。秋あき津つを殺そうとしていたあの時の自分を重ねてしまう。

　許せない相手は殺しても仕方ないのだという諦あきらめと、自分が誰かを殺してしまったという既成事実は、心の中の何か大事なものを折ってしまっていただろう。

　でも、景介はそれでも枯葉に、よかったのか、と尋いた。

　父──肉親の仇かたき。

　その事実の重みを、景介は厭いやというほど知っている。

　秋津を殺そうとしたのを後悔した自分がいる一方で、もし姉の身体を乗っ取った一いち族ぞくに会ったら、必ず殺してやると考えている自分がいた。そういう意味ではやはり灰原と姉とは違う。景介は姉がいなくなったことで、一度壊こわれかけてしまった自分の家族を見ている。父の哀しみは、母の諦てい念ねんは、自分の絶望は厭というほど記憶に刻み込まれている。

　肉親の仇の命を見逃す。

　果たして景介に、さっきの枯葉と同じことができるのだろうか。いや──しなければならない。もしできなければ、自分は彼女の傍そばにいる資格はないのだと思う。

　何な故ぜなら、枯葉は。

　灰原と、灰原のことを思う景介のために、巳代を殺さなかったのだから。




「枯葉」

　たまらなくなって、景介は隣にいる少女の名を呼んだ。

「どうした？　疲れたか？　まる半日監禁されていたのだから無理もないが」

「いや、違うよ。……さっきは悪かったな」

『からばの魔ま眼がん』に動きを封じられた枯かれ葉はに、けっこう酷ひどいことを言ったような気がする。お前は灰はい原はらの身体からだに相応ふさわしくないとか、挙げ句、首を切り落とすとか、そんなことを。

　無我夢中で励はげまそうとしていたとはいえ、考えてみれば割と最悪だ。

　殴なぐられても仕方ないなと思いつつ、景けい介すけは枯葉の返答を待つ。

　が、枯葉は、

「ん？　何がだ？」

　きょとんとして、首を傾かしげた。

　本当にわからないのか。

　それとも──、

「あ、あれか」

　ぽん、と手を打ち、思い出したように言った。

「いきなり抱き締められたことだな。いや……あれは何というか、正直なところ嬉うれしかったぞ。だがお前の言う通り、些いささか急過ぎる。まだ手も繋つないでいないのにいきなり抱ほう擁ようは、さすがに男としての責任感の欠けつ如じよだ。お前はもう少し、順序というものを考えねばならん」

　それとも──ちゃんとわかっているのか。

　まったく、こいつには敵かなわない。

　景介は苦く笑しようし、

「手なら繋つないだだろうが。その前に」

　一応律儀につっこんでおく。

　枯葉がにやりと、策士の表情になった。

「ほう、覚えておいてくれたか。やはり傾けい城せい傾けい国こくに手を握られれば、お前も嬉しいとみえる」

「っ、お前……！」

　ハメやがった。

　ふざけんなアホ、と思わず言いそうになったが、助けてくれた恩もある。今日きようくらいは黙だまっておいてやろう。そう決めて「まあ、そうだな」と言ってやった。

「……どうした？　お前、随分と素直だな。攫さらわれている間に何か毒でも食わされたか？　それともあれか、これが話に聞くデレ期とかいう奴やつか」

「なんでそうなるんだよ！　勝手に変な解釈するなっ」

　前ぜん言げん撤てつ回かい。黙っておくのはやめた。

「ったく」

　剥むくれて枯葉の隣に座り込み、

「どうしようもねえな、お前」

　愚ぐ痴ちるように呟つぶやくと、不意に。

「……はは」

　枯かれ葉はが声をあげ、綻ほころぶように笑い始めた。

「おい。……お前こそ、何か悪いもんでも食ったのか？」

「ふふ、景けい介すけ」

「なんだよ」

「好きだ」

「……は？」

「好きだ、と言ったのだ。改めて言うのはおかしいか？」

　──いや、おかしいとかおかしくないとかではなく、面と向かって言われると、その。

「妾わたしは、お前が好きだ。愛している。妾の中の吉よし乃のがお前のことを好きなのと同じくらい……妾自身も、お前のことが好きだ。だからな、景介」

　何回「好き」とかこっ恥ずかしい科白せりふを言えば済むんだよ、と言いかけた景介に、

「……お前は、ゆっくり考えてくれ」

「え……？」

「始し祖その鈴すず鹿かさまはな。……人に恋し、人に嫁とつぎ、人に味方して仲間を、同どう族ぞくを殺し尽くしたそうだ。しかし、その後人に追われ、人との間の子を身み籠ごもったまま山へと逃げた。妾は……そうなってもいいとさえ思う。でもな、お前にはそうなって欲しくはない」

「お前、何を言ってんだよ」

「要するに、ゆっくり考えてくれればいいということだ。……妾の夫になるのか、それとも人の元へ帰るのか。すべてが終わってから決めても、遅くはないだろう」

　正直、さっぱりだ。枯葉にとって始祖の逸いつ話わは身近な話なのかもしれないが、景介には抽象的な上に馴な染じみがなさ過ぎて、よくわからない。

　ただ、

「俺おれがお前と結婚するかどうかなんて、わかんねえよ」

　ただ──。

「でもな。とりあえず俺は、お前の婿むこ候補でいい」

　少なくとももうしばらくは、こいつのことを見ていようと思う。

　灰はい原はらと一いつ緒しよになった、灰原とは全然似ていない、でも見ていると灰原をどうしても思い出してしまう──景介にとってはとんでもなくややこしい、この少女を。




　枯葉は「そうか」とだけ応えると、

　目を閉じ、景介の肩にそっと、頭を乗せてきた。

「むー……」

　背後で、棺かん奈なの膝ひざの上に座った型かた羽はが、微睡まどろみの寝言を呟つぶやく。

　ふと、これからどうなるんだろう、と思う。

　灰はい原はらに続いて、校内でまた行方ゆくえ不明者が出てしまった。しかも三人。

　合計で四人だ。さすがに偶然で片付けられるレベルではない。警察はおろかマスコミだって飛びついてくるだろう。平凡な田舎町はしばらくの間、大騒さわぎになること間違いなしだ。

　でも、それも序の口かもしれない。

　町の人々が混乱しているだけならまだ平和だ。繁はん栄えい派はの連中との戦いは始まったばかりで、おまけにあいつらは人間を殺して身体からだを奪うことなんてなんとも思っちゃいない。

　戦いを終わらせない限り、これからも着々と行方不明者は増えていく。景けい介すけだっていつその仲間に入るかわからないのだ。たぶんもう、今まで自分が過ごしていた平凡な毎日は二度とやってこないだろう。明日あしたからのことを考えると気が滅入りそうだった。

　とはいえ、あれこれ思い悩んだところで仕方がない。きっと、なるようにしかならない。

　──差し当たっては、こんな夜遅くの帰宅を親になんて言い訳するかな。

　景介は溜ため息いきを吐つく。

　肩に乗った枯かれ葉はの頭の重みは、それでもどこか心地よかった。
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　深夜。

　灯あかりも満足にない屋敷の中を、秋あき津つ依い紗さ子こは歩いていた。

　平屋建ての、和風建築だ。

　ただし、あばら屋。そう表現してもいいほどの古さだった。

　柱も床も天井もすべては壊こわれかけて、風が吹くだけで軋きしみを上げる。あちこちには厚く埃ほこりが溜たまり、そこかしこに蜘く蛛もの巣が張っていた。天井の一部は雨漏もりがし、傷みきった畳からは黴かびの臭いがする。鴨かも居いには鼠ねずみ、それを追って鼬いたちすらも。

　依紗子は無言で、その屋敷の中心──恐らくはかつて家や主ぬしの居間であったらしき部屋へと入る。土足のまま腐った畳を踏ふみ、中途から破れた掛け軸がぶら下がる床とこの間の床板を外す。

　そこには石造りの下り階段が隠されていた。

　人ひとりがようやく通れる穴へ、依紗子は布で包まれた細長いものを抱え、入る。

　身体からだをよじり、なんとかそれを通路へ通しながら、階段を一歩ずつ。

　下りきった先には、空間がある。

　広さは十帖じようほど。

　壁際に取り付けられた燭しよく台だいの蝋ろう燭そくには火が点ともっており、周囲を仄ほのかに照らしていた。

　床も、壁も天井も石。

　目前にあって最も目立つのは、格こう子しだ。

　太い角材を組み合わせて檻おりとし、十帖の空間を半分に仕切っている。

　依紗子はその格子──つまり、座ざ敷しき牢ろうの前まで歩むと、膝ひざを立て、恭うやうやしく言った。

「お母さま。ただいま戻りました」

　座敷牢の中で返事がある。

「よく帰った」

　女の声だった。

　年若そうでありながら、掠かすれているせいで老婆のものにも聞こえる。尊大な口調と、石造りの部屋に谺こだまする残ざん響きよう音が、更におどろおどろしさを助長させていた。

「大儀だったな」

「……はい」

　顔を伏せたまま嬉うれしそうに顔を綻ほころばせる依紗子。

　学校ではおろか、霧きり沢さわ景けい介すけにも見せたことのないそれは──依紗子本来の、笑え顔がおだった。

「して、『つうれん』は？」

　声が、問う。

「はい」

　依紗子は顔を上げ、胸に抱いていた包みを、牢に向かって掲かかげた。

「ここに」

「封を開けよ」

「はい……只ただ今いま」

　言葉に従い、依い紗さ子こは布を解いた。中からは金属製の鞘さやと柄え──古い形をした、剣けん。

「お母さま。……『つうれん』です」

　自慢げに、依紗子はそれをもう一度、格こう子し越しに牢ろうへ差し出す。

　が、沈ちん黙もく。

「……、お母さま？」

　呼び掛けるが、返事はない。

　依紗子が首を傾かしげていると、漸ようやく、

「抜いてみよ」

　感情の読めない命令があった。

「はい」

　柄を持ち、鞘から引き抜く。

　白刃が現れ、蝋ろう燭そくの灯りを反射して、鈍にぶく光った。

「やはりな」

　声が発した言葉の意味を、依紗子はわかりかねたようで、

「……え？」

　ぽかんと、口を開ける。

「あやつ、やりおるわ」

「お母さま、それは、どういう……」

「刀身は偽にせ物ものだ」

　淡々とした、ただ事実を指摘するだけの声だった。

　しかしその言葉を聞いた瞬しゆん間かん、依紗子の顔色が、薄うす闇やみにそれとわかるほど真っ青になる。

　唇くちびるが震え始める。瞳ひとみが潤うるむ。上げていた顔が床を向く。

「お、かあさ、ま、わた、わたし……」

　呂ろ律れつの廻まわらない涙声で、依紗子は歯を鳴らしながら言う。

　が、やはり座ざ敷しき牢ろうの中の声こわ音ねは変化がない。

「よい、依紗子」

「……え」

「ふん、枯葉もなかなか肝が座っておる。宝ほう刀とうを分かつなどという不ふ敬けい、生なま半なかには思い付くまい。だが……やはりあれは次女だ。理を知らん」

　そこで、初めて。

　声は感情らしい色を、僅わずかに浮かべた。

　喜き色しよくだった。

「依い紗さ子こ」

「は……い」

「小通連、よくぞ持ち帰った」

　それを聞き、依紗子は一いつ瞬しゆん、きょとんとした顔になった。自分は失敗したのに意味がわからない、そう言いたげな表情だった。だが──すぐに顔を綻ほころばせると、幸せそうに、

「はい」

　応えて平へい伏ふくする。──まるで、思考を放棄したかのように。

　そして、声は。

「さあ依紗子、こちらへ」

　微かすかに抑よく揚ようの色を以もつて依紗子に告げる。依紗子は『つうれん』の鞘さやと柄えを縦に持ち替えると、まるで中世の騎士が王にそうするように、牢ろうの中へと剣けんを捧ささげた。

　ぬう、と。

　格こう子しの隙すき間まから、真っ白な細い腕が出てきて、それを掴つかんだ。

　暗くら闇やみの中へ吸い込まれていく『つうれん』の鞘と柄。

　剣が自分の手から離れると顔を上げ、依紗子は牢の中を見遣やる。

　そこに在あるのは、年若い少女だった。

　腰まで伸びた髪を乱れさせ、着物をだらしなくはだけさせている。足首からは巻かれた鎖くさりが伸び、それは牢の隅、突き出た杭くいに繋つながっていた。

　こちらを見る目は焦点が合わず、明らかに正気の光を宿していない。

　少女は、さっき依紗子の渡した剣をかき抱いだいていた。

　それから、小脇わきに。

　闇の中にもわかるほど真っ赤な──まるで血で染めたような鳥とり籠かごが、ひとつ。
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「よくやったな、依紗子」

　籠の中にある女の首が掠かすれた声で嗤わらい、

「ありがとうございます」

　依紗子が頭こうべを垂れて、それに礼を奏そうした。




　　　　　　　　　　※




　跪ひざまずきながら、彼女は──秋あき津つ依紗子は、思う。

　次に彼と会えるのは、いつだろう。

　しばらくは無理かもしれない。灰はい原はら吉よし乃のを含めて四人も失しつ踪そう者が出たのだ。世せ間けんは騒さわがしくなるし、繁はん栄えい派はも当分は活動を控えなければならないだろう。

　けれどそんなこととは関係なく、近い内にまた会いたい。

　彼は詰なじった。自分のことを『化け物』と。

　何な故ぜそんなことを言ったのか。それは依い紗さ子こが、灰はい原はら吉よし乃のをいじめていた連中を殺したからだ。ひとりは生きながら手足をばらばらにして飾り付け、ひとりは『しらぬえ』でじわじわと焼き殺し、最後のひとりはふたりの死に様をつぶさに見せた後で心を壊こわしてあげた。

　それらの所しよ業ぎようを差して『化け物』と詰った彼の顔は、醜みにくてとても可愛かわいかった。

　そうだ──彼はまだわかっていないのだ。

　依紗子が彼女たちをいたぶり殺していた時、一いつ緒しよにいた通つ夜や子こは見たくもないとばかりにその場から去った。巳み代よですら顔をしかめ、不快感を露あらわにしていた。

　他でもない、化け物であるはずのふたりが。

　巳代は言った。

『よくもまあ、そんな人間みたいな真ま似ねができるもんだ』と。

　その言葉は正しい。とてもとても正しい。




　いつ、彼に教えてあげようか。

　強い強い化け物さまには、あんな所業、思い付きすらしないことを。

　この悪意は、化け物なんかにはとても真似できないことを。

　倫理を踏ふみにじり良心を貶おとしめ、残ざん虐ぎやくを極きわめ悪徳に法ほう悦えつする。それは紛まぎれもなく、証あかしだ。

　人間が人間であり化け物などでは決してない、証拠だ。

　依紗子は跪ひざまずいたまま、ぞくりと身体からだを震わせる。

　想像すると、たまらなく愛いとおしかった。

　ああ──。

　自分が本当は人間であることを知った時、彼はいったいどんな顔をするんだろう？







あとがき




　という訳で『アカイロ／ロマンス』の二巻めをお送りしました。

　今回は前巻に名前だけしか出ていなかった新キャラも登場しつつ、一巻と対をなすような内容・構成となっています（上下巻ってほどじゃないんですが）。景けい介すけの心境の変化とか、枯かれ葉はと吉よし乃ののそれぞれの想いとか、その辺りも含めていろいろ楽しんで頂けたらと思います。




　ところで、この本の草稿を書き終わったほんの一日後に、僕は三十歳になりました。

　幼稚園くらいの頃に『三十歳』という年齢に対して抱いだいていたイメージは、毎朝ネクタイ締めつつ家族に見送られ会社に出勤するようなそんな感じだったんですが、所しよ詮せんは幼い想像力、なってみれば妻子ともネクタイとも出勤とも無縁な生活を送っています。

　でも普通に考えるといい年齢なんだから、このままではまずいですよね。少なくとも、あとがきの〆切が明日あしただと気付いて慌あわてふためく平日の深夜三時さっきまで延々とゲームしてました……みたいな今日の状況は。しかも割と毎日そんな感じだよ。こいつは駄だ目めすぎるぜ。

　幼稚園の頃の俺おれに会えたら全力で謝りたいです。あと、幼稚園の頃の俺の想像の中にいた愛する妻子たちにも。すまん、お前たち、本当は実在しなかったんだ……。




　ええと、そんな僕でも、せめてお礼くらいはきちんと言える子になりたいです。

　担当の佐藤さん・黒崎さん、イラスト椋くら本もとさん、どうもありがとうございます。というか、一巻のあとがきで『よい子になります』とか書いたのにまたしてもいろいろすいません……。

　電撃文庫編集部を始めとしたＡＭＷ各部署の皆さま、デザイナーさん、校閲さん。こうして本を出せている今の状況が如い何かに得難いことかを噛かみ締めつつ、これからも頑張りたいです。

　何より、読者の皆さま。読んでくださって本当に感謝しています。この本が秋の夜長の手慰なぐみにでもなれば幸いです。

　もし可能なら、今後も引き続きよろしくお願いできれば。




　三巻では更に新キャラも出たりしつつ、ストーリーも新たな展開を迎える予定です。

　桜が咲く前には出せるといいなと思っておりますので、どうか楽しみにお待ちください。





藤ふじ原わら 祐ゆう　
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藤ふじ原わら祐ゆう

１９７８年大分県生まれ。８月に誕生日を迎えた折、仲のいい作家さん方が誕生パーティーを開いてくださいました。みなさんありがとうございました。写真は時雨沢さんが買ってくれたケーキ。この後、30本の蝋燭が突き立てられ見るも無惨な姿に。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。某動物公園で生まれたペンギンの赤ちゃんを見にいきたくてわきわきしています。ええい一瞬で片付け仕事！（無理）










アカイロ／ロマンス２




少しよう女じよの恋こい、少しよう女じよの病やまい








藤ふじ原わら　祐ゆう
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